
取扱説明書はよく読み、保管してください。 

・製品を使用する前に、安全上の説明をよく読み、十分に理解してください。 

・このマニュアルは、いつでも参照できるよう、手近な所に保管してください。 

ラインプリンター 
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取扱説明書



I 

はじめに
このたびは、本製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本取扱説明書は、プリンタの取り付け方法

や正しい操作方法などについて説明したものです。 

ご使用いただく前に、必ず最後までお読みください。 

■重要なお知らせ

・ 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは禁止されています。 

・ 本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。 

・ 本書の内容について万一ご不審な点や誤りなど、お気付きのことがありましたら、お買い求め先へご一報くださ

いますようお願いいたします。 

・ 本製品を運用した結果については前項にかかわらず責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

■規制、対策などについて

● 電波障害自主規制について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（ＶＣＣＩ）の基準に基づくクラス A 情報技術装置です。

この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策

を講ずるよう要求されることがあります。この装置を接続したパーソナルコンピュータ（クラス B 正規装置）は、

クラス A 情報技術装置になります。取り扱いには特にご注意ください。

●電源の瞬時電圧低下対策について

落雷等による電源の瞬時電圧低下対策に対して不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策と

しては、交流無停電電源装置等を使用されることをお勧めします。（社団法人 電子情報技術産業協会のパ

ーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく表示）

●高調波ガイドライン適合について

本製品は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品です。

JIS C 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立正-第 3-2 部：限度値-高調波電流発生限度値（1 相

当たりの入力電流が 20A 以下の機器）」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標値レベルに適合して設

計・製造した製品です。

●輸出管理規制について

本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法の規制並びに米国輸出管理規制等外国の輸出関

連法規をご確認の上、必要な手続きをお取りください。なお、ご不明な場合は、お問い合わせ先にお問い合わ

せください。

●保守用部品について

本プリンタの保守用部品の保有期間は製造打ち切り後 5 年です。

第 8 版 2023 年 6 月 Copyright Ⓒ RICOH INDUSTRY CO., LTD.2016. All rights reserved． 



II 

プリンタを安全にお使いいただくために 

● 安全に関する共通的な注意について

次に述べられている安全上の説明をよく読み、十分理解してください。

・操作は、このマニュアル内の指示、手順に従って行ってください。

・装置やマニュアルに表示されている注意事項は必ず守ってください。

これを怠ると、けが、火災や装置の破損を引き起こすおそれがあります。

●シンボルについて

安全に関する注意事項は、次に示す見出しによって表示されます。これは安全注意シンボルと

「警告」および「注意」という見出し語を組み合わせたものです。

これは、安全注意シンボルです。人への危害を引き起こす潜在的な危険に

注意を喚起するために用います。起こりうる傷害または死を回避するため

にこのシンボルのあとに続く安全に関するメッセージに従ってください。 

警告 これは、死亡または重大な傷害を引き起こすかもしれない潜在的な危険の

存在を示すのに用います 

注意 これは、軽度の傷害、あるいは中程度の傷害を引き起こすおそれのある潜

在的な危険の存在を示すのに用います。 

注意 これは、装置の重大な損害、または周囲の財物の損害を引き起こすおそれ

のある潜在的な危険の存在を示すのに用います。 

【表記例 1】感電注意 

△の図記号は注意していただきたいことを示し、△の中に「感電注意」など

の注意事項の絵が描かれています。 

【表記例 2】分解禁止 

の図記号は行ってはいけないことを示し、 中に「分解禁止」などの禁止

事項の絵が描かれています。 

【表記例 3】電源プラグをコンセントから抜け 

●の図記号は行っていただきたいことを示し、●の中に「電源プラグをコン

セントから抜け」などの強制事項の絵が描かれています。 

● 操作や動作は

マニュアルに記載されている以外の操作や動作は行わないでください。

装置について何か問題がある場合は、電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いたあと、お

買い求め先にご連絡いただくか、保守員をお呼びください。

● 自分自身でもご注意を

装置やマニュアルに表示されている注意事項は、十分検討されたものです。それでも、予測を越

えた事態が起こることが考えられます。操作に当たっては、指示に従うだけでなく、常に自分自

身でも注意するようにしてください。



III 

プリンタを安全にお使いいただくために 注意していただきたいこと

警告 

異常な熱さ、煙、異常音、異臭 
万一異常が発生した場合は、電源スイッ
チを OFF にし、電源プラグをコンセント
から抜いてください。そのまま使用する
と、感電、火災の原因になります。また、
すぐに電源プラグを抜けるように、コン
セントの周りには物を置かないでくださ
い。 

ケースカバーの取り外し 
ケースカバーを取り外さないでくださ
い。内部に高電圧の部分があり、触れる
と感電の原因になります。 

アース線の接続 
感電防止のために、アース付きのコンセ
ントに接続してください。接続しないと
感電するおそれがあります。 
・ コンセントのＮ線がアースに接続さ

れていることを確認の上接続してく
ださい。 

・ アース線は専門業者の施工したコン
セントのアース端子に接続してくだ
さい。 

プリンタ内部への異物の混入 
通気孔などから内部にクリップや虫ピン
などの金属類や燃えやすい物などを入れ
ないでください。そのまま使用すると、
感電や火災の原因になります。 

電源コードの扱い 
電源コードは必ず付属のものを使用し、
次のことに注意して取り扱ってくださ
い。取り扱いを誤ると、電源コードの銅
線が露出したりショートや一部断線で、
過熱して感電や火災の原因になります。 
・ものを載せない 
・引っ張らない 
・押しつけない 
・折り曲げない 
・加工しない 
・熱器具のそばで使わない 
・束ねない 

プリンタの上に物を置く 
花びん、植木鉢など水の入った容器や虫
ピン、クリップなどの小さな金属物を置
かないでください。内部に入った場合、
そのまま使用すると、感電や発煙、発火
の原因になります。 

電源プラグの抜き差し 
・電源プラグをコンセントに差し込むと
き、または抜くときは必ず電源プラグ
を持って行ってください。電源コード
部分を引っ張るとコードの一部が断線
してその部分が過熱し、火災の原因に
なります。 

・休暇や旅行などで長期間ご使用になら
ないときは、電源プラグをコンセント
から抜いてください。使用していない
ときも通電しているため、万一、部品
破損時には火災の原因になります。 

・電源プラグをコンセントから抜き差し
するときは、乾いた手で行ってくださ
い。濡れた手で行うと感電の原因にな
ります。 

電源プラグの接触不良やトラッキング 
電源プラグは次のようにしないと、トラ
ッキングの発生や接触不良で加熱し、火
災の原因になります。 
・電源プラグは根本までしっかり差し込
んでください。 

・電源プラグは、ほこりや水滴が付着し
ていないことを確認し、差し込んでく
ださい。付着している場合は、乾いた
布などで拭き取ってから、差し込んで
ください。 

・グラグラしないコンセントを使ってく
ださい。 

落下などによる衝撃 
落下させたり、ぶつけるなど衝撃を与え
ないでください。そのまま使用すると、
火災の原因になります。 

使用する電源 
使用できる電源は交流１００Ｖです。 
それ以外では使用しないでください。電
圧の大きさに従って内部が破損したり加
熱・劣化して感電や火災の原因になりま
す。 



IV 

プリンタを安全にお使いいただくために 注意していただきたいこと 

警告

修理・改造・分解  
本書の指示に従って行うオプションなど
の増設作業を除いては、自分で修理や改
造・分解をしないでください。火災や感
電、やけどの原因になります。  
特に電源ユニット内部は高電圧部が数多
くあり、万一さわると危険です。 

日本国外での使用 
本プリンタは日本国内専用です。電圧の
違いや環境の違いにより国外で使用する
と火災や感電の原因になります。また他
国には独自の安全規格が定められてお
り、本プリンタは適合していません。 

タコ足配線 
同じコンセントに多数の電源プラグを接
続するタコ足配線はしないでください。
コードやコンセントが過熱し、火災の原
因になるとともに、電力使用量オーバー
でブレーカーが落ち、ほかの機器にも影
響を及ぼします。 

温度差のある場所への移動 
移動する場所間で温度差が大きい場合
は、表面や内部に結露することがありま
す。結露した状態で使用すると、発煙、
発火や感電の原因となります。使用する
場所で、数時間そのまま放置してからご
使用ください。 

湿気やほこりの多い場所での使用 
浴槽、洗面台、台所の流し台、洗濯機な
ど、水を使用する場所の近傍、湿気の多
い地下室、水泳プールの近傍やほこりの
多い場所では使用しないでください。電
気絶縁の低下によって火災や感電の原因
になります。 

通気孔 
通気孔は内部の温度上昇を防ぐもので
す。物を置いたり立てかけたりして通気
孔をふさがないでください。 
内部の温度が上昇し、発煙、発火や故障
の原因になります。 

揮発性液体の近くでの使用  
マニキュア、ペディキュアや除光液など
揮発性の液体は、プリンタの近くで使わ
ないでください。プリンタの中に入って
引火すると火災の原因になります。 

オプションの接続 
オプション接続するときは、電源プラグ
をコンセントから抜き、すべてのケーブ
ル類をプリンタから外してください。ま
た、マニュアルの説明に従い、マニュア
ルで使用できることが明記されたオプシ
ョンを使用してください。それ以外のオ
プションを使用すると、接続仕様の違い
による故障から発煙、発火、火災や故障
の原因になります。 

ポリ袋の取扱い 
ポリ袋をかぶったりすると窒息するおそ
れがあります。特に小さなお子様のいる
所では、取り出したらすぐにお子様の手
の届かない所へかたづけてください。 
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プリンタを安全にお使いいただくために 注意していただきたいこと 

注意

プリンタ内部品への接触 
使用直後のプリンタの印字機構部は、高
温になっています。冷めるまで待ってく
ださい。触れるとやけどの原因になりま
す。 

アルミ電解コンデンサーについて 
このプリンタに使用されているアルミ電
解コンデンサーは有寿命部品です。設計
寿命は、月２００時間使用で約５年です。
寿命になると、電解液の漏れや枯渇が生
じます。特に電源ユニットでの電解液漏
れは、発煙の原因になることがあります。
これらの危険を避けるために、設計寿命
を越えて使用する場合は、有寿命部品単
位で交換してください。また、業務用な
ど昼夜連続運転相当では５年より寿命は
短くなります。 

金属などの端面への接触 
移動するなどで鉄板やプラスチックなど
の端面に触れる必要がある場合は、注意
して触れてください。けがをするおそれ
があります。 

不安定な場所での使用 
傾いたところや狭い場所など不安定な場
所には置かないでください。印刷中のプ
リンタは強い振動を発生するため、落ち
たり倒れたりして、けがをするおそれが
あります。 
また、トップカバーをあけて消耗品の交
換などを行っている時に、トップカバー
が閉じてけがをするおそれがあります。 

目的以外での使用 
踏み台など目的以外に使用しないでくだ
さい。壊れたり倒れたりして、けがや故
障の原因になります。 

ケーブルの接続 
ケーブルは足などに引っかけないよう
に、配線してください。足をひっかける
と、けがをするおそれがあります。 

接続端子への接触 
ネットワークケーブルのコネクタなどの
接続端子に手や金属で触れたり、針金な
どの異物を挿入したりしないでくださ
い。金属片のある場所に置かないでくだ
さい。発煙したり、接触不良などにより
故障の原因になります。 

プリンタの移動 
本プリンタは、本体のみで約１１５ｋｇ 
あります。プリンタを移動する場合には 
できるだけ専門の業者に依頼してくだ 
さい。 
・プリンタ本体を持ち上げて移動しない
でください。壊れたり倒れたり 
してけがや故障の原因となります。 

・移動する場合には必ず二人以上で移動
してください。一人で移動する  
と腰などを痛めたり、けがの原因と 
なります。 

リボンセパレータ 
リボンセパレータのエッジは鋭利にな 
っていますので、触れないでください。
けがをするおそれがあります。 
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プリンタを安全にお使いいただくために 注意していただきたいこと 

注意

動作中のカバーの開閉 
プリンタのカバーは動作中に開けないで
ください。けがの原因になります。 

電波障害について 
ほかのエレクトロニクス機器に隣接して
設置した場合、お互いに悪影響を及ぼす
ことがあります。特に近くにテレビやラ
ジオなどがある場合、雑音が入ることが
あります。その場合は、次のようにして
ください。 
・テレビやラジオなどからできるだけ離
す 

・テレビやラジオなどのアンテナの向き
を変える 

・コンセントを別にする 

屋外での使用 
屋外では使用しないでください。故障の
原因になります。 

プリンタの廃棄 
プリンタを廃棄するときには、廃棄物管
理表（マニュフェスト）の発行が義務づ
けられています。詳しくは、お買い求め
先にご相談いただくか、各都道府県産業
廃棄物協会にお問い合わせください。廃
棄物管理表は、（社）全国産業廃棄物連合
協会に用意されています。 



VII 

警告マークについて
この取扱説明書では、安全上の注意事項を記述した箇所に、警告表示とともにその内容を示す警告マークを配

置して、一目で分かるように配慮しています。 

使用している警告マークの意味は以下のとおりです。内容をよく理解したうえで、お読みください。 

高温による傷害の危険性について記述していることを示します。

発火する危険性について記述していることを示します。

触れる事によって傷害が起こる可能性について記述していることを示します。

機器を分解することにより、感電などの傷害が起こる可能性について記述していることを示しま

す。

一般的な禁止事項を記述していることを示します。

一般的な強制指示事項を記述していることを示します。
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■取扱説明書の表記方法 

●商標・略称について 

・Microsoft、Windows、Windows Server は、米国 MicroSoft Corporation.の米国及び 

その他の国における登録商標または商標です。 

・Microsoft® Windows Server® 2012 Operating System (以下 Windows Server 2012) 

・Microsoft® Windows Server® 2012 R2 Operating System (以下 Windows Server 2012 R2) 

・Microsoft® Windows® 10 Operating System (以下 Windows 10) 

・Microsoft® Windows Server® 2016 Operating System (以下 Windows Server 2016) 

・Microsoft® Windows Server® 2019 Operating System (以下 Windows Server 2019) 

・Microsoft® Windows Server® 2022 Operating System (以下 Windows Server 2022) 

・Microsoft® Windows® 11 Operating System (以下 Windows 11) 

・その他記載の会社名、製品名はそれぞれの会社の登録商標または商標です。 

 

■最新プリンタードライバー情報 

最新版のプリンタードライバーをリコーインダストリーホームページから入手することができます。 

インターネット／リコーインダストリーホームページ： http://www.industry.ricoh.co.jp/ 
 
※Windows 11 については、Windows 10 対応ドライバーでご使用できます。 

Windows Server 2022 については、Windows Server 2019 対応ドライバーでご使用できます。 
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 製品の内容 

お使いになる前に、以下の製品がそろっていることを確認してください。 

なお、プリンタが入っていた箱や輸送用固定材は、プリンタの保管・輸送の際に必要

になりますので捨てないでください。 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

プリンタ本体 フィルタキット 電源コード 

(4m 1 本) 

 

 
 

 
 

 
 

 

カールコレクタ 

1 個 

リボン 

(１個) 

フェンス 

(１個) 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

セットアップディスク 

(CD-ROM １枚) 

クイックガイド 

(１冊) 

テスト用紙 

 

 
・本プリンタにはプリンタケーブルは含まれていません。プリンタケーブルは、 

別途ご用意してください。 

なお、不明な点については、担当営業または販売店までお問い合わせください。 

・本プリンタに添付されているリボンはジョイントスキップ対応リボンです。 

ジョイントスキップ機能について、ジョイントスキップ非対応のリボンを 

使用する場合は本章 1-23㌻「リボンの取り付け」を参照してください。 
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 使用上のご注意 

このプリンタを使用する際には、以下の点に十分留意されるようお願いします。 

不明な点については、担当営業またはお買い上げの販売店にご相談ください。 

設置場所について 

 

 

 

浴槽、洗面台、台所の流し台、洗濯機など、水を使用する場所の近傍、湿気の
多い地下室、水泳プールの近傍やほこりの多い場所では使用しないでください。
電気絶縁の低下によって火災や感電の原因になります。 

 

 

・長時間直射日光の当たる場所や、エアコンの前など極端に温度や湿度が変わ 

る場所には設置しないでください。 

温度と湿度が、以下の範囲内の場所に設置してください。 

 周囲温度:5℃～40℃ 

 周囲湿度:30%～80%（結露しないこと） 

・水平で安定した場所に設置してください。 

・通気孔をふさがないでください。 

・振動のある場所には設置しないでください。 

・落としたり、ぶつけたりして衝撃を与えないでください。 

・ほこり、腐食性ガス、潮風にさらされる場所は避けてください。 

・磁石はもちろん、テレビやスピーカーなど磁気の強いものの近くに設置しな 

いでください。 

・紙など燃えやすいものの上に設置しないでください。 

 

 

プリンタを設置するときに必

要なスペースは、右図のとお

りです。十分なスペースがな

いと正しい設置や操作ができ

ません。図を参考にしてゆと

りのある水平な設置場所を確

保してください。 

 

！ ！   警告 

保守エリア 

リアドア 

フロントドア 

７００ ７００ 

７６０ ６６０ 

６６０ ７６０ 

前 
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電源について 

次の電圧、周波数の範囲の電源を利用してください。 

・電源電圧:AC100V±10% 

・電源周波数:50/60Hz,±2Hz 

 

 

 

 

      万一、プリンタから発熱・異臭・異常音が発生したら、すぐに電源を切断した上で、 
      保守会社へご連絡ください。 
      感電や発火・発煙のおそれがあります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

！ ！   警告 
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 各部の名称とはたらき 

装置外観 

 

 サイドドア 

フェンス 

カールコレクタ 

フロントドア 

通気孔（吸気口） 

電源スイッチ 
 

用紙収納部 

用紙挿入部 

トップカバー 

操作パネル 

前面 

後面 

リアドア 

通気孔（排気口） 
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印字機構部の名称 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ペーパプレスホルダ 

トラクタ 

ＴＯＦインジケータ 

ＰＦオープンレバー 

ＦＴレバー 
 カラムアジャストノブ 

トラクタロックレバー 

マニュアルフィードノブ 

インデックススケール 

リボンフィードノブ 

カラムスケール 



KD55AH 取扱説明書 

 

1-8 

印字機構部のはたらき 

名  称 機    能 

インデックススケール 用紙を取り付けるとき、印刷開始行を合わせるために 
使用します。 

ＴＯＦインジケータ 用紙のＴＯＦを印字開始位置にセットするときに使用 

します。 

トラクタおよび 

トラクタロックレバー 

トラクタロックレバーが上方にあるとき、トラクタは 

ロック状態です。 

トラクタロックレバーを手前に引くとロックが外れて 

トラクタを左右に移動することができます。 

マニュアルフィードノブ 用紙を手動で送るために使用します。 

 

ＰＦオープンレバー 

 

用紙やインクリボンを交換するとき、紙送り部を開閉す

るために使用します。また、リボンセパレータの点検・

交換、リボン、用紙走行路の清掃を容易にするためなど

に使用します。 

カラムアジャストノブ 水平方向の用紙位置を微調整するために使用します。 

調整範囲は約３ｍｍです。 

カラムスケール  水平方向の印字位置合わせをするときに使用します。 

 

ＦＴレバー 用紙の厚さに応じて印字ヘッドとプラテン間の隙間を 

調整するときに使用します。 

リボンフィードノブ このノブを時計方向に回すことによりリボンを手動で 

走行させることができます。 

ペーパプレスホルダ リボンカセットの交換するときに開閉します。 

 

ＴＯＦ：「Ｔｏｐ ｏｆ Ｆｏｒｍ」の略で連続帳票用紙の第１行目のことです。 
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 プリンタを設置する 

プリンタが届いたら、箱から出して輸送用梱包材を取り外し、フェンスおよび 

カールコレクタを取り付けてパソコンや電源と接続します。 

設置手順 

プリンタは下記の手順を確認しながら設置してください。 

1  カバー、保護シートなどを固定している輸送用テープを外す 

2  リアドアを開けて、添付品を取り出す 

3  プリンタを固定する 

4  フェンス、カールコレクタを取り付ける 

5  フィルタキットを取り付ける 

6  パソコンと接続する 

7  電源コードを接続する 

8  リボンを取り付ける 

9  必要に応じて、オプションを取り付ける 

10  プリンタドライバをインストールする 
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輸送用テープの取り外し 

輸送中の振動などからプリンタを保護するため、輸送用テープが取り付けられています。 

プリンタを使用する前に、必ず取り外してください。 

 

 

      取り外した輸送用固定材は、箱と一緒に保管しておき、再びプリンタを輸送する 
      場合や保管する場合に使用してください。 
 

 

 

 

      ポリ袋をかぶったりすると窒息するおそれがあります。特に小さなお子様のいる 

      所では、取り出したらすぐにお子様の手の届かない所へかたづけてください。 

 

1 カバー、保護シートなどを固定している輸送用テープを外す 
フロントドア、トップカバー、リアドアなどを固定している輸送用テープとトップカバーの 
保護シートを取り外します。 

 

2 トップカバーを開け、輸送用テープを取り外す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

輸送用テープ 輸送用テープ 

トップカバー 

！ ！   警告 

輸送用テープ 
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添付品の取り出し 

リアドアを開け、輸送用テープをはがして添付品を取り出します。 

「第１章 製品の内容」に記載されている構成品が、全てそろっていることを確認して 

ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添付品 

輸送用テープ 
リボンカセット 

リアドア 
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プリンタの固定 

スパナまたはモンキーレンチを用いてアジャスタ２本を均等に下げ、キャスタが床面より 

１～２ｍｍ離れるように固定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・アジャスタ設置後、プリンタ本体が水平になっていることを確認してください。 
・アジャスタが２本とも床に接触していることを確認してください。 

 
 

 

プリンタを 
下げる 

プリンタを 
上げる キャスタ（4 ヶ所） 

キャスタ 

アジャスタ 

床面 

1
～

2
m

m
 

アジャスタ(2ヶ所) 
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カールコレクタとフェンスの取り付け 

カールコレクタを取り付け、フェンスを使用する用紙の頁長にあわせて、ラックにセットしてくだ

さい。 

 
 
使用する用紙の長さに応じてフェンス 
を指定の位置に取り付けてください。 

用紙長 フェンス カールコレクタ 
8 インチ以下 8 

9 以下 
9 インチ 9 

10 インチ 10 

10～12 11 インチ 11 

12 インチ 12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・用紙の折りたたみをスムーズに行い用紙ジャムを 

 防止するため、用紙の先頭頁を右図のようにセット 

 してください。 

 

・カ－ルコレクタ上に堆積した用紙が折り目部で 

 カールしているときは、右図のように手で押しつけて 

 平らにしてください。 

 500 ページごとに 1 回押しつけることをお勧めします。 

・用紙はジョブごとにカールコレクタから取り去り、積み 

 過ぎないようにしてください 

 

 

(折り目が谷) (折り目が山) 

前       後 前       後 

サイドドア 
カールコレクタ 

 

フェンス 



KD55AH 取扱説明書 

 

1-14 

フィルタキットの取り付け 

フィルタキットは RH サイド側スタンド底部にある本体通気孔に、下図に示すようにフィルタ 

ケースのツバ部をスタンド段差に突き当ててマグネットキャッチ×2 コにて取り付ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

マグネット 
キャッチ 

フィルタケース 

フィルター 

フィルタキット 

フィルタキットの構成 

突き当て取り付け スタンド段差 

フィルタケースのツバ部 フィルタキット 

フィルタキット 

ＲＨサイド側 

通気孔（吸気口） 
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パソコンとの接続 

このプリンタは、IEEE1284 準拠のパラレルインタフェースを備えています。 
本プリンタにはプリンタケーブルは含まれていません。プリンタケーブルは、 

別途ご用意してください。 

 

 

 

      プリンタケーブルを抜き差しするときは、必ずパソコンと本プリンタの電源を切り、 

      電源プラグをコンセントから抜いたあとに行ってください。 

      感電の原因となります。 

 

 

 

 

      プリンタケーブルの接続は間違いがないようにしてください。 
      誤った接続状態で使用すると、プリンタ本体およびパソコン本体が故障する原因 
      となることがあります。 

！ ！   警告 

！ ！   警告 
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パソコンとの接続は、次の手順で行います。 

1 プリンタとパソコンの電源を切る 

プリンタの電源スイッチが 「○」側に倒れていることを確認します。 

2 プリンタケーブルを引き込む 

リアドアを開けて、ペーパスタッカ部 右奥の底フタを外し、プリンタケーブルを 

引き込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ペーパスタッカ部 

リアドア 
右側の底フタ 

底ふたを外す時 

ケーブル 

②奥を支点にして外す。 

①ペン先で押す 

底ふたを取付ける時 
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3 プリンタケーブルを固定する 

プリンタケーブルをインタフェースコネクタに接続して、左右のロックピンで固定してくだ

さい。 

プリンタケーブルをクランプで固定して下さい。 

 

 

 

4 プリンタケーブルのもう一方のコネクタをパソコンに接続する 

接続の方法は、お使いになるパソコンのマニュアルをご覧ください。 

プリンタケーブルは、純正品を使用してください。 

 

クランプ 

プリンタケーブル 

ロックピン 

インタフェースコネクタ 
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電源コードの接続 

 

 

      ・表示された電源電圧以外のコンセントは使用しないでください。また、タコ足 
       配線をしないでください。火災・感電のおそれがあります。 
      ・必ずアース付きのコンセントを使用してください。 
       アース接続を行わないで、万一漏電した場合、火災・感電の恐れがあります。 
       なお、アース接続出来ない場合は、販売会社または保守会社にご相談ください。 
      ・上位装置または他の機器のサービスコンセントは使用しないでください。装置の 
       故障や火災の原因となります。 
      ・電源プラグは、根元まで確実に差し込んでください。 
      ・電源コードは、必ず付属のものを使用してください。 

 

 

電源コードの接続は、次の手順で行います。 

1 プリンタとパソコンの電源を切る 

電源スイッチが 「○」側に倒れていることを確認します。 
 

2 電源コードを引き込む 

リアドアを開けて、ペーパスタッカ部 左奥の底フタを外し、プリンタ底面から 

電源コードを引き込みます。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

！ ！   警告 

ペーパスタッカ部 

リアドア 

左側の底フタ 
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3 電源コードを接続する 

電源コードをプリンタの電源コネクタに差し込み、クランプで固定します。 

              
 

 
 
 
 

電源コードはたるみを残さないようにクランプで固定してください。 
スタッカ内に電源コードのたるみがあると、用紙が引っかかり、スタッカジャムの 
原因になることがあります。 

 

4 電源コードのもう一方のプラグをコンセントに接続する 

 

 

クランプ 

電源コード 

差し込む 

電源コネクタ 
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 電源の投入と切断 

プリンタの電源の入れかたと切りかたについて説明します。 

 

 

      購入後初めてプリンタに電源を入れるときは、次の点を確認してください。 

      ・輸送用テープが取り外してあること 

      ・電源コンセントの電源電圧が 100V、15A周波数が 50 または 60Hzであること 

 

 

 

 

      ・電源の切断は、緊急の場合を除いて必ず電源スイッチで行ってください。 
       電源プラグを電源コンセントから抜いて電源を切ると、プリンタ内の回路 
       を傷めたり、印字データを壊したりする場合があります。 
      ・印字ハンマが動いているときは、電源を切らないでください。 
      ・電源を切ったあと、再び電源を入れる場合は５秒以上待ってください。 
       ５秒以内に電源を入れると、電源を入れることができない場合があります。 
       電源が入らなくなった場合は、一度切ったあと、３０秒以上たってから入れ 
       なおしてください。 

 

！ ！   注意 

！ ！   警告 
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電源を投入する 

 

 
 

 

 

 

 

 
プリンタの前面にある電源スイッチをオンにしてください。 

（「｜」側に倒します。） 

操作パネルの電源ランプが点灯し、メッセージ表示部に 

“ジコシンダンチュウ”と表示します。 

自己診断が終了し、プリンタが使用できる状態になります。 

 

電源が入らない場合、または操作パネルの表示部にエラーメッセージが表示された場

合は、「第 6 章 保守と点検」 を参照してください。 

 

 
 

印字モード 

 

高濃度 

高速 

高品位 

通常 

リセット 
先頭行／ 

選択 

電源 

エラー 

データ 

メッセージ表示部 

実行 メニュー ▼後退 ホールド 改行 

▲前進 改頁 準備完 

ステータス 

書式 

選択 
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電源を切断する 

印字が終了していることを確認してください。 

プリンタの前面にある電源スイッチをオフにして 

ください。（「○」側に倒します。） 

操作パネルの電源ランプが消灯します。 

 

 

 

      プリンタの印刷動作中に電源をオフしないでください。 

      また、電源オフ後に電源をオンにする場合は、5秒以上経ってからにしてください。 

 

電源オフ直後、操作パネルのメッセージ表示部に一瞬“POWER ALARM”等のエラーメッセー

ジが表示される場合がありますが、機器には異常ありません。 

 
 
 

省電力モード 

１０分間印刷が行われないとプリンタは省電力モードに移行します。メッセージ表示部に“パワ

ーセーブチュウ”のメッセージが表示されます。印字データを受信するとこの状態は解除され

ます。 

 

注意 
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 リボンの取り付け 

本プリンタには、リボンのつなぎ目を避けて印刷するジョイントスキップ機能があります。 
ジョイントスキップ機能とは、ジョイントスキップ対応リボンを使用して、リボンのつなぎ目を印字

ヘッド上をスキップさせ、リボンつなぎ目での印刷を避けることで、リボン擦れによる汚れ、リボ

ンのほつれを低減する機能です。 
リボンのつなぎ目が印字ヘッドを通過する間の数秒間はスキップのため印字が停止します。 
 
 
 
 
 

・本プリンタに添付されているリボンはジョイントスキップ対応リボンです。 

 本プリンタで使用できるリボンについては「第６章 リボンの交換」を参照して 

 ください。 

・ジョイントスキップ機能を使用する場合は、（工場出荷時は有効に設定されてい 

ます）ジョイントスキップ対応リボンを使用してください。ジョイントスキップ 

 非対応のリボンを使用する場合は保守員に連絡してください。 

・ジョイントスキップ非対応のリボンを使用すると、しばらくすると「ﾘﾎﾞﾝｽｷｯﾌﾟﾃﾞ 

ｷﾏｾﾝ」とメッセージが表示されます。（本メッセージは障害ではありません。 

メッセージが表示されたままでもプリンタはご使用になれます）ジョイントスキ 

ップ非対応のリボンをお使い頂く場合や、メッセージを消去する場合は保守員に 

連絡してください。 

・「ﾘﾎﾞﾝｽｷｯﾌﾟﾃﾞｷﾏｾﾝ」のメッセージを表示中、ジョイントスキップ対応リボンに 

 交換した場合、操作パネルの「実行」「選択」「準備完」のスイッチを同時に押 

 して、メッセージを消去してください。 

 
リボンの取り付けは、次の手順で行います。 
1 リボンカセットを準備する 

リボンカセットを箱から取り出し、次の手順で、リボンカセットをプリンタにセットするため

の準備を行います。 

①リボンカセットカバーを開け、②紙ケースを取り出します。 

 

 

 

①リボンカセットカバー 

②紙ケース 

紙ケースは必ず取り外してください。リボンジャムの原因となります。 
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③左右のガイドアームを矢印方向に開き、④フックにきちんとリボンが通っていることを 

確認します。 

 

 

⑤ローラークローズボタンを矢印方向に押して、ローラーを閉じ、▼マークまで⑥メビウスを 

移動させます。⑦リボンフィードノブを時計回りに回転させ、リボンのたるみを取ります。 

リボンカセットカバーを閉じて、プリンタにリボンカセットをセットする準備は終了です。 

 

 

 

 

 

 

2 プリンタの電源を切る 

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

③ガイドアーム 

⑦リボンフィードノブ 

⑥メビウス 

④フック 

⑤ローラークローズボタン 

▼マーク 

④フック 

新品リボンをセットしたときのメビウスの位置はリボンカセットの右側となりますが、メビウスは

印字動作に伴ってリボンが周回されることで徐々に左側へ移動し、やがて自動的に左側まで

完全に移動します。 
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3 トップカバーを開けて、PF オープンレバーを解除する 

トップカバーを開けて、ＰＦオープンレバーを一番奥の位置まで押して、紙送り部を 

開いてください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

4 ペーパプレスホルダを開く 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 リボンのたるみを取る 

リボンフィードノブを時計回りに回し、リボンのたるみを取ります。 

 

トップカバー 

ＰＦオープンレバー 

ペーパプレスホルダ 
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6 リボンカセットをセットする 

リボンをリボンセパレータとハンマの間に挿入し、リボンカセットをプリンタにセットした後、

リボンカセットをカチッとロックするまで手前に引きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

     リボンセパレータのエッジは鋭利になっていますので、触れないでください。 
     けがをするおそれがあります。 

 

7 ペーパプレスホルダを閉じ、ＰＦオープンレバーを手前に引く 

ペーパプレスホルダを閉じて、ＰＦオープンレバーを手前に引き、プラテンを閉じて 
ください。 

 

 

 

 

 

 

 

  ＰＦオープンレバーはゆっくり閉じてください。勢いよく閉じると印刷面にリボン汚れ 

  が付く場合があります。 

 

リボン 

ハンマ 

 

リボンセパレータ 

！ ！   注意 
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8 トップカバーを閉じる 

トップカバーを閉じて、リボンカセットの取り付けは完了です。 

 

 

 

 

      リボンを取り付けるとき、ねじれたりしないように注意してください。 

注意 
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 オプションの取り付け 

オプションのＬＡＮアダプタは次の手順を確認しながら取り付けてください。 

ＬＡＮアダプタを取り付けたあと、テスト印字を行います。用紙のセット方法は、「第４章  

印字用紙のセット」を参照し、添付品のテスト用紙をプリンタにセットしてください。 

 

 

      ・弊社指定のＬＡＮアダプタ以外を使用しないでください。 
      ・ケーブル類はしっかり差し込んでください。 
       誤動作や故障の原因になることがあります。 

 

留意事項 

・ネットワークケーブルはしっかり差し込んでください。 

・ＬＡＮアダプタ使用時は、「付録」を参照し、設定項目を確認してください。 

工場出荷時から、設定を変更していない場合は、そのまま使用することができます。 

 

 

1 ＩＦカバーを外し、接続するコネクタを確認する 

2 ＤＣケーブルを引き出してＩＦカバーを取り付ける 

3 ＬＡＮアダプタをプリンタに取り付ける 

4 ネットワークケーブルをプリンタに接続する 

5 ＬＡＮアダプタからテスト印字を行う  

注意 
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ＩＦカバーを取り外し、コネクタを確認する 

1 プリンタの電源を切る 

   電源スイッチが（｢○｣側）に倒されていることを確認します。 

2 電源コードをコンセントから抜く 

3 用紙を取り出す 

   リアドアを開けてください。中に用紙が入っている場合は、用紙を取り出し用紙収納部 

   を空にしてください。 
4 ＩＦカバーのネジ２本 ( プリンタ内側の上 )を外す   

   ＩＦカバーを押さえながら、ネジ（２カ所）を外してください。 
 

 

 

 

      必ずＩＦカバーを押さえながら作業してください。 
      ＩＦカバーは、プリンタ本体に固定されていないため、勢いよく開けるとカバー 
      が外れ、けがをする場合があります。 

 

 

リアドア ネジ 

ＩＦカバー 

！ ！   注意 
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5 ＩＦカバーを外す 
   ＩＦカバーをゆっくりと開き、上方向に持ち上げて外します。 

 

 

6 ＬＡＮアダプタに接続するケーブルを確認する 

   ＤＣケーブルを確認します。（内蔵のネットワークケーブルは未使用） 

 

DC ケーブル 

ネットワークケーブル 
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7 ネットワークケーブルを引き込む 

   ペーパスタッカ部 右奥の底フタを外し、ネットワークケーブルを引き込みます。 

   ネットワークケーブルは、用紙走行経路にかからないように、しっかりとクランプに 

固定してください。 
 

 

 

 

 

 

ネットワークケーブルはたるみを残さないようにクランプで固定してください。 

スタッカ内にネットワークケーブルのたるみがあると、用紙が引っかかり、 

スタッカジャムの原因になることがあります。 

 

 

底ふたを外す時 

①ペン先で押す 

底ふたを取付ける時 

②奥を支点にして外す。 

ケーブル 

クランプ 

ネットワークケーブル 
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ＬＡＮアダプタを取り付ける 

ご使用になるＬＡＮアダプタの形名を確認し、手順に従って取り付け作業を行って 

ください。 

1 ＤＣケーブルを引き出す 
プリンタ側のＤＣケーブルの包装材を外し、ＩＦカバーの右側から外に引きだせるように 

移動します。 

 

 

DC ケーブルをプリンタの右側に移動 
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2  ＩＦカバーを閉じる 

プリンタ側のＤＣケーブルがＩＦカバーの右側から出るように、ゆっくりとＩＦカバーを閉じ、

ネジ（２カ所）で固定します。ＩＦカバーにＤＣケーブルを挟まないよう注意してください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

      ＩＦカバーにＤＣケーブルを挟まないように注意してください。 

 

 

ネジ 

ＩＦカバー 

 

注意 

この隙間から 

ＤＣケーブルを出す 

ＤＣケーブル 
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3 ＬＡＮアダプタを接続する 

プリンタのインタフェースコネクタにＬＡＮアダプタを差し込み、左右のロックピンで固定し

ます。 

 

4 ＬＡＮアダプタにケーブルを接続する 

   ＬＡＮ アダプタに、ネットワークケーブルとＤＣケーブルを接続します。 

ケーブルの余長を調整し、クランプで固定してください。  

 

 

 

5 リアドアを閉める 

 

6 プリンタの電源を入れる 
 

設定モードの設定を下記の通り設定してご使用ください。 

（「第３章 設定モード」を参照） 

・「ＴＯＦ位置でのＦＦ」－「ムコウ」 

・「接続形態」－「ＬＡＮ接続」 

 

ネットワークケーブル 

ＤＣケーブル 

ロックピン 

 

インターフェースコネクタ 

ＤＣケーブル 

ネットワークケーブル 
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ＬＡＮアダプタからテスト印字を行う 

ＬＡＮアダプタの取扱説明書を参照して、ＬＡＮアダプタのテスト印字（自己診断結果）を 

印字します。 

 

1 プリンタに電源コードを接続してプリンタの電源を入れる 

2 ＬＡＮアダプタの取扱説明書を参照し、テスト印字を行う 

ＬＡＮアダプタの電源が入ったままプッシュスイッチを 5 秒以上押し続け、プッシュスイッ

チを離すとテスト印字（自己診断・設定情報印刷）を開始します。 

詳細は、ＬＡＮアダプタ付属の CD-ROM にある取扱説明書を参照してください。 

 

3 テスト印字終了後、プリンタの電源を切る 

 

4 プリンタの電源コードを外す 
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 オプションの取り外し 

ＬＡＮアダプタの取り外し 

1 プリンタの電源を切る 

   電源スイッチが（｢○｣側）に倒されていることを確認します。 

2 電源コードをコンセントから抜く 

3 用紙を取り出す 

   リアドアを開けてください。中に用紙が入っている場合は、用紙を取り出し用紙収納部 

   を空にしてください。 

4 ＬＡＮアダプタを外す 

ケーブルクランプを外し、ＬＡＮアダプタに接続されている、ネットワークケーブルと 

ＤＣケーブルを外した後、左右のロックピンを解除し、LAN アダプタを取り外します。 

 

5 ＩＦカバーのネジ２本 ( プリンタ内側の上 )を外す   

   ＩＦカバーを押さえながら、ネジ（２カ所）を外してください。 

 
 

リアドア 

ネジ 

ＩＦカバー 
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      必ずＩＦカバーを押さえながら作業してください。 
      ＩＦカバーは、プリンタ本体に固定されていないため、勢いよく開けるとカバー 
      が外れ、けがをする場合があります。 
 

6 ＩＦカバーを外す 
   ＩＦカバーをゆっくりと開き、上方向に持ち上げて外します。 

 

 

7 DC ケーブルをプリンタに収納する 

プリンタ側のＤＣケーブルをＩＦカバー内に収納してください。 

 

！ ！   注意 

ＤＣケーブル 
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8 ＩＦカバーを取り付ける 

   ゆっくりとＩＦカバーを閉じ、ネジ（２カ所）で固定します。

 

 ＩＦカバーにインタフェースケーブルやＤＣケーブルを挟まないように注意して

 ください。

9 リアドアを閉める 

10 プリンタの電源を入れる

    プリンタの電源コードをコンセントへ差し込み、電源スイッチをオンにしてください。 

    （「｜」側に倒します。） 

注意

ネジ

ＩＦカバー



第 2 章 
プリンタドライバ 

 
この章では、プリンタドライバの概要、インストールの方法、および 

設定について説明します。 

 

 
 プリンタドライバの概要 ..................................................................................................................................... 2-2 

表記について .......................................................................................................... 2-2 
プリンタドライバの動作環境 ..................................................................................... 2-2 

プリンタドライバのインストール ....................................................................................................................... 2-3 

プリンタドライバの設定 ....................................................................................................................................... 2-5 

Windows 10／Windows 11 
Windows Server 2012／Windows Server 2012 R2／Windows Server 2016／ 
Windows Server 2019／Windows Server 2022の設定画面 .................................. 2-5 

印刷設定可能範囲について........................................................................................................................... 2-16 

用紙サイズ ........................................................................................................... 2-16 
印刷設定可能範囲 ................................................................................................ 2-18 

用紙の印刷方向 .................................................................................................................................................. 2-20 
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  プリンタドライバの概要 

プリンタに添付されているプリンタドライバの基本的なことがらについて説明します。 

表記について 

・ Microsoft®WindowsＳｅｒｖｅｒ®2012 Operating System 日本語版 
・ Microsoft®WindowsＳｅｒｖｅｒ®2012 R2 Operating System 日本語版 
・ Microsoft®Windows®10 Operating System 日本語版 
・ Microsoft®WindowsＳｅｒｖｅｒ®2016 Operating System 日本語版 
・ Microsoft®WindowsＳｅｒｖｅｒ®2019 Operating System 日本語版 
・ Microsoft®WindowsＳｅｒｖｅｒ®2022 Operating System 日本語版 
・ Microsoft®Windows®11 Operating System 日本語版 
 
  本書中では、上記オペレーティングシステムをそれぞれ 
  Windows Server 2012、Windows Server 2012 R2、Windows10 

Windows Server 2016、Windows Server 2019、Windows Server 2022、Windows11 と表記しています。 

プリンタドライバの動作環境 

対象機種 O S 

DOS/V 互換機 

 

Windows Server 2012（64bit 日本語版） 

Windows Server 2012 R2（64bit 日本語版） 

Windows 10（32bit 日本語版） 

Windows 10（64bit 日本語版） 

Windows 11（64bit 日本語版） 

Windows Server 2016（64bit 日本語版） 

Windows Server 2019（64bit 日本語版） 

Windows Server 2022（64bit 日本語版） 
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 プリンタドライバのインストール 

プリンタドライバのインストール方法について説明します。 

また、リコーインダストリーホームページにて最新プリンタドライバのダウンロードサービ

スを行っていますので、ご利用ください。 

URL : http://www.industry.ricoh.co.jp/ 
 

１．「プリンターの追加」でのインストール方法について 

本プリンタドライバを他のプリンタ(KD55AH 以外や他社プリンタ)では使用しないで 

ください。 

ここでは、｢プリンターの追加ウィザード｣を使ったプリンタドライバのセットアップ方法に 

ついて説明します。 

ご使用のパソコンにインストールされている Windows の Edition やバージョンによっては、 

インストール手順や表示内容が異なる場合があります。そのときは、表示内容に従って 

インストールしてください。 

セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限をもったアカウントでログオンして 

ください。 

セットアップを行う際に、[ユーザーアカウント制御]ダイアログに｢次のプログラムにこの 

コンピューターへの変更を許可しますか？｣と表示されたときは、[はい]を選択して 

ください。 

異なる版数のプリンタドライバがセットアップされている場合は、削除してからセットアップ 

してください。 

本書では、マウス操作による手順を記載しています。 

タッチ操作のときは、「クリック」を「タップ」などと置き換えて読んでください。 

 

(1)  Windows を起動して下さい。 

(2)  「コントロールパネル」から「デバイスとプリンター」を開きます。 

(3)  「デバイスとプリンター」内の「プリンターの追加」をクリックします。 

(4)  「デバイスを追加します」ウインドウにおいて「プリンターが一覧にない場合」をクリック 

します。 

(5)  ｢その他のオプションでプリンターを検索｣画面が表示されますので、「ローカルプリンタ 

ーまたはネットワークプリンターを手動設定で追加する」を選択して「次へ」ボタンをクリッ 

クします。 

(6)  プリンタを接続するポートを選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

(7)  ｢プリンタードライバーのインストール｣画面が表示されますので、｢ディスク使用｣を 

クリックします。 

(8)  「フロッピーディスクからのインストール」ウィンドウにおいて「製造ファイルのコピー元：」 

   の入力ボックスにドライバのファイルが存在するパスを入力して、「ＯＫ」ボタンをクリック 

します。 

(9)  リストボックス内にモデル名が表示されます。 

「KD SERIES KD55AH」を選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

(10) 「プリンターの追加」ウインドウにおいて、プリンタ名の入力ボックスに、適当なプリンタ名 

   を入力し、通常使うプリンタとする場合には、「次へ」ボタンをクリックして下さい。 
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(11) Windows セキュリティウィンドウで「このデバイスをインストールしますか？」が表示された 

場合は、「インストール」ボタンをクリックしてください。 

(12) 「プリンター共有」ウインドウにおいて、共有の選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

(13) 「プリンタ」ウインドウにおいて、テストページを印刷する場合には「テストページの印刷」 

   をクリックして「完了」をクリックします。  

 

   これで、KD55AH プリンタドライバのインストールは完了しました。 



第 2 章  プリンタドライバ 

 

2-5 

  プリンタドライバの設定 

 

 

ここでは、プリンタドライバの設定画面について説明します。 

 

Windows10／Windows11 
Windows Server 2012／Windows Server 2012 R2／ 
Windows Server 2016／Windows Server 2019 
Windows Server 2022 
の設定画面 

 

プリンタドライバの設定は、「印刷」、「印刷設定」、「プリンタのプロパティ」ダイアログボックスで

行います。 

各ダイアログボックスで、設定できる項目が変わりますので、ご注意ください。 

プリンターのプロパティの表示方法は Windows によって異なりますので各 Windows の操作に

従ってください。 

 
 

                 ・・ ガイド ・・ 
・アプリケーションによっては、データ保存時に印刷に関する設定（プリンタドライバの 

設定を含む）を保存します。このため、アプリケーション側から変更するまで、 

保存してある設定値で印刷されることがあります。また、アプリケーション側で用紙 

サイズなどを設定できるものもあります。 

・新しい用紙を作成する場合は、「デバイスとプリンター」の「プリントサーバーの 
プロパティ」の「用紙」タブで作成してください。 
用紙幅は、プリンタにセット可能な範囲内で設定してください。 

 画面はＷｉｎｄｏｗｓ10 を例に説明しています。 
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アプリケーションからの設定画面（印刷） 

 
各アプリケーションでのプリンタの設定項目から表示するプリンタのプロパティです。 

印刷時に用紙サイズや解像度などの印刷に関する設定が行えます。 

 
【設定画面の表示と設定の変更】 

 
プリンタ設定のプロパティを表示する方法は、アプリケーションごとに異なります。 

ここでは、ワードパットを例に説明します。 

1 ワードパットの〔ファイル〕メニューから、〔印刷〕を選択する 

2 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 

〔ＯＫ〕をクリックすると、 
変更した設定を保存してプロパティを終了します。 
〔キャンセル〕をクリックすると、 
変更した設定を保存しないでプロパティを終了します。 
〔印刷〕をクリックすると変更した設定で印刷が開始されます。 
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〔スタート〕からの設定画面（印刷設定） 

 
用紙サイズや解像度などの印刷に関する既定値を設定します。 

アプリケーションで用紙やプリンタの設定を行わない場合は、この設定値で印刷します。 

 

【設定画面の表示と設定の変更】 
 

1 〔スタート〕から、〔設定〕〔デバイス〕の順にクリックし、〔関連設定〕の〔デバイスとスキャ 

ナー〕から〔デバイスとプリンター〕をクリックする 

2 該当するプリンタのアイコンを右クリックし、メニューから〔印刷設定〕を選択する 
3 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 

〔ＯＫ〕をクリックすると、 
変更した設定を保存してプロパティを終了します。 
〔キャンセル〕をクリックすると、 
変更した設定を保存しないでプロパティを終了します。 
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プリンタのプロパティ 

 
プリンタドライバやポートの選択などが行えます。 

 
【設定画面の表示と設定の変更】 

 

1 〔スタート〕から、〔設定〕〔デバイス〕の順にクリックし、〔関連設定〕の〔デバイスとスキャ 

ナー〕から〔デバイスとプリンター〕をクリックする 

2 該当するプリンタのアイコンを右クリックし、メニューから〔プリンターのプロパティ〕を 
選択する 

3 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 
〔OK〕をクリックすると、 
変更した設定を保存してプロパティを終了します。 

〔キャンセル〕をクリックすると、 

変更した設定を保存しないでプロパティを終了します。 

〔適用〕をクリックすると、 

変更した設定を保存します。このときプロパティは開いたままです。 
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ダイアログ一覧 

（注 1）のダイアログは「印刷」、「印刷設定」ダイアログボックスで表示されます。 

（注 2）のダイアログは「プリンタのプロパティ」ダイアログボックスでのみ表示 

されます。 

 

〔レイアウト〕 （注 1） 

 
印刷の向き、ページ順序、シートごとの印刷ページなど、レイアウトに関する設定など

を行います。 

 
設定項目 内 容 

印刷の向き 印刷の向きを指定します。 

ページの順序 印刷するページの順序を指定します。 

シートごとのページ 1 枚の用紙に何ページ分印刷するのかを指定します。 
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〔用紙/品質〕 （注 1） 

 
給紙方法の設定を行います。 

 
設定項目 内 容 

給紙方法 用紙の給紙方法を選択します。 
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〔詳細〕 （注 1） 

 
次の項目の設定が行えます。 

 
設定項目 設定内容 備 考 

用紙/出力 用紙サイズ 用紙サイズを選択します。 

 部数 印刷部数を設定します。 

グラフィックス 印刷品質 解像度を設定します。 

ドキュメントの 

オプション 

詳細な印刷機能 印刷機能の設定を有効にするかしないかを

設定します。 

有効 : 〔ページの順序〕〔シートごとのペー

ジ〕および〔部数〕の設定が有効に

なります。 

無効 : 〔ページの順序〕〔シートごとのペー

ジ〕および〔部数〕の設定が無効（初

期値）になります。 

 ハーフトーン ハーフトーンの種類を設定します。 

 印刷の最適化 印刷の最適化を有効にするかしないかを設

定します。 
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〔全般〕 （注 2） 

 
プリンタの場所の入力、コメントの入力、機能一覧の表示、印刷設定、テストページの
印刷を行います。 

 
〔共有〕 （注 2） 

 
プリンタの共有に関する設定や追加ドライバのインストールを行います。 

 
・サーバー側が 64bit 、クライアント側が 32bit など、ＯＳの bit 数が 

異なる場合でプリンタの共有をする場合は、サーバー、クライアント 

のそれぞれにプリンタドライバをインストールする必要があります。 

 



第 2 章  プリンタドライバ 

 

2-13 

〔ポート〕 （注 2） 

 
印刷先のポートに関する設定を行います。 

 
〔詳細設定〕 （注 2） 

 
プリンタの利用可能時間、優先順位、プリントプロセッサ、区切りページを設定します。 
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〔色の管理〕 （注 2） 

 
プリンタの色の管理に関する設定を行います。 

 
〔セキュリティ〕 （注 2） 

 
プリンタのセキュリティ管理に関する設定を行います。 
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〔デバイスの設定〕 （注 2） 

 
給紙方法と用紙の割り当ての設定を行います。 

 

設定項目 内 容 
給紙方法と 
用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
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  印刷設定可能範囲について 

このプリンタドライバで使用できる用紙サイズおよび印刷設定可能範囲は、次のように

なっています。 

用紙サイズ 

・・ ガイド ・・ 

下表がプリンタドライバで表示される用紙サイズです。表示されない用紙サイズは、 

「デバイスとプリンター」の「プリントサーバプロパティ」「用紙」タブで作成してください。 

 

 

 

単位：mm 

用紙 
縦（ポートレート） 横（ランドスケープ） 

用紙幅 用紙長 用紙幅 用紙長 

9 x 11 ｲﾝﾁ 228.60  279.40  ―― ―― 

10 x 11 ｲﾝﾁ 254.00  279.40  ―― ―― 

10 x 14 ｲﾝﾁ 254.00  355.60  ―― ―― 

12 x 11 ｲﾝﾁ 304.80  279.40  ―― ―― 

15 x 3 ｲﾝﾁ 381.00  76.20  ―― ―― 

15 x 4 ｲﾝﾁ 381.00  101.60  ―― ―― 

15 x 4.5 ｲﾝﾁ 381.00  114.30  ―― ―― 

15 x 4 2/3 ｲﾝﾁ 381.00  118.53  ―― ―― 

15 x 5 ｲﾝﾁ 381.00  127.00  ―― ―― 

15 x 5.5 ｲﾝﾁ 381.00  139.70  ―― ―― 

15 x 5 2/3 ｲﾝﾁ 381.00  143.93  ―― ―― 

15 x 6 ｲﾝﾁ 381.00  152.40  ―― ―― 

15 x 6.5 ｲﾝﾁ 381.00  165.10  ―― ―― 

15 x 6 2/3 ｲﾝﾁ 381.00  169.33  ―― ―― 

15 x 7 ｲﾝﾁ 381.00  177.80  ―― ―― 

15 x 7.5 ｲﾝﾁ 381.00  190.50  ―― ―― 

15 x 8 ｲﾝﾁ 381.00  203.20  ―― ―― 

15 x 8.5 ｲﾝﾁ 381.00  215.90  ―― ―― 

15 x 9 ｲﾝﾁ 381.00  228.60  ―― ―― 

15 x 9.5 ｲﾝﾁ 381.00  241.30  ―― ―― 

15 x 10 ｲﾝﾁ 381.00  254.00  ―― ―― 
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用紙 
縦（ポートレート） 横（ランドスケープ） 

用紙幅 用紙長 用紙幅 用紙長 

15 x 10.5 ｲﾝﾁ 381.00  266.70  ―― ―― 

15 x 10 ｲﾝﾁ(3 等分) 381.00  84.67  ―― ―― 

15 x 10 ｲﾝﾁ(4 等分) 381.00  63.50  ―― ―― 

15 x 11 ｲﾝﾁ 381.00  279.40  ―― ―― 

15 x 11.5 ｲﾝﾁ 381.00  292.10  ―― ―― 

15 x 11 ｲﾝﾁ(3 等分) 381.00  93.13  ―― ―― 

15 x 11 ｲﾝﾁ(4 等分) 381.00  69.85  ―― ―― 

15 x 11 ｲﾝﾁ(5 等分) 381.00  55.88  ―― ―― 

15 x 11 ｲﾝﾁ(6 等分) 381.00  46.57  ―― ―― 

15 x 12 ｲﾝﾁ 381.00  304.80  ―― ―― 

15 x 12.5 ｲﾝﾁ 381.00  317.50  ―― ―― 

15 x 12 ｲﾝﾁ(4 等分) 381.00  76.20  ―― ―― 

15 x 13 ｲﾝﾁ 381.00  330.20  ―― ―― 

15 x 13.5 ｲﾝﾁ 381.00  342.90  ―― ―― 

15 x 13 ｲﾝﾁ(4 等分) 381.00  82.55  ―― ―― 

15 x 14 ｲﾝﾁ 381.00  355.60  ―― ―― 

A4 210.00 297.00 ―― ―― 

ユーザ定義サイズ   ―― ―― 

 
 

 ・・ ガイド ・・ 
ユーザ定義サイズは、プリンタにセット可能な最大用紙幅まで指定できますが、本取扱

説明書の用紙規格を参照して、印刷可能範囲内で使用してください。 
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印刷設定可能範囲 

単位：mm 

用紙 
余白 

左端 右端 

9 x 11 ｲﾝﾁ 0 0 

10 x 11 ｲﾝﾁ 0 0 

10 x 14 ｲﾝﾁ 0 0 

12 x 11 ｲﾝﾁ 0 0 

15 x 3 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 4 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 4.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 4 2/3 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 5.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 5 2/3 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 6 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 6.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 6 2/3 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 7 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 7.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 8 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 8.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 9 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 9.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 10 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 10.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 10 ｲﾝﾁ(3 等分) 0 35.56 

15 x 10 ｲﾝﾁ(4 等分) 0 35.56 

15 x 11 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 11.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 11 ｲﾝﾁ(3 等分) 0 35.56 

15 x 11 ｲﾝﾁ(4 等分) 0 35.56 

15 x 11 ｲﾝﾁ(5 等分) 0 35.56 

15 x 11 ｲﾝﾁ(6 等分) 0 35.56 

15 x 12 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 12.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 12 ｲﾝﾁ(4 等分) 0 35.56 

15 x 13 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 13.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 13 ｲﾝﾁ(4 等分) 0 35.56 

15 x 14 ｲﾝﾁ 0 35.56 

ユーザ定義サイズ 0 35.56 
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 ・・ ガイド ・・ 
・ 連続紙を使用時に、アプリケーションによりヘッダ、フッタの位置がずれる場合がありま

す。この場合、アプリケーションでヘッダ、フッタの位置を調節して印刷してください。 
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  用紙の印刷方向 

印刷方向は、プリンタドライバの設定画面の「印刷の向き」の設定により、次のようにな

ります。 

 
印刷方向：縦 印刷方向：横 

  

 
 
 

 ・・ ガイド ・・ 
アプリケーションにより、Windows 画面への表示方法や印刷方法が異なる場合がありま

す。 
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操作パネルの機能 

操作パネルには、プリンタの状態を示すパネルランプとメッセージ表示部、プリンタの 

機能や状態を切り替える操作スイッチがあります。 

 

 

操作パネル 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

印字モード 

 

高濃度 

高速 

高品位 

通常 

リセット 
先頭行／ 

選択 

電源 

エラー 

データ 

メッセージ表示部 

実行 メニュー ▼後退 ホールド 改行 

▲前進 改頁 準備完 

ステータス 

書式 

選択 
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操作パネルのスイッチとランプ 

パネルランプは、点灯、消灯、点滅でプリンタの状態を表しています。 

また、操作スイッチを押すことで、プリンタの状態や機能が選択できます。 

ランプが示す状態表示と各操作スイッチの機能は次の通りです。 

 
スイッチ/ 

ランプ 
名   称 

使用可能 

状態*1 
機           能 

   電源 電源ランプ（緑） － 電源が入っているとき点灯します。 

   エラー エラーランプ（赤） － プリンタに障害が発生したとき点灯します。 

   データ データランプ（緑） － プリンタ内部に印字データがあるとき点灯しま

す。 

 

 

 

準備完スイッチ 準備完 

（除ホールド） 

準備未完 

準備完と準備未完の切り替えをします。この

スイッチを押すたびに準備完状態と準備未完

状態が交互に切り替わります。 

印字中に用紙切れとなった場合、準備完スイ

ッチを押すとオーバーライド機能（１行分のデ

ータの印字、改行を行う）が働きます。準備未

完・ホールド時、準備完スイッチ押下により準

備完・ホールドへ移行します。準備未完へ移

行する際、外字登録、ダウンロード、文字、頁

長、ＴＯＦ位置、改行量、現在までの改行数を

除き初期化します。 

準備完ランプ（緑） － プリンタが準備完状態（上位装置からの印字

データを印字できる状態）のとき点灯します。

準備未完状態（上位状態からの印字データを

印字できない状態）のときは消灯します。 

 

 
改頁スイッチ 準備完・ホールド 

または 

準備未完 

次のＴＯＦ位置まで用紙を送ります。 

 

 
改行スイッチ 準備完・ホールド 

または 

準備未完 

用紙を 1 行分送ります。押し続けると、１行ず

つ連続して紙送りを行います。 

 

 
前進スイッチ 準備完・ホールド 

または 

準備未完 

用紙を 1／90 インチ（約 0.28mm）上に送りま

す。押し続けると、1／90 インチずつ連続して

紙送りを行います。 
 

 
後退スイッチ 準備完・ホールド 

または 

準備未完 

用紙を 1／90 インチ（約 0.28mm）下に送りま

す。押し続けると、1／90 インチずつ連続して

紙送りを行います。 
*1 スイッチ操作ができる状態を示しています。 
TOF ： 「Top of Form」の略で連続帳票用紙の第１行目ことです。 

準備完 

▲前進 

改頁 

▼後退 

改行 



KD55AH 取扱説明書 

 

3-4 

 

スイッチ/ 

ランプ 
名   称 

使用可能 

状態*1 
機           能 

 

 
 

 

ホールドスイッチ 準備完 印字データがある場合、印字を一時停止 

します。再び押すと印字を再開します。 

ホ ー ル ド ラ ン プ

（緑） 

－ ホールド中に点灯します。 

 

 

 

 

メニュースイッチ 準備未完 メニュー設定モードへ移行します。また、 

メニュー設定やテスト印字動作を終了 

します。 

 先頭行/ 

選択スイッチ 

準備未完 設定モードや設定項目を選択します。 
また、用紙のミシン目をＴＯＦインジケータ 
(右側のトラクタの三角マーク)にあわせて 
から、このスイッチを 1 秒以上押すと用紙がＴ

ＯＦ位置まで後退します。 
 実行スイッチ 準備完・ホールド 

または 

準備未完 

このスイッチを 3秒以上押すとブザーを 0.5秒

鳴動させ、現在の印字ヘッド位置が、ＴＯＦに

設定されます。また、メニュー設定時に設定値

の登録やテスト印字を実行します。 
 書式選択スイッチ 準備未完 登録した書式を選択します。 

 

 

 

 リセットスイッチ 準備未完 

（エラー状態） 

リセット可能エラーを解除します。また、ブザ

ーを停止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印字モードスイッチ 準備未完 印字モードを通常→高品位→高速→通常・高

濃度→高品位・高濃度→高速・高濃度→通常

の順に切り替えます。 

高濃度ランプ（緑） － 高濃度モード時に点灯します。 

高速ランプ（緑） － 高速モード時に点灯します。 

高品位ランプ（緑） － 高品位モード時に点灯します。 

通常ランプ（緑） － 通常モード時に点灯します。 

 

 

 

 

メッセージ表示部 － プリンタの状態を表示します。 

*1 スイッチ操作ができる状態を示しています。 

TOF ： 「Top of Form」の略で連続帳票用紙の第１行目ことです。 

ホールド 

メニュー 

先頭行/ 
選択 

実行 

書式選択 

リセット 

印字モード 

 

高濃度 

高速 

高品位 

通常 
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印字モードの変更方法 

印字モードはコマンドおよび印字モードスイッチと本章でご説明する、設定モードの 

「印字モード」「高速解除内設定」の設定によって変更が可能です。 

印字モード切り替えはコマンドが優先されます。コマンドによる印字モードの切り替えを無効に

するには、設定モードの「印字モード変更契機」を「パネルノミ」に設定してください。「パネルノ

ミ」に設定されている場合は、印字モードスイッチによる変更のみが有効になります。 

1 プリンタをオフライン状態にする 

準備完 スイッチを押し、準備完ランプを消灯させます。 
メニュー設定が工場出荷時の場合は、電源投入時にオフライン状態になります。 

2 印字モードを選択する 

印字モード スイッチを押して、印字モードを選択します。 

印字モードは、操作パネル左側のランプで状態を表しています。 

ランプは、[通 常] [高品位] [高 速] の順で切り替わり、高濃度指定の 

場合は、印字速度のランプと[高濃度]のランプ二つが点灯します。 

                

                 

                 

                 

                 

                 

 

 

 

 

 

3 プリンタを印字可能な状態にする 

準備完  スイッチを押し、準備完ランプが点灯したことを確認してください。 

表示パネルに“プリント デキマス”と表示され、印字可能な状態となります。 

印字モード 

高濃度 

高速 

高品位 

通常 

通 常 

高濃度 

高品位 

高 速 

通常印字モード・高濃度指定

の場合。 
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書式登録の選択方法 

書式登録モードはプリンタに登録した複数の設定値を簡単なボタン操作で切り替えることが 

できます。書式登録モードで設定した内容の切り替えはコマンドが優先されます。 

プリンタドライバを使用しない環境などで、コマンドによる切り替え指示がない場合に有効 

です。 

1 プリンタをオフライン状態にする 

準備完 スイッチを押し、準備完ランプを消灯させます。 
メニュー設定が工場出荷時の場合は、電源投入時にオフライン状態になります。 

2 登録した書式を選択する 

書式選択  スイッチを押すと現在、選択されている書式番号と用紙名称が表示 

されます。 

 前 進 と 後 退  スイッチを使用して、登録した１～１６の書式を選択してください。 

 実 行  スイッチで選択した書式を確定した後、 書式選択 スイッチ押してください。 

自己診断が開始され、選択した書式がプリンタに記憶されます。 

3 プリンタを印字可能な状態にする 

準備完  スイッチを押し、準備完ランプが点灯したことを確認してください。 

表示パネルに“プリント デキマス”と表示され、印字可能な状態となります。 

 

 
書式登録モード使用せず、プリンタの各設定で使用させる場合は、書式選択「０」を 

選択してください。（工場出荷時） 
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表示パネル 

表示パネルには、プリンタの設定や選択されている状態、メッセージなどが表示されます。 

 

【表示パネル部】 

通常表示時 
       Ａ         

            Ｂ    

 

メッセージ表示時 

       Ａ         

       Ｃ         

 

【表示内容】 
位置 表  示  内  容 表  示  例 備     考 

A プリンタ状態 ﾌﾟﾘﾝﾄﾃﾞｷﾏｽ オンライン状態 

  ｵﾌﾗｲﾝ オフライン状態 

B ラインカウンタ 111111 0～999999を表示する。 

(1 ｶｳﾝﾄ：2400 ﾄﾞｯﾄﾗｲﾝ) 

※1文字のﾌｫﾝﾄ構成が高さ24ﾄﾞｯﾄ

であり、100行(2400ﾄﾞｯﾄ)で 

1ｶｳﾝﾄとする。 

C メッセージ ﾘﾎﾞﾝｽｷｯﾌﾟﾃﾞｷﾏｾﾝ ｼﾞｮｲﾝﾄｽｷｯﾌﾟ非対応ﾘﾎﾞﾝを使用時、

もしくはｼﾞｮｲﾝﾄｽｷｯﾌﾟ対応ﾘﾎﾞﾝのﾘ

ﾎﾞﾝつなぎ目を検出できなかった

とき表示されます。 

対処方法： 

｢第６章 ﾘﾎﾞﾝの交換 お願い｣ 

ﾘﾎﾞﾝｦｺｳｶﾝｼﾃｸﾀﾞｻｲ ﾘﾎﾞﾝの交換時期です。 

ﾘﾎﾞﾝを交換してください。 

対処方法： 

｢第６章 ﾘﾎﾞﾝの交換｣ 

ﾊﾟﾜｰ ｾｰﾌﾞ ﾁｭｳ 省電力ﾓｰﾄﾞ状態です。 

10 分間印刷が行われないとﾌﾟﾘﾝﾀ

は省電力ﾓｰﾄﾞになります。印刷が

再開されるとこの状態は解除され

ます。 
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メニュー設定の変更 

メニュー設定の遷移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備未完 

設定値変更 

の表示 
メニュー設定 

設定モード 

メニュー設定 

テスト印字モード 

メニュー  

メニュー  

実行  

実行  

メニュー  

メニュー  

印字終了 

メニュー  

選択  

メニュー  

選択  

選択  

選択  

メニュー  

テスト印字モード 
実行の表示 

実行  

メニュー  

リボン交換表示の 
リセット 

メニュー設定 

リボン交換モード 

実行  

メニュー  

書式登録項目の 
表示 

メニュー設定 

書式登録モード 

イニシャライズ 

 設定変更有り？ 
 

有り 

無し 
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メニュー設定の操作方法 

1 プリンタをオフライン状態にする 

準備完 スイッチを押し、プリンタをオフライン状態にします。 
準備完ランプが消灯していることを確認してください。 

 

2 メニュー スイッチを押して“メニューセッテイ セッテイモード”の表示にします。 

3 実 行 スイッチを押すと、設定項目と現在の設定値を表示します。 

選 択 スイッチを押すごとに、設定項目が順番に表示されます。 

4 設定値の変更は 前  進 スイッチと 後  退 スイッチで行います。 

5 設定値を変更した後、実  行 スイッチを押します。 

変更内容が登録されるとともに、次の設定項目が表示されます。 

登録しない場合は、 メニュー スイッチを押してください。 

“メニューセッテイ セッテイモード”表示に戻ります。 

 

6 “メニューセッテイ セッテイモード”から、オフラインに戻るときは、メニュー スイッチを 

1 回押してください。 

（設定値が変更された場合は、イニシャライズが行われます。） 

7 準備完 スイッチを押すと、表示が“プリント デキマス”になり、印字ができます。 
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設定モード 

設定モードの項目 

設定モードにおいて、下記の項目を設定できます。 

設定内容は、電源をオフしても記憶されます。 

No. 項 目 設定内容 設定値 

1 改行ピッチ 改行動作時の紙送り量を設定する。 8 lpi (約 3.2mm) 
6 lpi (約 4.2mm) 
4 lpi (約 6.4mm) 
3 lpi (約 8.5mm) 

2 ページ長 改頁動作時の紙送り量を行単位で設

定する。 

1 ギョウ～99 ギョウ 

(デフォルトは 66 ギョウ) 

3 印字モード 印字モードのデフォルトを設定する。 ツウジョウ 

コウヒンイ 

コウソク 

コウノウド＋ツウジョウ 

コウノウド＋コウヒンイ 

コウノウド＋コウソク 

4 高速解除内設定 文字品位選択、または漢字高速印字

指定で、高速解除が指定された場合の

印字密度を設定する。 

ツウジョウ 

コウヒンイ 

5 印字モード変更契機 印字モード（通常、高品位、高速）を変

更する契機を設定する。 

パネルノミ 

＆コマンド 

6 高濃度 操作パネルの印字モードスイッチで高

濃度が選択された場合の印字動作を

設定する。 

標準：コピー強化 

中１：二重印字 

中２：三重印字 

中３：四重印字 

強１：コピー強化＋二重印字の複合 

強２：コピー強化＋三重印字の複合 

強３：コピー強化＋四重印字の複合 

段差紙：段差紙 

段差紙強１：段差紙＋二重印字の複合 

段差紙強２：段差紙＋三重印字の複合 

段差紙強３：段差紙＋四重印字の複合 

ヒョウジュン 

チュウ１ 

チュウ２ 

チュウ３ 

キョウ１ 

キョウ２ 

キョウ３ 

ダンサシ 

ダンサシキョウ１ 

ダンサシキョウ２ 

ダンサシキョウ３ 

7 スラッシュ付きゼロ ANK ローマンフォントの数字「0」(30H)
のフォントを設定する。 

ムコウ 

ユウコウ 

注：下線部の設定はデフォルト値です。
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No. 項 目 設定内容 設定値 

8 バーコード選択 バーコードの大きさを選択する。 ツウジョウ 

シュクショウ１ 

シュクショウ２ 

9 フォント ANK の文字書体を選択する。 ローマン 

OCR‐B 
10 漢字フォント 漢字の文字書体を選択する。 

 

明朝 

ゴシック 

11 立ち上がりモード 電源投入時のプリンタの状態を設定 

する。 

ジュンビミカン 

ジュンビカン 

12 ホールド時間 ホールド状態を自動解除するまでの 

時間を分単位で設定する。 

0～5 
(デフォルトは 5 分) 

13 ブザー鳴動切替 エラー時のブザー鳴動を設定する。 タンパツ 

レンゾク 

ナラナイ 

14 印字方向設定 印字方向の設定を行う。 コマンド 

リョウホウコウ 

カタホウコウ 

15 ＴＯＦ位置でのＦＦ TOF 位置での改頁コマンド(FF)を受信

した場合の動作を設定する。 

ムコウ 

ユウコウ 

16 接続形態 プリンタの接続形態を設定する。 ＬＡＮセツゾク 

パラレルセツゾク 

注：下線部の設定はデフォルト値です。 
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設定モードの遷移 

注）下記の「 実  行  スイッチまたは  選  択  スイッチ」において  実  行   
スイッチを押下した場合は、現在表示している設定値の登録を行い、次の項目へ 
移行します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

メニュー 

実行  

前進  

後退  
実行または選択  

後退  
実行または選択  

後退  
実行または選択  

メニュー 

メニュー 

後退  
実行または選択  

前進  前進  

後退  
実行または選択  メニュー 

前進  

メニュー 

メニュー 

メニュー 

前進  

後退  
 実行または選択  

前進  

後退  
 実行または選択  

前進  

（途中省略） 

メニューセッテイ 

セッテイモード 

カイギョウピッチ 

6 lpi 

セツゾクケイタイ 

LAN セツゾク 

カイギョウピッチ 

8 lpi 

カイギョウピッチ 

4 lpi 

セツゾクケイタイ 

パラレルセツゾク 

ページチョウ 

66 ギョウ 

ページチョウ 

65 ギョウ 



第 3 章  プリンタの機能とその使い方 

 

3-13 

設定モード項目の詳細 

No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

1 改行ピッチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改行動作時の紙送り量を規定す

る。 

・改行スイッチ、コマンド、（LF）共に

有効。 

・上位から改行量設定コマンドを受

信した場合は、コマンドに従う。 

 

〈設定内容〉 

・8 lpi ： 1 改行 1/8 インチで改行。 

・6 ｌｐｉ ： 1 改行 1/6 インチで改行。 

・4 lpi ： 1 改行 1/4 インチで改行。 

・3 lpi ： 1 改行 1/3 インチで改行。 

2 ぺージ長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改頁動作時の紙送り量を行単位で

設定する。 

・改頁スイッチ、コマンド（FF）共に

有効。 

・上位からページ長設定コマンドを

受信した場合はコマンドに従う。 

〈設定内容〉 

・XX ： 1～99 66 行 

・89～99 行（4ｌｐｉの場合）、67～99

（3ｌｐｉの場合）の設定は無効とす

る。 

注）下線部の設定はデフォルト値です。 

 
ﾍ ﾟ ‐ ｼ ﾞ ﾁ ｮ ｳ         

X X ｷ ﾞ ｮ ｳ           

 

 
ｶ ｲ ｷ ﾞ ｮ ｳ ﾋ ﾟ ｯ ﾁ       

8 ｌ ｐ ｉ             

 
 

ｶ ｲ ｷ ﾞ ｮ ｳ ﾋ ﾟ ｯ ﾁ       
6 ｌ ｐ ｉ             

 
 
ｶ ｲ ｷ ﾞ ｮ ｳ ﾋ ﾟ  ｯ ﾁ      

4 ｌ ｐ ｉ             

 
 

ｶ ｲ ｷ ﾞ ｮ ｳ ﾋ ﾟ ｯ ﾁ       

3 ｌ ｐ ｉ             
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No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

3 印字モード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印字モードのデフォルトを設定す

る。 

 

〈設定内容〉 

・通常  ： 縦 180dpi×横 120dpi 

・高品位 ： 縦 180dpi×横 180dpi 

・高速  ： 縦 180dpi×横 90dpi 

・高濃度＋通常 

：高濃度＋縦 180dpi×横 120dpi 

・高濃度＋高品位 

：高濃度＋縦 180dpi×横 180dpi 

・高濃度＋高速 

：高濃度＋縦 18dpi×横 90dpi 

 

4 高速解除内設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字品位選択で高品位、または漢

字高速印字指定で高速解除が指

定された場合の印字密度を設定す

る。 

 

〈設定内容〉 

・通常  ： 縦 180dpi×横 120dpi 

・高品位 ： 縦 180dpi×横 180dpi 

 

（注）設定項目３の印字モードで、通

常、又は高品位が選択された

場合、本設定項目画面は表示

しない。 

 

 

注）下線部の設定はデフォルト値です。

 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ         

ﾂ ｳ ｼ ﾞ ｮ ｳ           

 
 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ         

ｺ ｳ ﾋ ﾝ ｲ            

 
 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ         

ｺ ｳ ｿ ｸ             

 
 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ         

ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ ＋ ﾂ ｳ ｼ ﾞ ｮ ｳ    

  
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ         

ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ ＋ ｺ ｳ ﾋ ﾝ ｲ     

 
 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ         

ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ ＋ ｺ ｳ ｿ ｸ      

 

 
ｺ ｳ ｿ ｸ ｶ ｲ ｼ ﾞ ｮ ﾅ ｲ ｾ ｯ ﾃ ｲ  

ｺ ｳ ﾋ ﾝ ｲ            

 

 
ｺ ｳ ｿ ｸ ｶ ｲ ｼ ﾞ ｮ ﾅ ｲ ｾ ｯ ﾃ ｲ  

ﾂ ｳ ｼ ﾞ ｮ ｳ           
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No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

5 印字モード変更契機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印字モードを変更する契機を設定

する。 

〈設定内容〉 

・パネルノミ ： 操作パネルの 印字

モード スイッチの設定のみを有効

とする。ANK 文字の文字品位選択

コマンドおよび漢字高速印字設定

／解除コマンドでの設定は無視す

る。 

・＆コマンド ： 操作パネルの 印字

モード スイッチの設定、ANK 文字

の文字品位選択コマンドおよび漢

字高速印字設定／解除コマンドに

よる設定ともに有効とする。印字

直前に設定されたモードを有効と

する。 

6 高濃度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作パネルの印字モードスイッチ

で高濃度が選択された場合の印字

動作を設定する。 

 

〈設定内容〉 
・標準  ： コピー強化  

・中 1  ： 二重印字 

・中 2  ： 三重印字 

・中 3  ： 四重印字 

・強1  ： コピー強化と二重印字の複合 

・強2  ： コピー強化と三重印字の複合 

・強3  ： コピー強化と四重印字の複合 

・段差紙： 段差紙 

・段差紙強 1：段差紙と二重印字の複合 

・段差紙強 2：段差紙と三重印字の複合 

・段差紙強 3：段差紙と四重印字の複合 

 

7 スラッシュ付きゼロ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ANK ローマンフォントの数字「0」

（30H）のフォントを設定する。 

〈設定内容〉 

・ムコウ  ： 0  

・ユウコウ ： 

注）下線部の設定はデフォルト値です。 

 
ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ           

ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ          

 
 
ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ           

ﾁ ｭ ｳ 1             

  
ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ           

ﾁ ﾕ ｳ 2             

 

 
ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ           

ﾀ ﾞ ﾝ ｻ ｼ ｷ ｮ ｳ 3        

 

： 
： 

 
ｽ ﾗ ｯ ｼ ｭ ﾂ ｷ ｾ ﾞ ﾛ       

ﾕ ｳ ｺ ｳ             

 

 
ｽ ﾗ ｯ ｼ ｭ ﾂ ｷ ｾ ﾞ ﾛ       

ﾑ ｺ ｳ              

 ０ 

 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ ﾍ ﾝ ｺ ｳ ｹ ｲ ｷ  

& ｺ ﾏ ﾝ ﾄ ﾞ           

 

 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ ﾍ ﾝ ｺ ｳ ｹ ｲ ｷ  

ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ ﾉ ﾐ           
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No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

8 バーコード選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バーコードの大きさを選択する。 

〈設定内容〉 

・ツウジョウ ： 通常 

・シュクショウ 1 ： 縮小 1 

・シュクショウ 2 ： 縮小 2 

 

（注）JAN、カスタマバーコードは縮

小しない。 

 

9 フォント 

 

 

 

 

 

 

 

 

ANK の文字書体を選択する。 

〈設定内容〉 

・ローマン ： ローマン 

・OCR‐B  ： OCR‐B 

 

10 漢字フォント 

 

 

 

 

 

 

 

 

漢字の文字書体を選択する。 

〈設定内容〉 

・ミンチョウ ： 明朝 

・ゴシック ： ゴシック 

 

11 立上がりモード 

 

 

 

 

 

 

 

電源投入時のプリンタの状態を設

定する。 

〈設定内容〉 

・ジュンビミカン ： 準備未完  

・ジュンビカン ： 準備完 

 

12 ホールド時間 

 

 

 

 

 

ホールド状態を自動解除するまで

の時間を分単位で設定する。 

〈設定内容〉 

・0／1／2／3／４／5  

注）下線部の設定はデフォルト値です。 

 
ﾌ ｫ ﾝ ﾄ             

O C R - B            

 

 
ﾌ ｫ ﾝ ﾄ             

ﾛ - ﾏ ﾝ             

 

 

ﾀ ﾁ ｱ ｶ ﾞ ﾘ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ       

ｼ ﾞ ｭ ﾝ ﾋ ﾞ ﾐ ｶ ﾝ        

 
 

ﾀ ﾁ ｱ ｶ ﾞ ﾘ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ       

ｼ ﾞ ｭ ﾝ ﾋ ﾞ ｶ ﾝ         

 

 

ﾎ ‐ ﾙ ﾄ ﾞ ｼ ﾞ ｶ ﾝ        

X ﾌ ﾝ              

 

 
ﾌ ｫ ﾝ ﾄ             

ｺ ﾞ ｼ ｯ ｸ            

 

 
ﾌ ｫ ﾝ ﾄ             

ﾐ ﾝ ﾁ ｮ ｳ            

 

 
ﾊ ﾞ ‐ ｺ ‐ ﾄ ﾞ ｾ ﾝ ﾀ ｸ      

ｼ ｭ ｸ ｼ ｮ ｳ 1          

 
 
ﾊ ﾞ ‐ ｺ ‐ ﾄ ﾞ ｾ ﾝ ﾀ ｸ      

ｼ ｭ ｸ ｼ ｮ ｳ 2          

 

 
ﾊ ﾞ ‐ ｺ ‐ ﾄ ﾞ ｾ ﾝ ﾀ ｸ      

ﾂ ｳ ｼ ﾞ ｮ ｳ           
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No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

13 ブザー鳴動切替 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラー時のブザー鳴動を設定す

る。 

〈設定内容〉 

・タンパツ ： 0．5 秒間鳴動する。 

・レンゾク ： 鳴動し続ける。 

・ナラナイ ： 無鳴動 

14 印字方向設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印字方向を設定する。 

〈設定内容〉 

・コマンド ： 単方向印字指定／解

除コマンド受信時はコ

マンドに従う。（初期

状態は両方向） 

・リョウホウコウ：両方向で印字を 

行う。 

・カタホウコウ ：片方向で印字を 

行う。 

 

 

15 TOF 位置での FF 

 

 

 

 

 

 

 

TOF 位置で改頁コマンド（FF）を受

信した場合の動作を設定する。 

〈設定内容〉 

・ムコウ ： 改頁動作を行わない。 

・ユウコウ ： 改頁動作を行う。 

16 接続形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリンタの接続形態を設定する。 

〈設定内容〉 

・LAN接続   ： STROBE受信時の

み応答信号として

ACK を返す。 

・パラレル接続 ： BUSY 信号 LOW 

になる時に ACK 

を返す。 

 

注）下線部の設定はデフォルト値です。 

 

 
T O F ｲ ﾁ ﾃ ﾞ ﾉ F F       

ﾕ ｳ ｺ ｳ             

 

 
T O F ｲ ﾁ ﾃ ﾞ ﾉ F F       

ﾑ ｺ ｳ              

 

 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾎ ｳ ｺ ｳ ｾ ｯ ﾃ ｲ     

ﾘ ｮ ｳ ﾎ ｳ ｺ ｳ          

 
 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾎ ｳ ｺ ｳ ｾ ｯ ﾃ ｲ     

ｶ ﾀ ﾎ ｳ ｺ ｳ           

 

 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾎ ｳ ｺ ｳ ｾ ｯ ﾃ ｲ     

ｺ ﾏ ﾝ ﾄ ﾞ            

 

 

ｾ ﾂ ｿ ﾞ ｸ  ｹ ｲ ﾀ ｲ       

L A N  ｾ ﾂ ｿ ﾞ ｸ        

 
 

ｾ ﾂ ｿ ﾞ ｸ  ｹ ｲ ﾀ ｲ       

ﾊ ﾟ ﾗ ﾚ ﾙ  ｾ ﾂ ｿ ﾞ ｸ      

 

 
ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ‐ ﾒ ｲ ﾄ ﾞ ｳ ｷ ﾘ ｶ ｴ   

ﾚ ﾝ ｿ ﾞ ｸ            

 

 
ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ‐ ﾒ ｲ ﾄ ﾞ ｳ ｷ ﾘ ｶ ｴ   

ﾀ ﾝ ﾊ ﾟ ﾂ            

 

 
ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ‐ ﾒ ｲ ﾄ ﾞ ｳ ｷ ﾘ ｶ ｴ   

ﾅ ﾗ ﾅ ｲ             
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リボン交換モード 

リボン交換モードの項目 

リボン交換を行った後、リボン交換モードで、リボン交換の警告表示をリセットします。 

 

No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

1 リボン交換モード 

 

 

 

 

実行スイッチを押下すると、リボン

交換警告表示およびリボンの消耗

量をリセットします。 

警告表示が表示されていない場合

はリボンの消耗量をリセットします。 

 

 
リボンの交換を行った場合は、必ず警告表示のリセットを行ってください。 
また、警告表示のリセットをリボン交換時以外のタイミングで行った場合、適切な 
交換時期をお知らせすることができませんので、ご注意ください。 

 

 

 

 
ﾘ ﾎ ﾞ ﾝ ｺ ｳ ｶ ﾝ ﾓ - ﾄ ﾞ     

ｹ ｲ ｺ ｸ ｸ ﾘ ｱ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ     
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書式登録モード 

書式登録モードの項目 

書式登録モードでは、下記の項目を設定できます。使用する帳票にあわせて、事前に各項目

を設定することで、用紙のセットが簡単に行えます。 

設定内容は、電源をオフしても記憶されます。 

No. 項 目 設定内容 設定値 

1 用紙番号 書式登録する番号を選択する。 1～16 

2 用紙名称 16 文字以内で用紙名称を入力する。  

3 改行ピッチ 改行動作時の紙送り量を設定する。 8 lpi (約 3.2mm) 
6 lpi (約 4.2mm) 
4 lpi (約 6.4mm) 
3 lpi (約 8.5mm) 

4 ページ長 改頁動作時の紙送り量を行単位で設定す

る。 

1 ギョウ～99 ギョウ 

(デフォルトは 66 ギョウ) 

5 印字モード 印字モードのデフォルトを設定する。 ツウジョウ 

コウヒンイ 

コウソク 

コウノウド＋ツウジョウ 

コウノウド＋コウヒンイ 

コウノウド＋コウソク 

6 高速解除内設定 文字品位選択、または漢字高速印字指定

で、高速解除が指定された場合の印字密

度を設定する。 

ツウジョウ 

コウヒンイ 

7 印字モード変更契

機 

印字モード（通常、高品位、高速）を変更す

る契機を設定する。 
パネルノミ 

＆コマンド 

8 高濃度 操作パネルの印字モードスイッチで高濃

度が選択された場合の印字動作を設定す

る。 
 

ヒョウジュン 

チュウ１ 

チュウ２ 

チュウ３ 

キョウ１ 

キョウ２ 

キョウ３ 

ダンサシ 

ダンサシキョウ１ 

ダンサシキョウ２ 

ダンサシキョウ３ 

注：下線部の設定はデフォルト値です。 
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書式登録モードの遷移 

注）下記の「 実  行  スイッチまたは  選  択  スイッチ」において  実  行   
スイッチを押下した場合は、現在表示している設定値の登録を行い、次の項目へ 
移行します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニュー 

実行  

  
実行または選択  

後退  
実行または選択  

後退  
実行または選択  

メニュー 

メニュー 

前進  

メニュー 

メニュー 

前進  

後退  
 実行または選択  

前進  

後退  
 実行または選択  

前進  

（途中省略） 

メニューセッテイ 

ショシキトウロクモード 

ｺｳﾉｳﾄﾞ 

ﾋｮｳｼﾞｭﾝ 

ｺｳﾉｳﾄﾞ 

ﾀﾞﾝｻｼｷｮｳ 3 

ｲﾝｼﾞﾓｰﾄﾞﾍﾝｺｳｹｲｷ 

ﾊﾟﾈﾙﾉﾐ 

ｲﾝｼﾞﾓｰﾄﾞﾍﾝｺｳｹｲｷ 

＆ｺﾏﾝﾄﾞ 

メニュー 
  

実行または選択  

ﾖｳｼﾒｲｼｮｳ    Z 

XXXX ・・・ XXX 

 

ﾖｳｼﾊﾞﾝｺﾞｳ 

XX 
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設定モード項目の詳細 

No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

1 用紙番号 

 

 

 

 

用紙番号を１～16 を選択する。 

〈設定内容〉 

・ＸＸ：１～１６ 

・下段の 15､16 桁目に入力候補数 

 字を表示する。 

・用紙番号の選択は、｢前進｣ 

 スイッチ､｢後進｣スイッチで行 

 なう。 
 ｢前進｣スイッチ 

 ：1→2→3→4～16→1  
 ｢後進｣スイッチ 

 ：1→16→15→14～1→16 

 ｢実行｣スイッチで選択する用紙番 

 号を確定する。 

注）下線部の設定はデフォルト値です。 
 

 
ﾖ ｳ ｼ ﾊ ﾞ ﾝ ｺ ﾞ ｳ        

              X X 
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No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

2 用紙名称 

 

 

 

 

用紙名称を 16 文字以内で入力す

る。 

〈設定内容〉 

・ 上段 16 桁目に入力候補文字を 

表示する 

・ 下段にｶｰｿﾙによる入力箇所を

表示し、用紙名称を表示する。 

・ カーソルの左右移動は、｢改行｣

スイッチ､｢ホールド｣スイッチで行

ない、入力確定した文字列内で

の移動する。  
｢改行｣スイッチ  ：カーソル左移動 

｢ホールド｣スイッチ：カーソル右移動 

入力候補文字の選択は、｢前進｣ス

イッチ､｢後退｣スイッチ､｢改頁｣スイ

ッチ､｢準備完｣スイッチで行い、入

力候補文字の並びは以下の通りと

する。 
    ←｢改頁｣  ｢準備完｣→ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ～ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ 

ａ ｂ ｃ ｄ ～ ｗ ｘ ｙ ｚ   

０ １ ２ ３ ～ ６ ７ ８ ９ 

ア イ ウ エ オ 

↑ カ キ ク ケ コ 

前 サ シ ス セ ソ 

進  タ チ ツ テ ト 

ナ ニ ヌ ネ ノ 

  ハ ヒ フ ヘ ホ 

後 マ ミ ム メ モ 

退 ヤ ユ ヨ 

↓ ラ リ ル レ ロ 

  ワ ヲ ン ゛ ゜ 

  ァ ィ ゥ ェ ォ ャ ュ ョ 

！ ＃ ＄ ％ ＆ ’ （ ） ＊ ＋ － 

／ 

・ ｢リセット｣スイッチにより、カーソ 

ル位置の入力候補文字を確定

し、カーソルは右に移動する。 

・ ｢印字モード｣スイッチにより、カ

ーソル位置にスペースを挿入し、

カーソルは右に移動する。 

・ ｢書式選択｣スイッチにより、カー

ソル位置の文字を削除する。削

除後、カーソルの位置はそのま

まで、文字列は右に移動する。 

注）下線部の設定はデフォルト値です。 
 

 
ﾖ ｳ ｼ ﾒ ｲ ｼ ｮ ｳ        A 

X X X X X X X X X X X X X X X X 
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No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

3 改行ピッチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改行動作時の紙送り量を規定す

る。 

・改行スイッチ、コマンド、（LF）共に

有効。 

・上位から改行量設定コマンドを受

信した場合は、コマンドに従う。 

 

〈設定内容〉 

・8 lpi ： 1 改行 1/8 インチで改行。 

・6 ｌｐｉ： 1 改行 1/6 インチで改行。 

・4 lpi ： 1 改行 1/4 インチで改行。 

・3 lpi ： 1 改行 1/3 インチで改行。 

4 ぺージ長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改頁動作時の紙送り量を行単位で

設定する。 

・改頁スイッチ、コマンド（FF）共に

有効。 

・上位からページ長設定コマンドを

受信した場合はコマンドに従う。 

〈設定内容〉 

・XX ： 1～99 66 行 

・89～99 行（4ｌｐｉの場合）、67～99

（3ｌｐｉの場合）の設定は無効とす

る。 

注）下線部の設定はデフォルト値です。 
 

 
ﾍ ﾟ ‐ ｼ ﾞ ﾁ ｮ ｳ         

X X ｷ ﾞ ｮ ｳ           

 

 
ｶ ｲ ｷ ﾞ ｮ ｳ ﾋ ﾟ ｯ ﾁ       

8 ｌ ｐ ｉ             

 
 

ｶ ｲ ｷ ﾞ ｮ ｳ ﾋ ﾟ ｯ ﾁ       
6 ｌ ｐ ｉ             

  
ｶ ｲ ｷ ﾞ ｮ ｳ ﾋ ﾟ ｯ ﾁ       

4 ｌ ｐ ｉ             

 
 

ｶ ｲ ｷ ﾞ ｮ ｳ ﾋ ﾟ ｯ ﾁ       

3 ｌ ｐ ｉ             
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No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

5 印字モード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印字モードのデフォルトを設定す

る。 

 

〈設定内容〉 

・通常  ： 縦 180dpi×横 120dpi 

・高品位 ： 縦 180dpi×横 180dpi 

・高速  ： 縦 180dpi×横 90dpi 

・高濃度＋通常 

：高濃度＋縦 180dpi×横 120dpi 

・高濃度＋高品位 

：高濃度＋縦 180dpi×横 180dpi 

・高濃度＋高速 

：高濃度＋縦 18dpi×横 90dpi 

 

6 高速解除内設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字品位選択で高品位、または漢

字高速印字指定で高速解除が指

定された場合の印字密度を設定す

る。 

 

〈設定内容〉 

・通常  ： 縦 180dpi×横 120dpi 

・高品位 ： 縦 180dpi×横 180dpi 

 

（注）設定項目３の印字モードで、通

常、又は高品位が選択された

場合、本設定項目画面は表示

しない。 

 

 

注）下線部の設定はデフォルト値です。 

 
ｺ ｳ ｿ ｸ ｶ ｲ ｼ ﾞ ｮ ﾅ ｲ ｾ ｯ ﾃ ｲ  

ｺ ｳ ﾋ ﾝ ｲ            

 

 
ｺ ｳ ｿ ｸ ｶ ｲ ｼ ﾞ ｮ ﾅ ｲ ｾ ｯ ﾃ ｲ  

ﾂ ｳ ｼ ﾞ ｮ ｳ           

 

 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ         

ﾂ ｳ ｼ ﾞ ｮ ｳ           

 
 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ         

ｺ ｳ ﾋ ﾝ ｲ            

 
 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ         

ｺ ｳ ｿ ｸ             

 
 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ         

ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ ＋ ﾂ ｳ ｼ ﾞ ｮ ｳ    

  
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ         

ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ ＋ ｺ ｳ ﾋ ﾝ ｲ     

  
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ         

ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ ＋ ｺ ｳ ｿ ｸ      
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No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

7 印字モード変更契機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印字モードを変更する契機を設定

する。 

〈設定内容〉 

・パネルノミ ： 操作パネルの 印字

モード スイッチの設定のみを有効

とする。ANK 文字の文字品位選択

コマンドおよび漢字高速印字設定

／解除コマンドでの設定は無視す

る。 

・＆コマンド ： 操作パネルの 印字

モード スイッチの設定、ANK 文字

の文字品位選択コマンドおよび漢

字高速印字設定／解除コマンドに

よる設定ともに有効とする。印字

直前に設定されたモードを有効と

する。 

8 高濃度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作パネルの印字モードスイッチ

で高濃度が選択された場合の印字

動作を設定する。 

 

〈設定内容〉 
・標準  ： コピー強化  

・中 1  ： 二重印字 

・中 2  ： 三重印字 

・中 3  ： 四重印字 

・強1  ： コピー強化と二重印字の複合 

・強2  ： コピー強化と三重印字の複合 

・強3  ： コピー強化と四重印字の複合 

・段差紙： 段差紙 

・段差紙強 1：段差紙と二重印字の複合 

・段差紙強 2：段差紙と三重印字の複合 

・段差紙強 3：段差紙と四重印字の複合 

 

注）下線部の設定はデフォルト値です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ           

ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ          

 
 
ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ           

ﾁ ｭ ｳ 1             

  
ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ           

ﾁ ﾕ ｳ 2             

 

 
ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ           

ﾀ ﾞ ﾝ ｻ ｼ ｷ ｮ ｳ 3        

 

： 
： 

 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ ﾍ ﾝ ｺ ｳ ｹ ｲ ｷ  

& ｺ ﾏ ﾝ ﾄ ﾞ           

 

 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ ﾍ ﾝ ｺ ｳ ｹ ｲ ｷ  

ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ ﾉ ﾐ           
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 印字用紙のセット 

この節では、プリンタに用紙をセットし、用紙の種類とＴＯＦ位置を合せる方法について

説明します。ＴＯＦ位置とは、「Top Of Form」の略で、連続用紙の第１行目の位置を 

表します。 

1 プリンタをオフライン状態にする 

準備完 スイッチを押し、プリンタをオフライン状態にします。 
準備完ランプが消灯していることを確認してください。 

2 トップカバーを開け、PF オープンレバーを用紙セット可能位置に移動する 

トップカバーを開けて PF オープンレバーを一番奥の位置まで押して、紙送り部を開けて

ください。 

 
 
 
 
 

 

 

 
 

3 トラクタカバーをオープンする 

左右のトラクタロックレバーを下に倒してロックを解除し、トラクタカバーを開いてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

トラクタカバー 

トラクタロックレバー 

トップカバー 

ＰＦオープンレバー 

トラクタロックレバー 

紙送り部 
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4 フロントドアを開け、用紙収納部に用紙を置く 

フロントドアを開けてください。用紙を箱から出し、用紙が斜めにならないように置き、ＥＯＦ

センサの下に用紙がくるよう、収納部に正しく置いてください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      用紙を箱に入れたまま用紙収納部に置くと、印字品質の低下や用紙 
      ジャムの原因となりますので、必ず箱から出して用紙をセットして 
      ください。 
 

5 用紙を挿入する 

   用紙の先端を用紙挿入部から挿入し、用紙がトラクタに届くまで押し上げてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用紙の挿入部 

注意 

ＥＯＦセンサ 

用紙収納部 
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6 用紙を引き上げる 

トラクタ部まで押し上げた用紙を、セットしやすい位置まで引き上げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7 用紙を取り付けてトラクタカバーを閉じる 
   用紙両端の送り穴を左右のトラクタのピンにあわせて用紙を取り付けて、左右のトラクタ 

カバーを閉じてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
送り穴 

 

トラクタカバー 

トラクタ 
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8 用紙の位置を調整する 
カラムスケールで印字位置を確認しながら左右のトラクタを動かして用紙位置を調整して

ください。 
用紙の位置が決まったらトラクタロックレバーを上に戻し、トラクタをロックしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

このとき、用紙を強く張りすぎたり、 
ゆるめすぎたりしないようにしてください。 

 
 
 
         ・用紙はトラクタと平行になるようにセットしてください。 

         ・カラムスケールの目盛り 1～136 の間で印刷できます。 

  

  

9 PF オープンレバーを閉じる 

ＰＦオープンレバーを手前に引き、プラテンを閉じてください。 

 

  ＰＦオープンレバーはゆっくり閉じてください。勢いよく閉じると印刷面にリボン汚れ 

  が付く場合があります。 

 

トラクタ 

カラムスケール 
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10 用紙収納部の用紙の位置を、トラクタにセットした用紙の位置に合せる 

      用紙が斜めになったり、極端に後ろにセットすると印刷時に用紙に負荷がかかり 

     ジャムの原因となります。用紙は、用紙収納部に正しくセットしてください。 

     

 
 

 

 

 

 

11 ＦＴレバーの位置を設定する 

    FT レバーで印字ヘッド部の用紙の通る隙間を調整します。 

    ＦＴレバーを手前に引いてください。下表を参照して、ＦＴレバーを最適な位置に 

    設定してください。 

 

ＦＴレバー設定の目安 

印字用紙の種類 
ＦＴレバー 

設定位置 

1P 
55～70 kg 1～2 

90～110 kg 2～3 

2P 30～45 kg 1～2 

3P 30～34 kg 2～3 

4P 30～34 kg 3～4 

5P 30～34 kg 3～5 

6P 30～34 kg 4～5 

7P 30～34 kg 4～6 

8P 30～34 kg 5～7 

 

 

 

・印刷時にリボンがばたつく場合は用紙厚みに対して印字ヘッドと 
用紙クリアランスが狭いため、リボンがばたつかない位置まで 
ＦＴレバーの設定位置を大きくしてください。 

・ＦＴレバーは用紙の厚さに対して適切な位置に設定してください。 
不適切なＦＴレバー設定位置でのご使用を続けられますと、用紙 
ジャムやリボン破れなどのトラブルの他、印字ズレや印字汚れなど
印字品質低下の原因となります。 

 

ＦＴレバー 
注意 
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12 用紙の位置合わせ方法を選択する 

    用紙の位置合わせは、「インデックススケール」で行う方法と、「TOF インジケータ」で 

    行う方法の２通りがあります。 

    運用方法に合わせて、どちらかの用紙位置合わせ方法を選択してください。 

    ・ インデックススケール を使用する場合は、手順１３を参照してください。 

    ・ TOF インジケータ を使用する場合は、手順１４、１５を参照してください。 

13 インデックススケールで用紙位置を合わせる 

マニュアルフィードノブを回しながら、インデックススケールの適切な目盛りに用紙の 

TOF 位置を合わせてください。用紙を合わせたら、手順１６に進んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

・ＰＦオープンレバーを閉じた状態で、マニュアルフィードノブを手前に回し、 

用紙の戻し動作をしないでください。用紙ジャムやプリンタが破損するおそれ 

があります。 

マニュアルフィードノブ 12 

11 

10 

9 

8 

ABCDEFG 
ABCDEFG 
ABCDEFG 
ABCDEFG 
 

・・・・・・・・・・・ 印字開始位置 
・・・・・・・・・・・ ２行目 

インデックススケール 

用紙先端を１１インチ 
にセット 

注意 

インデックススケールに 11インチ

用紙を合わせた例 
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14 TOF インジケータで用紙位置を合わせる 

マニュアルフィードノブを回して、ＴＯＦインジケータに用紙ミシン目を合せてください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 印字開始位置をセットする 

    先頭行/選択 スイッチを１秒以上押してください。用紙が印字開始位置まで後退 

    します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マニュアルフィードノブ 

 

印
字
位
置 

先頭行/選択スイッチ押

 

用紙後退 

ミシン目と印字開始位置が一致 

TOFインジケータ 

ミシン目 

ＴＯＦインジケータ 

注意 

・最初の用紙ミシン目を TOF インジケータに合わせてください。 

・ 先頭行/選択 スイッチを 2 回以上押すと、用紙がトラクタから外れて、 

用紙ジャムが起る場合があります。 

用紙ミシン目 
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16 トップカバーを閉める 

 

 

 

・トップカバーを閉めないまま印字を開始すると、用紙先頭頁が飛び出して、 

用紙ジャムの原因となることがあります。 

・厚手の用紙を使用するときに FTレバーを極端に小さい値に設定すると、用紙 

ジャムやリボンジャムなどの障害となるばかりでなく、プリンタの故障になり 

ます。 

 

注意 
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 印字用紙の交換 

プリンタの電源がオンの状態では、操作パネルの準備完ランプが消灯していることを

確認してください。 

準備完ランプが点灯しているときは、 準備完 スイッチを押し、準備完ランプを消灯し

てください。 

 

1 用紙を切断位置まで送る 

    操作パネルの 改頁 スイッチとマニュアルフィードノブを使って用紙を切断しやすい 
    位置まで送ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 用紙をミシン目の部分で切り取る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マニュアルフィードノブ 
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3 PF オープンレバーを一番奥の位置まで押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 用紙を外す 

   左右のトラクタカバーを開けてトラクタから用紙を外し、用紙挿入部へ送り込んで用紙を 
   取り外してください。このとき、用紙のミシン目をリボンセパレータに引掛けないように 
   注意深く用紙を取り外してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 用紙をセットする 

   「第 4 章 印字用紙のセット」の手順に従って新しい用紙をセットしてください。 

 

 

 

 

トラクタ 

ＰＦオープンレバー 
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用紙切れ時の動作について 

用紙切れを検出すると、操作パネルに次のメッセージが表示されます。 

  03 ヨウシガ アリマセン   

このときＰＥ検出時のページを印字し、次ページのＴＯＦ位置で印字停止します。 
 

・用紙切れ検出後、印字停止まで印字速度が低下しますが、プリンタの故障 

ではありません。 

・実際の用紙のサイズとメニュー設定のサイズを合わせてください。 

また、用紙をプリンタにセットするときは、用紙サイズと同じインデックス 

スケール位置に合わせてセットしてください。 

サイズやセット位置が合っていないと、次のページのＴＯＦ位置で印字停止 

ができません。 

※印字停止位置を変更する場合は、保守員に連絡してください。 
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 用紙厚の調整 

用紙厚を調整するためにＦＴレバーを使用します。 

1 下表を参考にしてＦＴレバーを設定する 

 
ＦＴレバー設定の目安 

印字用紙の種類 
ＦＴレバー 

設定位置 

1P 
55～70 kg 1～2 

90～110 kg 2～3 

2P 30～45 kg 1～2 

3P 30～34 kg 2～3 

4P 30～34 kg 3～4 

5P 30～34 kg 3～5 

6P 30～34 kg 4～5 

7P 30～34 kg 4～6 

8P 30～34 kg 5～7 

 

 

 

 

・上表の目安はすべての種類の用紙に当てはまるものではありませんので、事前にテスト印字

（「第 6 章 テスト印字」参照）を行い、最適な位置を決めてください。 

・鮮明な印字結果を得るために、3 部紙以下の用紙を推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

    ・厚手の用紙を使用するときに FT レバーを極端に小さい値に設定しないでください。 
     用紙ジャムやリボンジャムなどの障害となるばかりでなく、プリンタの故障になり 

     ます。 
    ・印字が薄くなった時に、ＦＴレバーで濃度の調整を行わないでください。 
     リボンが切れる原因となります。 

 

 

ＦＴレバー 

    ・印刷時にリボンがばたつく場合は用紙厚みに対して印字ヘッドと用紙クリアランス 
     が狭いため、リボンがばたつかない位置までＦＴレバーの設定位置を大きくしてく 
     ださい。 
    ・ＦＴレバーは用紙の厚さに対して適切な位置に設定してください。 
     不適切なＦＴレバー設定位置でのご使用を続けられますと、用紙ジャムやリボン破 
     れなどのトラブルの他、印字ズレや印字汚れなど印字品質低下の原因となります。 
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 印字位置の調整 

印字開始位置の調整 

1 プリンタをオフライン状態にする 

   操作パネルの準備完ランプが消灯していることを確認してください。 
   準備完ランプが点灯しているときは、 準備完 スイッチを押し、準備完ランプを消灯して 
   ください。 

2 トップカバーを開ける 

 

3 用紙の位置合わせ方法を選択する 

    用紙の位置合わせは、「インデックススケール」で行う方法と、「TOF インジケータ」で 

    行う方法の２通りがあります。 

    運用方法に合わせて、どちらかの用紙位置合わせ方法を選択してください。 

    ・ インデックススケール を使用する場合は、手順４ を参照してください。 

    ・ TOF インジケータ を使用する場合は、手順５、６ を参照してください。 
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4 インデックススケールで用紙位置を合わせる 

マニュアルフィードノブを回しながら、インデックススケールの適切な目盛りに用紙の 

TOF 位置を合わせてください。用紙を合わせたら、手順７に進んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インデックススケールに 11 インチ用紙を合わせた例 

 

 

 

 

・ＰＦオープンレバーを閉じた状態で、マニュアルフィードノブを手前に回し、 

用紙の戻し動作をしないでください。用紙ジャムやプリンタが破損するおそれ 

があります。 

 

マニュアルフィードノブ 12 

11 

10 

9 

8 

ABCDEFG 
ABCDEFG 
ABCDEFG 
ABCDEFG 
 

・・・・・・・・・・・ 印字開始位置 
・・・・・・・・・・・ ２行目 

インデックススケール 

用紙先端を１１インチ 
にセット 

注意 
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5 TOF インジケータで用紙位置を合わせる 

マニュアルフィードノブを回して、ＴＯＦインジケータに用紙ミシン目を合せる 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 印字開始位置をセットする 

    先頭行/選択 スイッチを１秒以上押してください。用紙が印字開始位置まで後退 

    します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マニュアルフィードノブ 

 

印
字
位
置 

先頭行/選択スイッチ押

 

用紙後退 

ミシン目と印字開始位置が一致 

TOFインジケータ 

ミシン目 

ＴＯＦインジケータ 

注意 

      ・最初の用紙ミシン目を TOFインジケータに合わせてください。 

      ・ 先頭行/選択 スイッチを 2 回以上押すと、用紙がトラクタから外れて、 

       用紙ジャムが起る場合があります。 

用紙ミシン目 
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7 プリンタをオフライン状態にする 

  トップカバーを閉め、準備完 スイッチを押してください。準備完ランプが点灯します。 

 

 

 

・トップカバーを閉めないまま印字を開始すると、用紙先頭頁が飛び出して、 

用紙ジャムの原因となることがあります。 

・厚手の用紙を使用するときに FTレバーを極端に小さい値に設定すると、用紙 

ジャムやリボンジャムなどの障害となるばかりでなく、プリンタの故障になり 

ます。 

 

 

 

注意 
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用紙の上下方向の調整 

文字が上寄りに印字されているとき 

1 プリンタをオフライン状態にする 

  操作パネルの準備完ランプが消灯してい 
  ることを確認してください。準備完ランプが 

  点灯しているときは、 準備完 スイッチを押 

    し、準備完ランプを消灯してください。 

 

2 微調整 前進 スイッチを押して上方向に用紙を移動する     

微調整 前進 スイッチを押す毎に、用紙が約 0.28 ㎜前進します。     

 

3 プリンタをオフライン状態にする 

   準備完 スイッチを押してください。準備完ランプが点灯します。 

年 年 年 金額
98 3 15 6,500

98 3 30 9,800

98 4 10 4,733

月 日 

  文字が上寄りに印字されているとき 
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文字が下寄りに印字されているとき 

1 プリンタをオフライン状態にする 

操作パネルの準備完ランプが消灯している 
ことを確認してください。準備完ランプが点灯 
しているときは、準備完 スイッチを押し、準備 
完ランプを消灯してください。 
 

2 微調整 後退 スイッチを押して下方向に用紙を移動する 

    微調整 後退 スイッチを押す毎に、用紙が約 0.28mm 後退します。 
 

3 用紙のたるみを取る 

    下方向に用紙を移動した場合は、用紙がたるみますので以下の手順でたるみを取って 

    ください。 

 

    ＦＴレバーを一番奥の位置まで押してください。 

 

    用紙を静かに下に引っ張ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＦＴレバーを元の位置に戻してください。 
 
    準備完 スイッチを押し、準備完ランプが点灯していることを確認してください。 
 
 

年 年 年 金額

98 3 15 6,500

98 3 30 9,800

98 4 10 4,733

(B) 文字が下寄りに印字されているとき 

月 日 

 

ＦＴレバー 
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用紙の左右方向の調整 

 文字が右寄りに印字されているとき 

1 プリンタをオフライン状態にする 

   操作パネルの準備完ランプが消灯している 

   ことを確認してください。準備完ランプが点灯 

   しているときは、 準備完 スイッチを押し準備 

   完ランプを消灯してください。 

 

 

2 カラムアジャストノブを上に回して用紙を右へ移動する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ＦＴレバーを一番奥の位置まで押す 

 

 

 

 

 

 

(A) 文字が右寄りに印字されているとき 

年 月 日 金額 

98 3 15 

98 3 30 

98 4 10 4,733 

6,500 

9,800 

カラムアジャストノブ 

 

ＦＴレバー 
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4 用紙を静かに下に引っ張る 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 ＦＴレバーを元の位置に戻す 

 

6 プリンタをオンライン状態にする 

     準備完 スイッチを押してください。準備完ランプが点灯します。 

 

 

 

・カラムアジャストノブの最大調整範囲は 3mm です。 

・左右のずれが 3mm を越える場合、トラクタを動かして用紙の位置を調整してください。

その後、カラムアジャストノブを回して微調整してください。 

・用紙の左右の位置を大幅に移動した場合は、トラクタ部と用紙収納部の用紙の左右の

位置を合せてください。左右の位置がずれていると用紙のジャムの原因になります。 
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文字が左寄りに印字されているとき 

1 プリンタをオフライン状態にする 

    操作パネルの準備完ランプが消灯している 
    ことを確認してください。準備完ランプが点 
    灯しているときは、 準備完 スイッチを押し 
    準備完ランプを消灯してください。 
 
 

2 カラムアジャストノブを下に回して用紙を左へ移動する 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ＦＴレバーを一番奥の位置まで押す 

 

 

 

 

 

 

(B) 文字が左寄りに印刷されているとき 

年 月 日 金額 

98 3 15 

98 3 30 

98 4 10 4,733 

6,500 

9,800 

カラムアジャストノブ 

 

ＦＴレバー 
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4 用紙を静かに下に引っ張る 

 

 

 

 

 

 

 

5 ＦＴレバーを元の位置に戻す 

 

6 プリンタをオンライン状態にする 

   準備完 スイッチを押してください。準備完ランプが点灯します。 
 
 

・カラムアジャストノブの最大調整範囲は 3mm です。 

・左右のずれが 3mm を越える場合、トラクタを動かして用紙の位置を調整してください。

その後、カラムアジャストノブを回して微調整してください。 

・用紙の左右の位置を大幅に移動した場合は、トラクタ部と用紙収納部の用紙の左右の

位置を合せてください。左右の位置がずれていると用紙のジャムの原因になります。 
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用紙張力の調整 

印字したあとに用紙の送り穴が、縦または横方向に拡がっている場合は、用紙張力の

調整が必要です。以下の手順に従って、調整を行ってください。 

 

 

 

 

用紙の送り穴が拡げられた状態で使用しますと用紙ジャムが発生する可

能性があります。 

 

用紙の送り穴が縦に拡げられた場合 

 

 

 

 

 

1 ＦＴレバーの設定値を大きくする 

   印字ヘッド部と用紙とのクリアランスが狭い可能性があります。 
   ＦＴレバーの設定位置を大きくして用紙の送り穴が広がらないＦＴレバー 
   位置でご使用ください。 
   それでも直らない場合は、保守員に連絡してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

用紙送り穴が縦に拡げられている 

送り方向 

 

 

ＦＴレバー 
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用紙の送り穴が横に拡げられた場合 

 

 

 

 

 

1 プリンタをオフライン状態にする 

   操作パネルの準備完ランプが消灯していることを確認してください。準備完ランプが点 
   灯しているときは、 準備完 スイッチを押し、準備完ランプを消灯してください。 
 

2 トラクタのロックを解除する 

   トップカバーを開けてください。左右のトラクタロックレバーを下に倒してトラクタのロック 
   を解除してください。 
 

3 用紙の張りを調整する 

   トラクタの位置を調整して用紙の張りをやや弱くしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 左右のロックレバーを上側に倒してトラクタを固定する 

 

 

 

 

用紙送り穴が横に拡げられている 

送り方向 

 

トラクタ 



KD55AH 取扱説明書 

4-26 

＜空白ページ＞ 



第 5 章 
用紙について 

この章では、本プリンタで印刷できる用紙と取り扱い上の注意点に

ついて説明します。

使用できる用紙について.................................................................................................................................... 5-2 
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 使用できる用紙について 

本プリンタで印字できる用紙は下記のとおりです。ご確認のうえご使用ください。 

なお、用紙の詳細については、「用紙の種類」をご確認ください。 

 

使用可能用紙一覧 
(※1) ○が使用可能用紙です。 

          用紙種類 

 

 

 

 

 

  型名 

普通紙 複写紙 

 
 

 

は
が
き
用
紙 

 
 

 

ラ
ベ
ル
紙 

 
 

 

封
筒
用
紙 

 
 

 

宅
配
伝
票 

 
 

 

Ｏ
Ａ
和
紙 

 

上
質
紙 

 

再
生
紙 

 
裏
カ
ー
ボ
ン
紙 

 

ケ
ミ
カ
ル
カ
ー
ボ
ン
紙 

 

ワ
ン
タ
イ
ム
カ
ー
ボ
ン
紙 

KD55AH 連続用紙 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － ○ － 

 

用紙の種類 
 

用紙の種類・名称 特    徴 

普通紙 
上質紙 複写可能処理を施していない原紙。 

再生紙 古紙を利用したもの。 

複写紙 

裏カーボン紙 原紙の裏にカーボンを塗布して重ね合わせたもの。 

ケミカルカーボン紙 

（化学感圧紙） 
原紙に特殊な化学薬品処理をして重ね合わせたもの。 

ワンタイムカーボン紙 
複写可能処理を施してない用紙の間にカーボン紙を挟み

込んであるもの。 

はがき用紙 はがき用として作成された厚手の用紙。 

ラベル紙 原紙の裏側にのりが塗布されており、はく離可能なシール状の用紙。 

封筒用紙 重ね合わせた用紙の一部が封筒状にのり付けされたもの。 

宅配伝票 
おおむね６～８枚の複写紙を重ね合わせたもので、一部にはがき、ラベル紙等を

重ね合わせたものがあります。 

ＯＡ和紙 ＯＡ用の和紙。 
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連続帳票用紙 

このプリンタで使用できる連続帳票用紙は、次のとおりです。 

 

用紙の寸法 
連続帳票用紙の寸法を下図に示します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

記号 寸法 

 

Ｙ 

（用紙幅） 

 

 

89～406 

（3.5～16 インチ） 

 

Ｔ 

（折りたたみ長さ） 

 

 

203～305 

（8～12 インチ） 
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用紙枚数と連量 
オリジナルを含む用紙の構成枚数と用紙の厚さ（連量）の組合わせは、下表のとおりで

す。下表以外の用紙の組み合わせでは、用紙送り精度の乱れなどがより発生しやすく

なります。 

連量の単位：kg 

用紙種類 複写 枚数 

 枚数 １枚目 ２枚目 ３枚目 ４枚目 ５枚目 ６枚目 ７枚目 ８枚目 

普通紙 １枚 55～ 

110 

       

裏カーボン紙 ２枚 34～ 

45 

34～ 

45 

      

 ３枚 34 

 

34 34      

 ４枚 34 34 34 34 

 

    

 ５枚 34 34 

 

34 34 34    

 ６枚 (34) 

 

(34) (34) (34) (34) (34) 

 

  

 ７枚 (34) 

 

(34) (34) (34) (34) (34) 

 

(34) 

 

 

 ８枚 (34) 

 

(34) (34) (34) (34) (34) 

 

(34) 

 

(34) 

 

ケミカル 

カーボン紙 

２枚 30～ 

43 

30～ 

43 

      

 ３枚 30～ 

34 

30～ 

34 

30～ 

34 

     

 ４枚 30～ 

34 

30～ 

34 

30～ 

34 

30～ 

34 

    

 ５枚 30～ 

34 

30～ 

34 

30～ 

34 

30～ 

34 

30～ 

34 

   

 ６枚 (30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

  

 ７枚 (30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

 

 ８枚 (30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

ワンタイム 

カーボン紙 

２枚 30～ 

34 

30～ 

34 

      

３枚 30～ 

34 

30～ 

34 

30～ 

34 

     

４枚 30～ 

34 

30～ 

34 

30～ 

34 

30～ 

34 

    

５枚 (30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

   

６枚 (30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

   

 



第 5 章  用紙について 

 

5-5 

注 1） 用紙の重ね合わせ枚数は、用紙の種類によって異なり、最大は８部紙（オリジナル含

む）ですが、鮮明な印刷を得るために３部紙以下の用紙を推奨します。 

注 2） ( )内の用紙は、高濃度モードでの使用例を示しています。 

注 3） 連量とは用紙の寸法を示す四六判（788mm×1091mm）１０００枚当たりの重量を kg 

表示したものです。 

注 4） ワンタイムカーボン複写用紙に使用するカーボン紙は 11kg の厚さを使用してくださ

い。 

注 5） 上質紙は、インパクト用紙の使用を推奨します。 

LBP 用紙を使用した場合、用紙の性質上静電気の影響を受けやすく、用紙走行時の

負荷が増大して用紙ジャムが発生しやすくなります。 

注 6） 紙質は、上質紙，発色形ノーカーボン用紙，複写用紙（裏カーボン紙）とします。 

何れも用紙の原紙の組織は均一且つ不透明で、特に伸縮が少なく、印刷に適するも

のである必要があります。 

注 7） 用紙の厚さは、次の値を満足させてください。 

１部紙     ： ０．１５ｍｍ以下（１１０kg 紙） 

複写紙の合計： ０．５ｍｍ以下   ただし０.２ｍｍ以下を推奨します。 

注 8） 用紙の連量オ－バや厚さオ－バは、印刷鮮明度や複写性の低下、印字汚れ、紙送り

系への過負荷に伴う用紙障害を誘発する場合があります。 

注 9） １ページ内の用紙厚さが異なるような段差紙（下図参照）を使用する場合、段差部（用

紙部数が少ない側の稜線部）より５ｍｍの範囲は複写性が低下するので印刷を避け

てください。 

注 10） 段差紙とは、２枚目以降を紙厚合計０．１５ｍｍ（３０kg 紙×３枚分）まで削除した用紙

を言います。 

 

 

 

 

 

 

 

注 11）紙質は用紙の強度や用紙の腰の強さと強い相関があり、プリンタの高速紙送り動作

時の耐久性や送り性能に非常に影響があります。できるだけ品質の良い用紙をご使

用ください。 

注 12）用紙の印刷面はなめらかなほど印刷品質は向上します。 

注 13）段差紙、プレプリント紙、特殊帳票を作成する場合には、大量に発注する前に少量 

（１～２箱）作成し、プリンタで出力し、不具合がないことを確認してください。 
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用紙のとじかた 
連続帳票用紙の重ね合わせのとじ方は、「点のりとじ」にしてください。のり付け方法に

は、いろいろありますが、折り曲げやすいように点のりで、各層間で交互の位置にのり

付けする方法をおすすめします。また、両端とも同じ方法でとじてください。 

 

綴じ方法 
適用する 

用紙枚数 
備 考 

点
の
り
と
じ 

 

８枚まで 

本プリンタに最も適したとじ方です。 

左の図は，帳票の片側のみ示していますが，

実際には両側をのり付けしてください。 

但し、２～３部用紙の場合は、片側糊付とし、

両側糊付は推奨しない。 

紙
ホ
チ
キ
ス 

 

３枚まで 

用紙枚数が多くなるほど，用紙層ズレが出や

すくなります。 

左の図は，帳票の片側のみ示していますが，

実際には両側を紙ホチキスでとじてくださ

い。 

 

注 1） 完成した用紙の折りたたみ部分を平らに伸ばしたときのふくらみは，下図に示すよう

に 1 ㎜以下になるようにしてください。  

 
 
 
 
注 2） インクリボンやプリンタを損傷するので，金属ホチキスとじは使用しないでください。 

注 3） 帳票のスプロケット穴の層間でのズレは，0.4 ㎜以下のものを使用してください。 

注 4） 糊付けについては以下のように行ってください 

１．糊付けは点付け（点糊付け）とし、紙端より１２．７ｍｍ以内で行ってください。 
ただし、送り孔部から糊がはみださないようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 
12.7ｍｍ 

 1 
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２．糊付けピッチは送り孔４～５個（約 50mm）おきにしてください。 

３．糊付けよる用紙の厚さの変化は 0.05mm 以内としてください。また糊付け糊が同一個

所に重ならない方法を推奨いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

４．糊付けは均一でシワがないようにしてください。 

 

注 5） 紙ホチキスは以下のように行ってください 

１．シングル式よりダブル式の方が用紙結合は確実です。ダブル式を推奨します。 

 

  ダブル式 ：                          シングル式 ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．紙ホチキスの爪は４本とし紙端より 12.7mm 内にしてください。 

３本以下は使用しないでください。 

 
 
 
 
 
 

３．紙ホチキスは充分強く抜くようにしてください。 
          良 ；                  不適 ；                      不適 ； 
 
 

４．紙ホチキスの抜きピッチは送り孔４～５個（約 50mm）おきにしてください。 

５．紙ホチキスは送り孔やミシン目や紙端に絶対干渉しないようにしてください。 

６．紙ホチキスの抜き方向は印刷面（最上層紙側）から行ってください。 

印刷面  

抜き方

  
 送り孔 

 用紙進行

 

 送り孔 

印刷面  

  12.7mm 

約 50 ㎜ 

用紙 

 ：のり付け面 
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注 6） プリンタが複写紙を正しく印刷するために、重ね合わせの方法とその精度、印刷およ

び用紙の収縮、加工精度は重要な条件です。これらはプリンタの印刷結果に影響す

るため充分注意する必要があります。またこれらの影響を考慮した帳票設計も必要

です。 

注 7） 紙ホチキスは層間ズレが特に大きいため注意する必要があります。層間ズレが大きく

なると用紙のジャムやジャム検出センサの誤検出を発生させる場合がありますので

極力小さくしてください。 

注 8） 紙ホチキスの抜けが悪いとリボンセパレータと干渉し、用紙ジャムやセパレータ破損

の原因となります。 

注 9） 連続糊付け（線糊付け）は、各用紙の精度差や収縮率の差でしわがよるので好ましく

ありません。 

注 10） ワンタイムカ－ボン紙は用紙とカ－ボン紙の収縮率に大きな差があるためカ－ボン

紙の送り孔はやや大きめにしてください。またカ－ボン紙は片側のみ糊付けもしくは

紙ホチキスとしてください。   
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ミシン目の入れ方 
ミシン目の入れ方によっては、用紙送りに悪影響を与えることがあります。特に 1 枚用

紙の場合、ミシン目を強く入れると使用中にミシン目から破けることがあります。 

ミシン目の入れ方は、次のようにしてください。 

 
(１) ミシン目は、横ミシンと縦ミシンがあります。横ミシンは折りたたみ寸法や帳票の 

縦寸法単位に送り孔のセンタ－ラインに対し直角方向に入れてください。 

 

(２) ミシン目のカットとアンカットは以下のようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミシン目 アンカット寸法 カット寸法 

横ミシン 
折りたたみ用横ミシン １ｍｍ以上 ２ｍｍ～３ｍｍ 

中間横ミシン目 １ｍｍ以上 ２ｍｍ以下 

縦ミシン 
送り孔切断用縦ミシン目 １ｍｍ以上 ２ｍｍ～３ｍｍ 

中間縦ミシン １ｍｍ以上 ２ｍｍ以下 

注) ・アンカット寸法が1mm以下になると、用紙は破断しやすいので注意してください。 

・ミシン目の引っ張り強さ 90～200g/mm を推奨します。 

 

(３) ミシン目は、送り孔や紙ホチキスなどと干渉しないようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

送り孔切断用縦ミシン 

折りたたみ用 

横ミシン目 

  中間縦ミシン 中間横ミシン   

アンカット寸法 

カット寸法 

送り孔とミシン目の干渉 

しているのは不適    

紙ホチキスとミシン目の干渉 

しているのは不適  



KD55AH 取扱説明書 

 

5-10 

 

(４) 切断効率を妨げることなくミシン目部の強度を向上させるため、次の様な処置をし

てください。 

 

 

 

 

 

 

(５) 帳票出来上がり時、下図のような状態がないようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミシン目の裂け目とテント張り 

 

 

注 1） 中間ミシン目は必要最小限にしてください。多く入れすぎると用紙の腰が弱くなり、折

りたたみが悪くなる場合や、用紙のジャムが発生する場合があります。 

特に中間縦ミシン目は入れない方が安定した動作ができます。 

注 2） 横ミシン目を入れる場合は、用紙端の裂け防止のため用紙両端をアンカットにしてく

ださい。 

注 3） テント張り（突起）が大きい用紙は、用紙ジャムやミシン目前後での印刷不良が発生し

やすくなります。 

縦、横ミシン目部裂け  縦裂け  

紙端裂け  

横裂け  

押す 

テント張り(突起） 

× ○ 

紙端(左右）を 

アンカットにする  

横と縦のミシン目のカット部は 

交差しないようにする 

１ｍｍ～２ｍｍ 
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送り孔 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊送り方向に 254 ㎜離れた任意の 2 つの送り孔の中心を結ぶ線分 

 

 

 

（1） 送り孔の位置 （Ｃ）：送り孔のセンターラインと端辺の距離Ｃは、Ｃ＝6.0±0.7 ㎜ 

 

（2） 送り孔の直径 （Ｄ）：送り孔の直径Ｄは、Ｄ＝4.0±0.1mm 

だだし、孔の縁が菊状になっている送り孔は、最小直径が 4.0±0.1mm、最大直径が 

4.5 ㎜を超えないようにしてください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

送り孔ピッチ(E) 

送り孔の 

中心ずれ（F） 

左右送り孔の 

中心ずれ（G） 

送り孔位置（C） 

送り孔径(D) 

センターライン センターライン ＊ 

横ミシン目(折り目) 

中間横ミシン目 

横ミシン目(折り目) 

丸 孔 菊 丸 
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（３） 送り孔のピッチ （Ｅ）：隣接する 2 つの送り孔ピッチＥは次のとおりとします。 

Ｅ＝12.7±0.05mm 

 

（4） 送り孔のピッチの累積誤差は、254mm 離れた任意の二つの送り孔の間で±0.3 ㎜を 

超えないようにしてください。 

 

（5） 送り孔の中心のずれ （Ｆ）：送り孔のセンターラインに対する左右のずれの最大許容値

Ｆは、0.1 ㎜とします。 

 

（6） 左右の送り孔の中心ずれ （Ｇ）：左右の任意の送り孔のセンターラインに垂直な直線

と、それに対応する右側の送り候のセンターラインに垂直な直線とのずれの最大許容

値Ｇは、0.15 ㎜とします。 

 

（7） 左右のセンターラインの傾き ：左右のセンターラインを平行に移動して一方の端点と

重ねたとき、他方の 2 端点間の距離は 0.15mm 以内とします。 

 

（8） 送り孔は必ず用紙の左右両側に入れ、送り孔の抜きかすが絶対にないようにしてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送り孔の抜きかす 

 

 
・送り孔の位置や送り孔の寸法精度が悪いと帳票印刷制度や印刷結果に おける字

並びや改行精度が悪くなるばかりか、用紙ジャムを発生させるので注意する必要が

あります。 

・抜きかすがあると、印刷中にその抜きかすがインクリボンと用紙との間に入り、脱字

や脱ドットとなる場合があるので、抜きかすが残らないように注意してください。 

（抜きかすが残っている場合は用紙業者に改善してもらってください。） 

 

抜きかす 



第 5 章  用紙について 

 

5-13 

用紙の重ね合わせ枚数（用紙部数）と連量 
 

（1） 用紙の重ね合わせ枚数は、用紙の種類によって異なり、最大は、8 部紙（オリジナル含

む）ですが、3 部紙まで推奨します。 

 

（2） 連量とは用紙の 780 ㎜×1091 ㎜（四六判）1,000 枚当たりの質量を kg 表示したもので

す。用紙連量は 30、34、40、43、45、55、70、90、110kg から選んでください。 

 

（3） 用紙部数に対する紙質、質量は下表によります。 

（ ） 内の用紙は複写性が低下するので、極力使用しないでください。 

 1 部紙 
ケミカルカーボン紙 

（発色形ノーカーボン用紙） 

裏カーボン紙 

（裏カーボン複写用紙） 

ワンタイムカーボン 

（注 1） 

 
（注 2） 

上質紙 

感圧紙 

（ノーカーボン用紙） 
複写紙 上質紙 

1 55～110 ― ― ― 

2 ― 30～34 34～45 30～34 

3 ― 30～34 34 30～34 

4 ― （30～34） （34） （30～34） 

5 ― （30～34） （34） （30～34） 

6 ― （30～34） （34） （30～34） 

7～8 ― （30～33） （34） ― 

注 1） ・ワンタイムカーボン複写用紙に使用するカーボン紙は 11kg の厚さを使用してく 

ださい。 

・鮮明な印刷を得るために 3 部紙以下の用紙を推奨します。 

注 2） 上質紙は、インパクト用紙の使用を推奨します。 

LBP 用紙を使用した場合、用紙の性質上静電気の影響を受けやすく、用紙走行時の負荷が

増大して用紙ジャムが発生しやすくなります。 

 

（4） 紙質は、上質紙、感圧紙、複写紙（裏カーボン紙）とします。 

何れも用紙の原紙の組織は均一且つ不透明で、特に伸縮が少なく、印刷に適するも

のである必要があります。 

 

（5） 用紙の厚さは、次の値を満足させてください. 

1 部数 ： 0.15 ㎜以下（110kg 紙） 

複写紙の合計 ： 0.5 ㎜以下  ただし 0.2 ㎜以下を推奨します。 

用 紙 部

 

紙質 

種類 



KD55AH 取扱説明書 

 

5-14 

一般用紙（複写紙を含む） 

用紙サイズおよび印字区域 
連続帳票用紙の印字区域を下図に示します。 

 

 

印字区域 

印字区域 

印字区域 

印字保証区域 

印字可能区域 

プレプリント禁止区域 

Ｈ 

Ｉ 

Ｑ Ｑ 
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各部の寸法を下表に示します。 
 

記

号 
名     称 規格値 

Ｗ 用紙幅 88.9～406.4mm（3.5～16 ｲﾝﾁ） 

Ｌ 用紙長 101.6～304.8mm（4～12 ｲﾝﾁ） 

Ｌ

’ 
折りたたみ寸法(注 4) 

203.2～304.8mm（8～12 ｲﾝﾁ） 

279.4mm（11 ｲﾝﾁ）を標準とし、12.7mm(0.5 ｲﾝﾁ)間隔で設定す

ること。 

Ａ 
1 文字目印字位置 

(文字中心) 
約 60mm（トラクタ位置を左端に設定した場合） 

Ｂ 最左端ドット位置 約 58mm（トラクタ位置を左端に設定した場合） 

Ｃ 左端ドット位置 

用紙幅 15 ｲﾝﾁ使用時の左端ドット位置の可動距離：約 42mm 

（Ｈ：左端印字禁止区域 16mm を考慮した場合） 

用紙幅 16 ｲﾝﾁ使用時の左端ドット位置の可動距離：約 27mm 

Ｄ 最右端ドット位置 約 30mm（トラクタ位置を右端に設定した場合） 

Ｅ 上端印字非推奨区域(注 1) 25.4mm（1 ｲﾝﾁ） 

Ｆ 下端印字非推奨区域(注 1) 25.4mm（1 ｲﾝﾁ） 

Ｇ 印字停止位置(注 1) 用紙下端より約 15mm 

Ｈ 左端印字禁止区域(注 1) 
用紙幅 15 ｲﾝﾁまで：16mm 以下への印字は禁止する。 

用紙幅 16 ｲﾝﾁ   ：約 31mm 以下への印字不可となる。 

Ｉ 右端印字禁止区域(注 1) 16mm 以下への印字は禁止する。 

Ｊ 送り孔位置 6.0mm±0.7mm 

Ｋ 送り孔直径 
丸孔：φ4.0mm±0.1mm  

菊孔：φ4.0mm±0.1mm(最大直径は 4.5mm 以内とすること。) 

Ｍ 送り孔間隔 12.7mm±0.05mm 

Ｎ 送り孔横方向中心ずれ 0.1mm 以下 

Ｏ 
左右送り孔縦方向 

中心ずれ 
0.15mm以下 

Ｐ 縦ミシン目位置 12.7mm±0.2mm 

Ｑ センタライン位置 用紙端辺より 6.0mm±0.7mm 

Ｒ 用紙終了検出位置(注 5) 約 355.6mm 

Ｓ 
最終ページ下端印字保証

区域外位置(注 1) 
約 250mm 

 

(注 1) 印字保証区域外への印字および最終ページ下端印字保証区域外位置への印字は印字 

品質を保証できません。 

(注 2) 横寸法を小さくすると用紙の折りたたみ性が悪くなるため、横寸法を大きくとってください。 

(注 3) Ｈ部（左端印字禁止区域）へのプレプリントは禁止です。 

(注 4) 折りたたみ寸法は、最大 305ｍｍとし、203mm～279mm(8 ｲﾝﾁ～11 ｲﾝﾁ)を推奨します。 

また、140mm 以下の連続帳票用紙は折りたたみ性向上のため、2 ページ以上で折りたたむ 

ようにしてください。 

(注 5) 用紙終了を検出した場合、データ保証のため印字速度が低下します。 
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ラベル紙 

ラベル紙は、使用する環境や用紙メーカにより、特性が異なりますので、充分確認 

の上、問題ないことをご確認してから使用してください。 

 
用紙サイズおよび印字区域 

 

 

 

記号 寸法(mm) 

Ａ 
8.5 以上 

（1/3 インチ） 

Ｂ 
25.4 以上 

（1 インチ） 

Ｃ 
2.54 以上 

（1/10 インチ） 

Ｄ 
25.4 

（1 インチ）（注） 

用紙サイズ（台紙）は、一般

連続帳票用紙と同じです。 

注） Ｄ範囲内での印字区域では、多少改行が乱れる場合があります。 
 

用紙厚さ 
・用紙厚さは、ラベル＋台紙が 0.2mm 以下となるようにしてください。 

・台紙の厚さは、0.1mm 以下としてください。 

・ラベル紙連量はラベル+台紙が 135kg 以下としてください 

・ラベルの厚さは、0.08mm 以下としてください。 

 

ラベルと台紙の接着には下記のような接着剤を使用してください。 

①粘着力：350g/25mm 以上 JIS Z 0237（180° 引きはがし法） 

②ボールタック：NO.3 以上  JIS Z 0237（傾斜角 30°) 

③ラベル材質となじみがよくにじみ、はみ出しが少ないこと。 

アクリル系（架橋タイプ）を推奨します。 

 

C 

印字区域 
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ラベルの貼付け強度 

用紙の形態 
ラベルのはがれによる用紙送行不能、または印字ヘッドの損傷など、重大なトラブル 

を防止するために下記用紙形態をおすすめいたします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

  

  

  

  

台紙 

ラベル 
ラベル刃型（切り込み） 

ラベル刃型は台紙のこわさに影響を与えないこと。 

アンカット部(刃止メ)(注１) 

190.5～393.7(7.5～15.5) 

203.2～406.4(8～16) 

6.35 6.35 

（1/4） （1/4） 

単位：ｍｍ(ｲﾝﾁ) 

(1/5 以上) 

R2 以上 

R2 以上 

ラベル刃型 

折りたたみ用横ミシン目 

19 以上 19 以上 

31.7 以上 

12.7 以上 12.7 以上 

31.7 以上 

(3/4 以上) (3/4 以上) 
(1/2 以上) (1/2 以上) 

(5/4 以上) (5/4 以上) 

(1
/
1
2
以

上
) 

(
1
/4

以
上
) 

2
.1

以
上
 

(
1
/
3
以
上
)
 

(
1
/
1
2
以
上
)
 

(
1
/3

以
上
) 

(1
/
3
以

上
) 

8
.5

以
上
 

6
.3
5
以
上
 

(
1
/
4
以
上
)
 

6
.
35

以
上
 

2
.1
以
上

 

用
紙
進
行
方
向
 

8
.5

以
上
 

1
2
.7

 

標
準

6
.3

5 

8
.5
以
上

 

(1
/2

) 

(標
準

1/
4
) 

Φ4±0.1 

（スプロケット穴） 

2
0
3.

2
～
2
79
.4
(8

～
11
) 

5.1 以上（注 6） 

折りたたみ用横ミシン目 
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注 1） ラベル上部に２ヶ所アンカット部（刃止メ）を設けてください。アンカット寸法は 0.5mm と

してください。 

注 2） 斜線部はカス取り（不要ラベルのはく離）を行ってください。 

注 3） ラベル間、およびミシン目とラベル間にスペースを設けてください。 

注 4） ラベル、およびラベル刃型の各コーナーはＲ＝2mm 以上としてください。 

注 5） 上記項目以外の仕様は「連続帳票用紙」の項目を参照してください。特にミシン目の

テント張りについては注意してください。 

注 6） ラベル間の水平方向スペースは 5.08mm（1／5 インチ）以上設けることを推奨します。 

 

 
 

ラベル紙の保管 
用紙は温湿度の違いにより伸縮、変形します。比較的伸縮変形が少ないのは 

温度２０℃前後、相対湿度４０～６０％ですので、この状態で保管してください。 

保管状態が不適切な用紙を使用した場合、誤動作の原因となったり、印刷品質を 

悪くすることがあります。 

また、使用後はただちにビニールに包んで保管してください。 
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とじ穴の開けかた 

印字領域内にとじ穴を開けないでください。やむをえず印字領域内にとじ穴をあける 

ときは、とじ穴部と印字が重ならないようにし、以下のことを守ってください。 

また、用紙走行中にとじ穴がひっかかったり、PE センサが誤検出する場合がありますので、そ

の際は用紙セット位置をズラしてください。 

 

(１) 縦型２孔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) とじ孔空禁止範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1） とじ孔は印刷機構部に干渉し用紙破れなどが発生することがあるので１部紙には

空けないでください。また、複写紙の場合最上層紙にも空けないでください。 

(とじ孔以外の孔についても同様) 

注 2） とじ孔の抜きかすを残さないでください。(とじ孔以外の孔についても同様) 

Φ５～６ｍｍ 

送り孔  

８０ｍｍ 縦ミシン  

１６．３５ｍｍ 

 禁止範囲 

 60ｍｍ  45ｍｍ 

禁止範囲内にはとじ孔

以外の孔もあってはなり

ません 
 



KD55AH 取扱説明書 

 

5-20 

プレプリント用紙を使用するとき 

あらかじめ文字や枠などを印刷してある用紙（プレプリント用紙）を作成したり、 

使用したりするときは、次の点に注意してください。 

「用紙サイズおよび印字領域」に印刷するとき」に示す幅の条件に従ってください。 

 

(１) プレプリント禁止範囲 

左側トラクタ部に光学式の用紙ジャムセンサを設けていますので、用紙にプレプリント 

するときは、以下に示す禁止範囲にはプレプリントをしないようにしてください。 

誤って禁止範囲にプレプリントされますと、用紙ジャムセンサが誤検出することが 

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 用紙の厚さと色 

プレプリントの禁止範囲には、光を著しく透過したり、吸収するような紙質のものも使用し

ないでください。誤って使用しますと用紙ジャムセンサが誤検出することがあります。 

 

禁止範囲  

１２．７ｍｍ 
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取り扱い上のご注意 

特殊用紙について 
（１） 紙厚の変化する用紙（段差等のある用紙）は印字ヘッド損傷の原因となりますので極

力使用しないでください。 

（２） 裏カーボン紙の複写は、低温時において、薄くなることがあります。 

（３） ラベル紙を使用する場合、ラベル紙のはがれを防止するために、プラテンに巻き付け

たまま放置しないでください。 

（４） この章に記述した仕様に合わない特殊用紙を使用するときは、用紙づまりなどのトラブ

ルを予防するため、サンプルを作成して充分なためし印字を行い、使えることを確認し

てから使用してください。 

（５） 再生紙の種類によってはリボンカセットの寿命が短くなったり、用紙づまりが起きたりす

ることがあります。このときは、使用を中止して紙質の良いものに変更してください。 

 

 

用紙の保管および取り扱いについて 
用紙を保管したり、取り扱ったりするときは、変形、破損が生じにないように注意してく

ださい。 

 

      ・用紙は、次の場所に保管しないでください。 

      高温、多湿の場所 

      直射日光の当たる場所 

      火気のある場所 

      ・用紙をプリンタ内部にセットしたまま、長時間放置しないでください。 
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再生紙の利用について 

推奨再生紙 
 

製紙メーカ 
（原反メーカ） 銘 柄 用紙の特徴 購入先名 

（加工メーカ） 

王子製紙(株) 
再生紙ＮＩＰ 

ＯＫリサイクルフォームＮＩＰ 
古紙配合率：７０％ 

 

・小林クリエイト(株) 

 

再生紙の仕様 
 

項  目 仕  様 
  用紙寸法 

 （用紙サイズ） 

   381mm（15 インチ）×用紙長さ 

         279mm（11 インチ） 

  連  量  55kg 相当紙 

  用紙の重ね合わせ枚数 

 （用紙部数） 

１部紙（オリジナルのみ）とする。 

  ミシン目 

 （中間ミシン目） 

  中間ミシン目（横ミシン目、縦ミシン目）は使用しない 

  こと。 
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再生紙の特徴 
再生紙は、製紙会社によりかなり品質のバラツキがあります。表に示すように、再生紙

の特性上、不具合を発生させやすいため、ご使用にあたっては本書記載の上質紙で

の規定に加え、運用テストを充分に行って、業務に支障のない運用形態で使用してく

ださい。 

 

特徴 (上質紙との差) 不具合内容 

・白色度が低い 

・紙粉が多い 

・温度の影響を受けやすい 

・引っ張り強度、剛度が弱い 

・紙厚が厚くなる 

・表面強度が低い 

・用紙強度、剛度が弱いため、送り孔ガレによる改行精度への

影響や用紙詰まり、ミシン目からの切断の発生。 

・吸湿しやすいため用紙カール量、しわ、折れが増大による用

紙詰まりの発生。 

・紙粉、抜きカス等による印刷品質への影響、各種センサ系の

誤検出。 

・用紙強度、剛度が弱いため、スタック性、折りたたみ性が劣

る。 

 

また、再生紙の取り扱いにおいては、次の点もご留意ください。 

 

再生紙の利用環境 
常温、常湿の環境でご使用ください。 

 

再生紙の取り扱い 
・現状では、長期保存性に劣るため、保存文書等へのご使用は避けてください。 

・変色しやすいため、できるだけ直射日光は避けてください。 

・紙粉が多いため各機種の取扱説明書に記載されている清掃、点検を確実に 

実施してください。 

・用紙を装置に装填したままで、長期間放置しないでください。印刷しない場合は用紙 

 を取り外し、ポリエチレンシートに包んで箱に入れて保管してください。 
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再生紙の購入・保管 
・再生紙は、原料として使用されている古紙によって品質が大きく変化します。 

 このため、再生紙を大量に購入される場合は、事前に実機によるテスト（運用に支障 

 がないことの確認）を実施されることをおすすめします。 

・再生紙は空調された室内に保管し、包装を開封した用紙は速やかに使用してくださ 

 い。また、残った用紙はポリエチレンシートに包んで箱に入れて保管してください。 

 なお、空調がない場合は、使用環境で２４時間以上馴染ませてからご使用ください。 

・用紙は、次の場所に保管しないでください。 

  高温、多湿の場所 

  直射日光の当たる場所 

  火気のある場所 

 

紙質 
再生紙を使用する場合、用紙の吸湿による剛性低下、紙粉による媒体検出への影響、

改行精度の低下等の問題点がありますので、充分確認の上使用してください。 
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使用できない用紙 

次のような用紙は使用しないでください。次のような用紙を使用すると、用紙送りが不安定にな

り、紙づまり、折れ、および印字ずれの原因となります。最悪の場合には、印字ヘッドのピンが

折れる可能性もあります。 

 

・ 折り目、しわのあるもの、湾曲したものは、使用しないでください。 

・ 極端に薄い紙または厚い紙（用紙規格を満たさないもの） 

・ 小さすぎる紙または大きすぎる紙（用紙規格を満たさないもの） 

・ 切り抜き部分や窓のある紙 

・ ピン、クリップ、ホチキスの針など金属の付いている紙 

・ のり付け面が露出している紙、波打っている紙、はがれている紙 

・ 浮き彫りのある紙 

・ 連続帳票用紙の横ミシン目以外で折りたたんだ紙 

・ 複写紙において、オリジナルと複写紙で極端に大きさの異なる紙、または部分的に

極端に用紙厚が異なる紙 

・ 端または角が破れていたり、折れている紙 

・ 表面が光沢処理されている紙 

表面がコーティングされ、絵柄などが印刷されている用紙を使用すると、用紙にイン

クが充分浸透しないため、印刷面が汚れるなどの不良が起こる場合があります。 

・ 一度印字した用紙は、使用しないでください。紙詰まりなどの原因になります。 
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制限事項 
とじ穴つき用紙、コーナーカット帳票用紙、ミシン目付き単票用紙、色紙などは、 

保証外のため使用しないでください。使用して問題が発生した場合、性能は 

保証できません。 

やむをえず使用する場合は、本章の「保証外の印字」をご参照ください。 

 

・用紙のない部分やプラテンに直接印字しないでください。印字ヘッドピンを傷つける

ことがあります。 

 

保証外の印字 
次の印字は、原則的に禁止です。 

やむをえず使用する場合は、次のようにしてください。 

また、事前に充分なテストをして、問題のないことを確認してから、印字を行って 

ください。 

ただし、印字性能は保証できませんのであらかじめご了承ください。 

 

目  的 操    作    法 

とじ穴のある用紙に 

印字するには 

次の点をチェックし、充分テストをしてからお使いくださ

い。とじ穴が用紙検出スイッチなどにかかり、用紙終了

やエラーを検出することがあります。 

・とじ穴の周囲 6.35 ㎜以内には印字しないようにする 

・とじ穴のパンチくずはとり除く 

コーナーカットのある 

用紙に印字するには 

次の点をチェックし、充分テストをしてからお使いくださ

い。コーナーカットが用紙検出スイッチなどにかかり、

用紙終了やエラーを検出することがあります。 

・コーナーカット端から 6.35 ㎜以内の周辺部には印字 

 しないようにする。 

・コーナーカット部のパンチくずはとり除く 

・用紙のはがれを防止するために、コーナーカット部の 

 周囲には、縦／横ミシン目を入れない 

一度印字した用紙に 

印字するには 

次の点をチェックし、充分テストをしてから 

お使いください。 

・ 用紙の連量は 55 ㎏とする 

・ 連続帳票のサイズは、幅 381 ㎜、長さ 279.4 ㎜を 

基本とする 

・ 用紙がカールしていないこと 
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 帳票設計時のご注意 

帳票設計 

ラインプリンタに使用する帳票を設計される場合、特に考慮していただくものについてまとめた

ものです。帳票設計される場合は、設計に先だち必ず一読ください。 

帳票設計等は必ず以下の項を読んでから行ってください。 

 

用紙の左右移動量 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

約 58mm 

（2.28 インチ） 

注 1 

 最小 16mm 

 （0.63 インチ） 

用紙を左側に最大移動した時（注 2） 

345.4 ㎜（13.6 インチ） 

（180dot/inch×13.6 インチ=2,448dot） 

約 30 ㎜（1.18 インチ） 

用紙幅 381 ㎜（15 インチ）用紙および 

用紙幅 406.4 ㎜（16 インチ）用紙を 

右側に最大移動した時（注 2） 

印刷範囲） 
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注1） 左右用紙端から最初の印刷桁または右側用紙端から最後の印刷桁はリボンや印刷 

ヘッドの損傷を防止するため、最小 16 ㎜のマージンをとってください。（ただし、用紙端 

から送り孔のセンターラインは 6.0±0.7 ㎜のとき） 

また、15 インチを超える用紙の場合は、用紙左端から 16 ㎜よりもマージンが必要に 

なります。16 インチの場合は、約 31 ㎜以内は印字不可区域となります。 

注 2）用紙の左側余白寸法は約 58 ㎜、または右側余白寸法は約 30 ㎜ 

（用紙横寸法 15 インチおよび 16 インチの場合）以内にしてください。 

（ただし、用紙端から送り孔のセンターラインは 6.0±0.7 ㎜のとき） 

 

印刷禁止区域および印刷非推奨区域 
インクリボンや印刷ヘッドの損傷を防止するため、下記に示す区域には印刷しないよう

に帳票を設計してください。 

 

印刷禁止区域 
（1）送り孔部（次頁の図を参照） 

（2）孔部（印刷用紙内に空けた孔部） 

（3）ミシン目部 
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印刷非推奨区域 
用紙の左右端から16㎜および横ミシン目から上、下、25.4㎜（1インチ）は、送り孔およ

びミシン目の影響によりリボン等の汚れを避けるため、また横ミシン目のテント張りのた

め印刷不良が発生するので印刷しないことを推奨します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印刷禁止区域および印刷非推奨区域 
 

プレプリント用紙の仕様 
帳票設計時には、用紙の送り公差および印刷・裁断・温湿度・紙質による伸縮等を考

慮する必要があります。 

また、複写紙は最上層紙と最下層紙の層間ずれが大きいため下述によらない場合は 

印刷されたうえに文字が印刷されることがありますので注意してください。 

 

印刷禁止区域 

センターライン 

横ミシン目 

送り孔 

16 ㎜ 16 ㎜ 

センターライン 

25.4 ㎜ 

25.4 ㎜ 

横ミシン目 

送り孔 

印刷非推奨区域 
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（１） 印刷文字の上下に、わく線を入れる場合は印刷が中央に来るようにし、原則として 

１行 (4.23mm)おきに印刷してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
（２） メッセージ欄等で、毎行印刷する場合は、空白欄に印刷してください。わく線は上下 1

行 (4.23mm)以上空けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 縦わく線を入れるときは、前後に１．２７ｍｍ以上のスペースを設けてください。 

 
 
 
 
 
 

わく線 

１２３４５ 

１２３４５ 

Ｂ 
Ａ 

Ａ 

Ａ：８．４７ｍｍ(1/3 ｲﾝﾁ) 

６．３５ｍｍ(1/4 ｲﾝﾁ) 

Ｂ：４．２３ｍｍ(1/6 ｲﾝﾁ) 

３．１７５ｍｍ(1/8 ｲﾝﾁ) 

１２３４５ 

 

１２３４５ 

Ｂ 

Ｂ 

わく線 

Ｂ：４．２３  ｍｍ(1/6 ｲﾝﾁ) 

４５６ ０１２３ ４５６ 

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 

Ｃ：１．２７ｍｍ以上 
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（４） 印刷行に年、月、日等を印刷する場合は、前後に１．２７ｍｍ(０．１インチ)以上のスペ

ースを設けてください。 

 
 
 
 
 

（注）      部はプリンタによる印刷行を示します。 
 
（５）その他 
・印刷はプリンタによる印刷色と異なった色を使用することを推奨します。 
・複写用紙における発色形薬品等は、複写を必要とする箇所のみに施すことを推奨いた    

します。 
 
 

月日  平成    ２                月 

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 

Ｃ：１．２７ｍｍ以下 
１０ 年   
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印刷用紙の選定 
業務の運用形態の都合や、印刷後の後処理工程の効率向上のため、印刷用紙の様

式、種類は多様化しています。 

運用にあたっては必ずサンプル用紙を使用し、当該プリンタでしかも実業務に近い条

件で印刷テストを行い、使用の可否をチェックしたうえで用紙を選定してください。 

なお、このテストは他機種にて使用していた印刷用紙であっても念のために行ってくだ

さい。 

下表に主な印刷用紙選定時の注意点、および印刷テストを含むチェック内容を示しま

すので参考にしてください。 

 

印刷用紙選定のチェックリスト 
項目 印刷用紙選定時のチェック内容 判定 

用
紙
の
寸
法 

横寸法 88.9 ㎜(3.5 インチ)～406.4 ㎜(16 インチ)  

縦寸法 101.6 ㎜(4 インチ)～304.8 ㎜(12 インチ)  

折りたたみ寸法 

縦寸法×[Ｎ＝1、2、3] 

ただし、12.7 ㎜(0.5 インチ)の整数部で、最大 304.8 ㎜(12 イ

ンチ)まで。 

 

ミ
シ
ン
目 

 アンカット：カット(弱) 

(1～8 部紙) 

実測値  

横ミシン目 1 ㎜以上：2～3 ㎜   

中間横ミシン目 1 ㎜以上：2 ㎜以下   

縦ミシン目 1 ㎜以上：2～3 ㎜   

中間縦ミシン目 1 ㎜以上：2 ㎜以下   

送
り
孔 

形状・寸法 
丸孔(φ4.0±0.1 ㎜)または 

菊孔(φ4.0±0.1 ㎜～φ4.5 ㎜) 
 

アライメント 
上下孔の左右のいずれ(縦方向)：0.1 ㎜以下  

両端孔の上下のいずれ(横方向)：0.15 ㎜以下  

位置 
上下のピッチ：12.7±0.05 ㎜  

紙端からの位置：6.0±0.7 ㎜  

抜きかす 完全に抜けていること、付着していないこと  

適
量
用
紙
の
厚
さ 

連量（kg） 
30 ～

34 
45 55 70 90 110 合計  

1 部数         

2 部数 注 1        

3 部数         

4 部数 注 2        

5 部数 注 2        

6～8 部数 注 2        

注 1） 発色形ノーカーボン用紙は 43kg 紙まで、裏カーボン複写用紙は 45kg まで使用可能。 

注 2） 部紙を超える場合は、複写性が低下しますので、使用する場合は、充分に確認を行っ 

てください。 
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項目 印刷用紙選定時のチェック内容 判定 

複写枚数 

感圧紙(発色形カーボン用紙) (5 部紙以下)  

裏カーボン紙(裏カーボン複写用紙) (5 部紙以下)  

中カーボン紙(ワンタイムカーボン複写用紙) (4 部紙以下)  

重
合
せ 

2～3 部 
点糊付け 片側の送り孔付近とする  

(紙ホチキス) 両側の送り孔付近とする  

4～8 部 点糊付け 両側の送り孔付近とする  

とじ孔 
とじ孔の中心線は送り孔中心線から 16.35 ㎜の位置とする 

とじ孔径は 5～6 ㎜、綴じ穴の間隔は 80 ㎜ 
 

その他の形状 

送り孔とミシン目が交叉していないこと  

紙ホチキスとミシン目が交叉していないこと  

紙ミシン目と横ミシン目のカット部が交叉していないこと  

縦・横ミシン目に裂け目がないこと  

糊付けの範囲は紙端より 12.7 ㎜以内のこと  

糊付けによる用紙厚さの変化は 0.05 ㎜以内のこと  

紙ホチキスの爪は 4 本のこと(3 本以内でないこと)  

用紙にしわが生じていないこと  

重合せ時、ミシン目でのテント張りがないこと  

用
紙
印
刷
テ
ス
ト
を
行
っ
て
く
だ
さ
い 

用紙の種類 注意点 印刷テスト  

上 質 紙 

・インパクト用紙を使用する(LBP

用紙の中には、用紙走行時の

負荷が極端に大きくなり、用紙

ジャムが発生しやすいものが

あります) 

・用紙ジャムが発生しないか 

・送り孔の穴ガレは大きくないか 

 

複 写 紙 

・規定外の用紙(連量)を使用し

ていないか 

・厚みに段差はないか 

・複写テストを行う 

 

再 生 紙 

・上質紙に比べて紙質が劣りま

す(送り孔が破れやすいものや

紙粉が発生しやすいものがあ

ります) 

・用紙ジャムが発生しないか 

・送り孔の穴ガレは大きくないか 

・紙粉が発生しやすくないか 
 

OCR 用紙 
・70～110kg の範囲の用紙がの

ぞましい 

・印刷サンプルを作成し、OCR で読み

とりテストを行うこと 
 

ラベル紙 

(タック紙) 

・のりがはみださないこと 

・のりは硬めがのぞましい 

・ラベルが剥離しないか 

・印刷の鮮明度は良いか 
 

袋紙 

・中に空気が入らないように空

気を抜く孔を設けること 

・トータル連量は規格内であるこ

と 

・印刷テストを行う 

・紙袋が用紙走行系でジャムらないか 
 

その他の 

特殊用紙 

・規定内の用紙を使用している

か 

・印刷テストを行う 
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第 6 章 
保守と点検

この章では、リボンの交換、用紙詰まりやプリンタがうまく動かないときの処置、 

テスト印字のしかた、清掃のしかた、輸送のしかた、およびアフターサービスに 

ついて説明します。 

本装置では保守サービスによる６ヶ月点検が必要な装置です。
機能、性能等の品質を維持するために、６ヶ月点検の実施をお奨めいたします。
詳しくは保守会社へご連絡ください。

リボンの点検 ...................................................................................................................................................... 6-2 

リボンの交換 ...................................................................................................................................................... 6-4 

リボンカセットの交換 ................................................................................................................................. 6-5 

サブリボンの詰め替え .............................................................................................................................. 6-7 
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エラーコードとその対応 ......................................................................................................................... 6-19 
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テスト印字 .......................................................................................................................................................... 6-25 

清掃方法について.......................................................................................................................................... 6-27 

リボン走行路の清掃方法 ...................................................................................................................... 6-28 

用紙走行路の清掃方法 ........................................................................................................................ 6-30 

用紙収納部の清掃方法 ........................................................................................................................ 6-32 

フィルター部の清掃方法 ....................................................................................................................... 6-33 

アフターサービス ............................................................................................................................................ 6-35 
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リボンの点検 

毎日の業務を開始する前に、次の手順でリボンを点検してください。 

 

1 プリンタの電源を切る 

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

2 カセットカバーを開ける 

トップカバーを開き、カセットカバーを開いてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カセットカバー 

トップカバー 
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3 リボンの走行経路を確認する 

リボンが切れたり、ねじれたりしていないか、また、リボンが走行路内に正しく収まって 
いるかを点検してください。 

 

 
 
 
 

・印字が薄くなった場合や、リボンに磨耗や損傷が見られる場合は、早めにリボンを交

換してください。 

・リボンの交換の目安は約 800 万文字です。約 1600～1900 ページ、またはラインカウ

ンタで約 450～1200 カウントまで印字したものに相当します。 

 
 
 

 

 

 

・上記の交換時期を過ぎたリボンは使用しないでください。交換せずにそのまま 
使用していると、印字不良やリボンフィード不良を引き起こし、最終的には 
プリンタが損傷を受けることがありますので、早めに新品と交換してください。 

・印字が薄くなった時に、ＦＴレバーで濃度の調整を行わないでください。 
リボンが切れる原因となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リボン 

リボンフィードノブ 

注意 

ローラーオープン 
レバー 

リボンブレーキ 
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リボンの交換 

次のような場合は、早めにリボン交換を行ってください。 

・印字が薄い 

・リボンに摩耗や損傷が見られる 

・表示パネル部に「リボンヲコウカンシテクダサイ」とメッセージが表示されている。 

 
本プリンタで使用できるインクリボンは次の通りです 

品種コード 品 名 備 考 

T50092 リボンカセット リボン付カセット（ジョイントスキップ対応） 

T50091 サブリボンカセット 詰め替え用   （ジョイントスキップ対応） 

T50065 リボンカセット リボン付カセット 

T50063 サブリボンカセット 詰め替え用 

 

 
 
 
 

・本プリンタには、リボンのつなぎ目を避けて印刷するジョイントスキップ機能が 

あります。ジョイントスキップ機能を使用する場合は、（工場出荷時は有効に設 

定されています）ジョイントスキップ対応リボンを使用してください。ジョイン 

トスキップ非対応のリボンを使用する場合は保守員に連絡してください。 

・ジョイントスキップ非対応のリボンを使用すると、しばらくすると「ﾘﾎﾞﾝｽｷｯﾌﾟﾃﾞ 

ｷﾏｾﾝ」とメッセージが表示されます。（本メッセージは障害ではありません。 

メッセージが表示されたままでもプリンタはご使用になれます）ジョイントスキ 

ップ非対応のリボンをお使い頂く場合や、メッセージを消去する場合は保守員に 

連絡してください。 

・「ﾘﾎﾞﾝｽｷｯﾌﾟﾃﾞｷﾏｾﾝ」のメッセージを表示中、ジョイントスキップ対応リボンに交 

換した場合、操作パネルの「実行」「選択」「準備完」のスイッチを同時に押して、 

メッセージを 消去してください。 

 

※ジョイントスキップ対応のリボンには下図のようにメビウスボックスに白色またはグレーマーク 

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白色マーク メビウスボックス グレーマーク メビウスボックス 
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リボンカセットの交換 

 
 

 
 
 
 

・インクで手が汚れますので、手袋を着用してください。 
・リボンを取り外した状態で印字しないでください。プラテンの構成部品が早期 
に劣化または損傷してしまいます。 

 

1 プリンタの電源を切る 

 電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

2 トップカバーを開け、ＰＦオープンレバーを用紙セット可能位置に移動する 

    トップカバーを開け、ＰＦオープンレバーを一番奥の位置まで押してください。 

    

 
 
 
 
 
 
 
 

3 ペーパプレスホルダを開ける 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意 

トップカバー 

ＰＦオープンレバー 

ペーパプレスホルダ 
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4 リボンカセットを取り外す 

   ロックアームを押し、リボンカセットを取り外します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 リボンカセットを取り付ける 

   第１章「リボンの取り付け」 を参照し、リボンカセットを取り付けてください。 
 
 
 
 

 

・リボンカセット交換後は、リボンクズによる汚れが発生する場合がありますので、 
 「第６章 清掃方法について」に示す手順で、リボン走行経路の清掃を行ってく 
 ださい。 

・リボンの交換を行ったあとは、「6 章 テスト印字」を参照し、テスト印字を実施 
し、リボン動作・印字品質に異常がないことを確認してください。 

 

6 警告表示をリセットする 

   「第 3 章 リボン交換モード」 を参照し、警告表示のリセットを行ってください。 

   警告メッセージがでる前にリボン交換を行った場合でも同様に、「第 3章 リボン交換モー 

ド」を参照し、警告表示のリセットを行ってください。 
 
 
 

 
 

・リボンの交換を行っても、警告表示のリセットを実行するまで警告表示が表示さ 
 れ続けます。リボンの交換を行った後、警告表示のリセットを行わないと、適切 

 なリボン交換時期をお知らせできませんのでご注意ください。 
 

 
 
 
 
 

・ジョイントスキップ非対応のリボンを使用すると、しばらくすると「ﾘﾎﾞﾝｽｷｯﾌﾟﾃﾞ 
ｷﾏｾﾝ」とメッセージが表示されます。（本メッセージは障害ではありません。 

メッセージが表示されたままでもプリンタはご使用になれます）ジョイントスキ 
ップ非対応のリボンをお使い頂く場合や、メッセージを消去する場合は保守員に 
連絡してください。 

・「ﾘﾎﾞﾝｽｷｯﾌﾟﾃﾞｷﾏｾﾝ」のメッセージを表示中、ジョイントスキップ対応リボンに交 
 換した場合、操作パネルの「実行」「選択」「準備完」のスイッチを同時に押して、 
 メッセージを消去してください。 

 

ロックアーム 
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サブリボンの詰め替え 

 
 

 
 
 
 

・詰め替えリボンの交換回数は、同一リボンカセットで１０回までです。 
 カセットに回数を管理する銘板がありますので、交換回数を記入してください。 
 １０回以降は、新しいリボンカセットを使用してください。 
・インクで手が汚れますので、手袋を着用してください。 
・リボンを取り外した状態で印字しないでください。プラテンの構成部品が早期に 
 劣化または損傷してしまいます。 

 

1 プリンタの電源を切る 

 電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

2 トップカバーを開け、ＰＦオープンレバーを用紙セット可能位置に移動する 

    トップカバーを開け、ＰＦオープンレバーを一番奥の位置まで押してください。 

    

 
 
 
 
 
 
 
 

3 ペーパプレスホルダを開ける 

 
 
 
 
 
 
 

注意 

トップカバー 

ＰＦオープンレバー 

ペーパプレスホルダ 
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4 リボンカセットを取り外す 

   ロックアームを押し、リボンカセットを取り外します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

5 リボンカセットカバーを開ける 

   取り外したリボンカセットのカバーを開けます。 

 

6 ローラーオープンレバーをロックする 

   ローラーオープンレバーをカチッとロックするまで、手前に引いてください。 
 
 
 
 
 

7 ガイドアームからリボンを取り外す 

リボンをローラーと左右のガイドアームから ゆっくりと外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイドアーム 

ローラ 

ロックアーム 

ローラーオープンレバー 
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8 リボンブレーキを矢印方向へ押しながらリボンを取り外す 

 

9 リボンを取り出す 

リボンカセットからリボンを取り出してください。使用済みのリボンは、新しい詰め替え 

リボンの空箱に移し入れてください。 

 
 
 

 
 
 
 

・使用済みリボンは、付録「消耗品の廃棄について」を参照し、適切に処分して 
ください。 

 

10 詰め替えリボンをセットする 

詰め替えリボンの上ぶたを外して、案内板が右側になるように、リボンカセット内に 

セットしてください。 

 
 

リボンブレーキ 

案内板 

注意 
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11 詰め替えリボンのフックを外す 

詰め替えリボンの内箱にあるフックを外してください。 

 
 
 

12 詰め替えリボンをリボンカセットに移す 

詰め替えリボンの案内板を押さえながら、詰め替えリボンの内箱を矢印の方向に引き

抜いてください。 

その後、案内板を取り除いてください。 

 

 
 
 

フック 

案内板 

注意 

案内板は必ず取り外してください。リボンジャムの原因となります。 
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13 リボンカセットにセットする 

次の手順で、詰め替えリボンをリボンカセットにセットしてください。 

 
 

 
 
 
 

・リボンをセットするとき、よじれたり、ねじれたり しないように注意してくだ 
 さい。正常にリボンがセットされていない場合、印字不良やリボンフィード不良 
 を引き起こし、最終的にはプリンタが損傷を受けることがあります。 

 
①ローラから④ガイドアーム（L）まで、ゆっくりと リボンを通します。 

       
 

               
 
 

 
 
 
 

上図のように リボンをガイドアームの先端フックに正しくかけてください。 
正しくかけられていない場合、リボンジャムの原因となります。 

 
リボンブレーキレバーを矢印の方向に押しながら、⑤と⑥の箇所にリボンを通します。 

 

①ローラ ② ③ガイドアーム（R） 

④ガイドアーム（L） 

フック 

リボンブレーキレバー 

⑤ 

⑥ 

注意 

注意 
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14 リボンの位置を合わせる 

メビウスをリボンカセットカバーにある▼マークまで移動します。 

このとき、倒れているリボンがあれば起こしてください。 

 

15 リボンのたるみを取る 

ローラークローズボタンを押して、ローラーを閉じ、リボンフィードノブを時計回りに回し、

リボンのたるみを取ります。 

 
 

16 リボンカセットを取り付ける 

リボンカセットカバーを閉じ、リボン交換回数のチェックラベルの数字を一つ塗りつぶし

た後、第１章「リボンの取り付け」 を参照し、リボンカセットを取り付けてください。 

 
 

 

 

 

リボンの交換を行ったあとは、「第６章 テスト印字」を参照し、テスト印字を実施 

し、リボン動作・印字品質に異常がないことを確認してください。 

 

メビウス 

▼マーク 

ローラークローズボタン 

リボンフィードノブ 

リボン交換回数 
チェックラベル 
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17 警告表示をリセットする 

「第 3 章 リボン交換モード」 を参照し、警告表示のリセットを行ってください。 
警告メッセージがでる前にリボン交換を行った場合でも同様に、「第 3 章 リボン交換 
モード」を参照し、警告表示のリセットを行ってください。 

 
 

 

 

 

・リボンの交換を行っても、警告表示のリセットを実行するまで警告表示が表示 

 され続けます。リボンの交換を行った後、警告表示のリセットを行わないと、 

 適切なリボン交換時期をお知らせできませんのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

・ジョイントスキップ非対応のリボンを使用すると、しばらくすると「ﾘﾎﾞﾝｽｷｯﾌﾟﾃﾞ 

ｷﾏｾﾝ」とメッセージが表示されます。（本メッセージは障害ではありません。 

メッセージが表示されたままでもプリンタはご使用になれます）ジョイントスキ 

ップ非対応のリボンをお使いいただく場合や、メッセージを消去する場合は保守 

員に連絡してください。 

・「ﾘﾎﾞﾝｽｷｯﾌﾟﾃﾞｷﾏｾﾝ」のメッセージを表示中、ジョイントスキップ対応リボンに 

 交換した場合、操作パネルの「実行」「選択」「準備完」のスイッチを同時に押 

 して、メッセージを消去してください。 
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用紙ジャムの修復 

用紙ジャムが発生すると、操作パネルのメッセージ表示部に“05 ヨウシショウガイ”が

表示されます。 

次の手順に従って用紙ジャムを解除してください。 

 

1 トップカバーを開ける 

2 用紙を取り除く 

ＰＦオープンレバーを一番奥まで押します。トラクタカバーを開けて、つまった用紙を取り除いて

ください。 

 
 

 

 

 

 

 

3 次の項目について点検する 

・ＦＴレバーの設定は適切ですか？ … （「第 4 章  用紙厚の調整」を参照） 

・用紙の張力は適切ですか？  … （「第 4 章  用紙張力の調整」を参照） 

・用紙は正しく装填されていますか？ … （「第 4 章  印字用紙のセット」を参照） 

・用紙は規格どおりのものを使用していますか？ 

規格外の用紙は用紙ジャムの原因となります。 

・用紙に湿気がありませんか？ 

 湿度の高い場所に用紙を保管すると、用紙ジャムが起きやすくなります。 

 

 

 

トップカバー 

ＰＦオープンレバー 
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4 用紙ジャムセンサの清掃 

    用紙ジャムセンサ（左側トラクタの上）が汚れているときは、ガーゼで汚れを拭き取って 

    ください。 

 
 
 
 
 

5 用紙走行路の点検 
   フロントドアを開き、用紙収納部および用紙走行路を点検してください。 

    ・用紙収納部または用紙走行路に用紙くずがたまっている場合は、必ず電源をオフし 

てから掃除機などで除去してください。 

    ・リアドアを開き、用紙が正しく折りたたまれていることを点検してください。 

6 用紙位置の調整 
トラクタに用紙をセットし、用紙の位置を調整してください。 

   （「第 4 章 印字用紙のセット」を参照。） 

7 ＰＦオープンレバーを手前に引き、ＦＴレバーを適切に設定する 

   ＦＴ レバーは、「第４章 用紙厚の調整」 を参照し適切な設定を行ってください。 

     

8 操作パネルの リセット スイッチを押下する 

   メッセージ表示部から “05 ヨウシショウガイ” が消えたことを確認してください。 

9 トップカバーを閉める 

 
 
 
 
 

上記の手順に従って処置をしてもまだ頻繁に用紙ジャムが発生する場合は、 
保守員に連絡してください。 

 
 
 

用紙ジャムセンサ 
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リボンジャムの修復 

 
 
 

 

 

 

・インクで手が汚れますので、手袋を着用してください。 
・リボンを取り外した状態で印字しないください。プラテンの構成部品が早期 
 に劣化または損傷してしまいます。 

 

リボンジャムが発生すると、操作パネルのメッセージ表示部に “06 リボンショウガイ” 

と表示されます。次の手順に従ってリボンジャムを解除してください。 

 

1 トップカバーを開けて、カセットカバーを開ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 リボンがリボン走行路に正しく収まっているかどうか点検する 

 ローラーが閉じていることと、スプリングが外れていないことを確認してください。 

 

 

 

注意 

カセットカバー 

トップカバー 

ローラー 
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・ リボンが折れたり、たるんだり、ローラーに巻き付いたりしている場合は正しくセットし

直してください。（「第６章 リボンの交換」を参照） 

・ リボンが破れていたり、古くなっていたら、リボンを新品と交換してください。 

（「第６章 リボンの交換」を参照） 

・ リボンセパレータが破損している場合は保守員に連絡してください。 

3 リボンくずを除去する

   左右のリボンガイドおよびリボンフィードノブ周囲のリボンくずを除去してください

4 ＦＴレバーが正しく設定されているか確認する 

   ＦＴレバーが正しく設定されていないとリボンジャムの原因となります。 

   （「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

5 カセットカバーを閉め、トップカバーを閉める

6 操作パネルの リセット スイッチを押下する 

   メッセージ表示部から “06 リボンショウガイ” が消えたことを確認してください。 

上記の手順に従って処置をしてもまだ頻繁にリボンジャムが発生する場合は、

保守員に連絡してください。

リボンフィードノブ 

リボンカセットカバー 

リボンガイド 

リボンガイド 
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プリンタがうまく動かないとき 

故障個所の診断 

故障が起こった場合は、簡単な操作で直る場合もあります。 

保守会社に連絡する前に、本章の手順に従って、故障箇所を判断し、機能を回復させるため

の処置を行ってください。 

 

●電源が入らない場合 
・電源スイッチを一度切り、30 秒以上経ってから入れ直してください。 

・電源コードのプラグをコンセントにしっかりと差し込んでください。 

 

●操作パネルの画面にエラーコードが表示されている場合 
・「第６章 エラーコードとその対応」を参照してください。 

 

●印字品質が不良の場合。 
・「第６章 こんなときには」を参照してください。 

 

●その他の異常 
・電源スイッチをオフにし、5 秒後にオンにしてください。 

 

 

上記いずれの方法でも修復できない場合は、保守員に連絡してください。 

その場合、障害発生時の状況（印字サンプル、障害前の操作、環境（温、湿度等）、 

再発の頻度等）を説明してください。 
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エラーコードとその対応 

 
 
 
 
 
エラーランプが点灯し、メッセージ表示部にエラーコードが表示された場合は、次の操作を 

行ってください。 

 

エラーコードおよび 

エラー表示 
操 作 方 法 

02 プラテンオープン プラテンが後退しています。ＦＴレバーを手前に引きプラ

テンを閉めてください。 

03 ヨウシガ アリマセン 印字用紙がなくなりました。「第４章 印字用紙の交換」 

を参照して印字用紙を取り付けてください。 

04 カバーオープン ペーパプレスホルダが開いています。ペーパプレスホルダ

を閉めてください。 

05 ヨウシ ショウガイ 用紙ジャムが発生しました。「第６章 用紙ジャムの修復」

を参照してください。 

06 リボン ショウガイ リボンジャムが発生しました。「第６章 リボンジャムの 

修復」を参照してください。 

07 プラテン ショウガイ 印字中にプラテンが開きました。ＦＴレバーを手前に引き、 

プラテンを閉めて、リセットスイッチを押してください。 

75 FTレバー オープン ＦＴレバーが開いています。用紙厚に合わせ、ＦＴレバー 

を適切な位置に設定してください。 

76 FTレバー ショウガイ 印字中にＦＴレバーが開きました。ＦＴレバーを手前に 

引き、プラテンを閉めて、リセットスイッチを押してくだ 

さい。 

エラーコード 10～74 

             77～79 

プリンタが故障した可能性があります。エラーコード確認

後、電源オフ／オンを行ってください。「第１章 電源の投

入と切断」を参照してください。 

エラーコードなし 

エラーランプのみ点灯 

電源オン／オフを行ってください。「第１章 電源の投入と

切断」を参照してください。 

 

 

 

 

 

上記操作方法で修復しない場合は、エラーコードを確認して保守員に連絡して 

ください。 

 

印字モード 

 

高濃度 

高速 

高品位 

通常 

リセット 

先頭行／ 

選択 

電源 

エラー 

データ 

メッセージ表示部 

実行 メニュー ▼後退 ホールド 改行 

▲前進 改頁 準備完 

ステータス 

書式 

選択 
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こんなときには 

プリンタが動かなくなったり、きれいに印字できなくなったりした場合は、次の表でプリンタの 

症状に当てはまる項目を探し、それぞれの処置方法に従ってください。 

処置を行っても機能が回復しない場合は、担当営業または、保守会社にご相談ください。 

 

電源ランプが点灯せず、プリンタが動作しない 

プリンタの電源を切り、電源コードの接続を確かめてください。 

 （「第１章 電源コードの接続」参照） 

印字ができない 

準備完ランプが消えているとき 
→ 準備完ランプが消えているときは、印字できません。 

 準備完 スイッチを押して、準備完ランプを点灯させてください。 

準備完ランプが点灯しているとき 

→ プリンタの電源を切り、プリンタとパソコンをつなぐプリンタケーブルの接続を確か

めてください。 

 （「第１章 パソコンとの接続」参照） 

印字音はするのに印字しないとき 

→ リボンが取り付けられていません 

リボンを取り付けてください。 

 （「第１章 リボンの取り付け」参照） 

  リボンが取り付けてあるのに印字しないときは、印字ヘッドとリボンセパレータの間に 

  リボンが入っているかどうかを確かめてください。 

うまく用紙送りができない 

用紙がつまったとき 

→ 用紙を破らないように、静かに取り除いてください。 

 （「第６章 用紙ジャムの修復」参照） 

通常の給紙の場合にうまく用紙送りできないとき 

→ 用紙がきちんとセットされているかどうかを確かめてください。 

 （「第４章 印字用紙のセット」参照） 

→ 用紙の仕様が合っていません。仕様に合った用紙を使用してください。 

 （「第５章 使用できる用紙について」参照） 

→ 折れたり、曲がったりしている用紙は使用しないでください。 

「エラー」ランプが点灯する 

プリンタが故障しています。 

→ 電源を切り、再度入れ直しても、エラーランプが消灯しない場合は、表示パネルの 

エラーメッセージをひかえて、電源を切った後、保守員に連絡してください。 
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思いどおりに印字ができない 

印字開始位置が上、または下すぎるとき 

→ 印字開始位置を調整してください。 

 （「第４章 印字開始位置の調整」参照） 

→ ソフトウェアで上端余白の設定が必要な場合があります。 

お使いのアプリケーションソフトの説明書で確認してみてください。 

連帳用紙の印字位置がページによってズレるとき 

→ 仕様外の薄い用紙や厚い用紙を使用すると、連帳用紙の場合、ページによって 

印字位置がズレることがあります。 

「第５章 使用できる用紙について」を参照し、仕様に合った用紙を使用してくだ 

さい。 

文字化けや、意味のない文字列を印字してしまうとき 

   →プリンタドライバの選択機種が正しいか確かめてください。 

   →インタフェースケーブルの接続状態を確かめてください。 

   →パソコンの画面表示、印字プレビューが、すでにおかしい場合は、パソコンを調査 

     してください。 

印字が薄い、欠けるなどの印字不良がおこる 

次の表「印字不良が発生した場合の確認内容」を参照し、発生している事象に対応

する「確認事項」を順番に確認してください。 

 

 

 

印字不良が発生した場合の確認内容 
 

 印字不良内容 確認内容 

1 脱ドット 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．ＦＴレバーの設定値を小さくしてください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

 

2．用紙走行路を清掃してください。 

（「第６章 用紙走行路の清掃方法」を参照） 

 

3．リボンを交換してください。 

（「第６章 リボンの交換」を参照） 

2 印字薄（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．ＦＴレバーの設定値を小さくしてください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

 

2．リボンを交換してください。 

（「第６章 リボンの交換」を参照） 

脱ドット 
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 印字不良内容 確認内容 

3 印字薄（一部分） 

 

 

 

 

 

 

 

1．用紙走行路を清掃してください。 

（「第６章 用紙走行路の清掃方法」を参照） 

4 印字欠け 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．ＦＴレバーの設定値を小さくしてください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

 

2．リボンが折れていないか確認してください。 

 

3．リボンを交換してください。 

 

4．紙片がプリンタ内部にはさまっているかもしれません。 

用紙走行路を清掃してください。 

（「第６章 用紙走行路の清掃方法」を参照） 

5 斜行 

 

 

 

 

 

 

 

1．用紙のプレプリントに斜行がないか確認してください。 

（「第５章 プレプリント用紙を使用するとき」を参照） 

6 印字乱れ 

 

 

 

 

 

 

 

1．ＦＴレバーの設定値を変更してください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

7 文字揺れ 

 

 

 

 

 

 

 

1．ＦＴレバーの設定値を変更してください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

8 ドット離れ 

 

 

 

 

 

 

 

1．ＦＴレバーの設定値を変更してください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

 

欠け 

斜行 

印字薄 
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 印字不良内容 確認内容 

9 汚れ 

 

 

 

 

 

 

 

1．ＦＴレバーの設定値を変更してください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

 

2．リボンを取り付け直してください。 

（「第６章 リボン交換」を参照） 

 

3．用紙走行路およびリボン走行路を清掃してください。 

（「第６章 用紙走行路の清掃方法」を参照） 

 点汚れ 

 

 
 

 

1．ＦＴレバーの設定値を変更してください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

 

2．PF オープンレバーをゆっくり閉じてください。 

 

 帯汚れ 

 

 
 

 

1．ＦＴレバーの設定値を変更してください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

 

2．リボンを交換してください。 

（「第６章 リボンの交換」を参照） 

10 かすれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．ＦＴレバーの設定値を変更してください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

 

11 印字簿（特定位置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．用紙走行路を清掃してください。 

（「第６章 用紙走行路の清掃方法」を参照） 

12 詰まり 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．用紙張力を確認してください。 

（「第４章 用紙張力の調整」を参照） 

   

   

   

   

   

汚れ 

短い横線において 
カスレが発生する 

薄 

詰まり 
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 印字不良内容 確認内容 

13 横線乱れ 

 

 

 

 

 

 

 

1．用紙張力を確認してください。 

（「第４章 用紙張力の調整」を参照） 

 

 

 

 

 

 

上記の対処方法で印字不良が修復しない場合は、保守員に連絡して 
ください。 

 

乱れ 
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 テスト印字 

印字前に、印字品質を確認するためにテスト印字を行ってください。 

 

操作パネル 
 

 

 

 

 

 

 

 

1 プリンタの電源を入れる 
   電源スイッチをオンにします。（「｜」側に倒します。） 
   準備未完状態であることを確認します。 

2 第４章を参照し、用紙をセットします。 
3  メニュー スイッチを押し、「メニューセッテイ セッテイモード」の表示にする 

4  先頭行/選択 スイッチを押し、「メニューセッテイ テストインサツモード」の表示にする 

5 テスト印字を行う 

    実行 スイッチを押すとテストインサツモードに設定され、再度 実行 スイッチを押すと 

   テスト印字が開始します。 

   テスト印字は、  パターン、ノーマルＡＮＫ（12cpi）、スクリプトＡＮＫ（12cpi）、ノーマル 

   ＡＮＫ（10cpi）、スクリプトＡＮＫ（10cpi）、漢字横書き、漢字縦書きのパターンを 9 頁 

   （11 インチ長）印字して、自動的に終了します。 

 

印字モード 

 

高濃度 

高速 

高品位 

通常 

リセット 

先頭行／ 

選択 

電源 

エラー 

データ 

メッセージ表示部 

実行 メニュー ▼後退 ホールド 改行 

▲前進 改頁 準備完 

ステータス 

書式 

選択 
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テスト印字する場合は 15インチ幅以上の用紙をご使用ください。 

幅のせまい用紙を使用するとハンマの空打が発生し、ハンマ、プラテン、リボン

などの損傷・寿命低下をまねきます。 

 

6 テスト印字を終了する 
   テスト印字中に メニュー スイッチを押すと、テスト印字が終了します。 

7 オンラインモードに戻す 

    メニュー スイッチを 2 回押すと、オフラインになります。 

    準備完 スイッチを押します。 

   プリンタの表示が“プリント デキマス”になり、印字ができます。 

 
 

 

 

 

注意 
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清掃方法について 

 

 

 
 
 
 

・清掃前に、必ず電源スイッチをオフしてください。 

 

 

 

 

 

 

・印字直後は、内部の機構部が高温になっておりやけどを負う恐れがありますので 

 触らないでください。10分以上放置した後で、作業を行ってください。 

・リボンセパレータのエッジは鋭利なので不用意に触れるとケガをする恐れがあり 

 ますので、注意してください。 

 

 

 
 
 
 

・清掃を行うときは、溶剤などを使用しないでください。 
・内部の機構部には、強力な磁石がありますので、金属類を近づけないでください。 
・リボンセパレータ、フリクションプレートおよびハンマピンを傷つけないように 
 注意してください。 
・時計、フロッピィディスク等は、異常をきたすことがありますので近づけないで 
 ください。 

 

 

 

 

使用工具 
電気掃除機、ガーゼ 

 

 清掃場所 実施時期 清掃方法 

1 リボン走行路 リボン交換時 
「第６章 リボン走行路の

清掃方法」参照 

2 用紙走行路 毎日（終業時間） 
「第６章 用紙走行路の清

掃方法」参照 

3 用紙収納部 毎日（終業時間） 
「第６章 用紙収納部の清

掃方法」参照 

 

注意 

注意 

！ ！   注意 
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 リボン走行路の清掃方法 

プリンタの性能を維持するためには、リボン走行経路の清掃が必要です。 

リボンの交換時期にあわせて、次の手順で清掃を行ってください。 

 

 
 
 
 
 

・電気掃除機の吸入口を無理にプリンタ内部に入れないでください。 
・リボンセパレータおよびフリクションプレートを電気掃除機の吸入口で曲げな 
 いように注意してください。 

 
 

 
 
 
 

・リボンセパレータに変形または破損があった場合は、新品に交換してください。 
 そのまま使用すると、印字品質に悪影響を与えるばかりでなく、装置に損傷を 
 与えることがあります。 

 

 

1 プリンタの電源を切る 

   電源スイッチが 「○」 側に倒れていることを確認します。 

2 トップカバーを開けて PF オープンレバーを一番奥の位置まで押す 

   用紙が取り付けられている場合は用紙を取り外してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

注意 

トップカバー 

ＰＦオープンレバー 
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3 リボン走行路を清掃する 
   リボン走行路に付着しているリボンくずを、ガーゼまたは電気掃除機で清掃して 
   ください。特に左右のリボンガイドおよびリボンセンサに付着したリボンくずは、 
   インクリボンの走行に悪影響を与えますので忘れずに清掃してください。 
 
 

 

              

ＰＦオープンレバー リボンジョイント検出バー 
（ジョイントスキップ機能） 

トラクタ 

印字機構部 

リボンセンサ 

リボンガイド 

ミドルダクト 

ハンマピン 

リボンセパレータ 

フリクションプレート 
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 用紙走行路の清掃方法 

プリンタの性能を維持するためには、用紙走行経路の清掃が必要です。 

プリンタを使用した後には次の手順で清掃を行うことをお勧めします。 

 

 

 
 
 
 
 

・電気掃除機の吸入口を無理にプリンタ内部に入れないでください。 
・リボンセパレータおよびフリクションプレートを電気掃除機の吸入口で曲げな 
 いように注意してください。 

 

1 プリンタの電源を切る 
   電源スイッチが 「○」 側に倒れていることを確認します。 
 

2 トップカバーを開けて PF オープンレバーを一番奥の位置まで押す 

   用紙が取り付けられている場合は用紙を取り外してください。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

注意 

トップカバー 

ＰＦオープンレバー 
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3 用紙走行路を清掃する 

   印字機構部、左右のトラクタピン、用紙ジャムセンサおよびプラテンの周辺をガーゼ 
    または電気掃除機で清掃してください。用紙ジャムセンサのガラス面は必ずガーゼで 
    清掃してください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＰＦオープン 

レバー 

トラクタピン 

印字機構部 

プラテン 

用紙ジャムセンサ 

ＦＴレバー 
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 用紙収納部の清掃方法 

プリンタの性能を維持するためには、用紙収納部の清掃が必要です。 

プリンタを使用した後には次の手順で清掃を行うことをお勧めします。 

 

フロントドアを開け、用紙が取り付けられている場合は用紙を取り外してください。 

用紙収納部内の用紙くずを電気掃除機で除去してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

用紙収納部 

フロントドア 
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 フィルター部の清掃方法 

プリンタの性能を維持するためには、フィルター部の清掃が必要です。 

 

1 プリンタの電源を切る 
   電源スイッチが 「○」 側に倒れていることを確認します。 

2 フィルタキットを取り外す 

   ＲＨサイド側の通気孔にあるフィルタキットを取り外します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 フィルターを清掃する 

   フィルタキットのフィルターを電気掃除機で清掃します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィルタキット 

ＲＨサイド側 

通気孔（吸気口） 

マグネット 
キャッチ 

フィルタケース 

フィルタキットの構成 

フィルター 

フィルタキット 
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4 フィルタキットを取り付ける 

   フィルタキットをＲＨサイド側スタンド底面部にある吸気口部に、下図に示すように 
フィルターケースのツバ部をスタンド段差に突き当ててマグネットキャッチ×２コにて 
取り付けます。 

 

 突き当て取り付け スタンド段差 

フィルタケースのツバ部 フィルタキット 
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アフターサービス 

・保守部品保有期間は、製造中止後５年です。 

・分解、改造などを行わないでください。 

無償保証期間内でも無償修理が受けられないことがあります。 

・プリンタのご使用に当たっては、当社指定のオプションまたは消耗品をお使いくださ

い。指定以外の用品をお使いになったことによる製品の誤動作および故障に関しま

しては、当社は一切責任を負いかねますのでご了承ください。 

・操作および機能について不明な点や修理については、お買い求めの販売店、保守

会社または本書に記載されている問合わせ先にご相談ください。 
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 プリンタの概略仕様 

 

項  目 仕  様 

型名 ＫＤ５５ＡＨ 

印字方式 ドットインパクトマトリクス方式 

印字速度*1 
解 

像 

度 

高速 90×180dpi 680 (640)行／分 

通常 120×180dpi 570 (530)行／分 

高品位 180×180dpi 410 (380)行／分 

ドット径 0.20mm 

ドットピッチ 1／180 インチ（0.14mm）     (縦･横共) 

印字ヘッド 144 ピン（12 ピン×12 列） 

印字桁数 
漢字全角 90（字／行） 

ANK(パイカ) 136（字／行） 

複写能力 

(コピー能力) 

標準モード 5 枚 

高複写モード 8 枚 

イメージ印字 行ドット数 2448 ドット 

用紙送り 

用紙送り方式 引き上げトラクタ方式（連続帳票用紙） 

改行間隔 
1／180 インチ（0.141mm）×n 

（n はプログラム設定による） 

紙送り速度*２ 最大 約 20 インチ/秒 

給紙排紙容量 2,000 シート（１枚紙 55kg 用紙） 

使用環境 動作時 温度 ： 5～40℃、湿度 ： 30～80% 

保存時 温度 ： －10～43℃、湿度 ： 8～90% 

インタフェース セントロニクス準拠パラレルインターフェイス 

用紙切れ発生時の動作 ページ保証機能あり*３ 

*1：印字速度は、FT レバーを「１」に設定した場合の最大速度です。ＦＴレバーを「１」以外に 

  設定した場合は、（ ）内の印字速度となります。 

*2：用紙折り畳み向上のため、連続 2.5 インチ以上の送りは分割改行します。 

*3：本プリンタは、用紙切れの検知を用紙下端から約３５６mm の位置で行います。用紙切れ 

検知後、次の改ページコードまでを印字して、用紙切れをパソコンなどの上位装置に 

報告します。(このため未印字の用紙が数枚余る場合があります。) １ページの印字が 

完了してから用紙切れを報告するため、用紙を掛け替えた後、パソコンから継続される 

印字データは、ページ先頭のデータとなり印字位置のズレが発生しません。 

（印字データにページ長と改ページコードが含まれていない場合、本機能を利用する 

ことはできません。） 

なお、実際の用紙のサイズとメニュー設定のサイズを合わせ、用紙は用紙サイズと同じ 

インデックススケール位置に合わせてセットしてください。サイズやセット位置が合ってい 

ないと次のページのＴＯＦ位置で印字停止ができません。 
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項  目 仕  様 

電源仕様 
入力電源種別 商用単相 

電源電圧 AC100V±10% 

電源周波数 50／60Hz±2Hz 

消費電力 

最大動作時 1250W 以下 

平均動作時 700W 以下 

待機時 105W 以下 

省電力モード 28W 以下 

外形寸法 
幅 約 686mm 

奥行 約 700mm 

高さ 約 1,050mm 

質量 約 115kg 

稼働音 高品位印字時 平均 53dB (A)以下 

装置寿命 5 年または 2,952 万行 

印字ヘッド寿命 約 10 憶ドット／ピン 

リボン 種類 エンドレスタイプリボン 

寿命 約 800 万文字（ドラフト ANK 印刷時） 

 
 

印字品質 

下記範囲内で、装置ごとの個体差が生じる場合があります。 

 

印字ずれ(漢字、イメージ) 

(縦罫線のつなぎずれ） 

0.2mm 以下 

改行ピッチ 

(1/6 ｲﾝﾁ(4.23mm)正改行) 

･単  一  ±0.35mm 以下 

（1 枚紙 55kg 用紙,連帳） 

･累  積  ±0.7mm 以下 

（4.23mm×60 改行,連帳 1 枚紙 55kg 紙） 

斜  行  0.8mm／136 桁以下（連帳１枚紙 55kg 用紙） 
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外観図 

標準外観図 

  単位 ：mm 
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単位 mm 
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インタフェース仕様 

インタフェースコネクタ
プリンタ側 ： レセプタクル ： アンフェノール 36 ピン 

ケーブル側 ： プラグ     ： アンフェノール 36 ピン 

コネクタピン配列

インタフェースコネクタ（36 ピン） 

ピン No 信 号 ピン No 信 号 

1 *DSTB 19 *DSTB-RET

2 DATA 1 20 DATA 1-RET 

3 DATA 2 21 DATA 2-RET 

4 DATA 3 22 DATA 3-RET 

5 DATA 4 23 DATA 4-RET 

6 DATA 5 24 DATA 5-RET 

7 DATA 6 25 DATA 6-RET 

8 DATA 7 26 DATA 7-RET 

9 DATA 8 27 DATA 8-RET 

10 *ACKNLG 28 *ACKNLG-RET

11 BUSY 29 BUSY-RET 

12 PE 30 *INIT-RET

13 SLCT 31 *INIT

14 *AFXT 32 *ERROR

15 NC 33 SG 

16 SG 34 NC 

17 FG 35 NC 

18 +5V 36 *SLCT IN

注 1) -RET 信号は、すべて SG に接続されています。 

注 2) （ ）内の信号は、ステータス出力です。 

注 3)  *は、負論理信号であることを示します。 
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入力信号の説明
DATA 1～8 プリンタの受信データです。 

“H”で信号あり、“L”で信号なしです。 

*DSTB DATA1～8 を読み込むためのパルス信号です。 

定常状態では“H”です。“H”から“L”になるとき、データを読み込みま

す。 

*AFXT 復帰改行する信号です。 

“L”になっていると、CR コードを受信して復帰改行します。 

*SLCT IN DC1/DC3 を無効にする信号です。 

電源投入時に、“L”になっていると、DC1/DC3 コードが無効になります。 

*INIT プリンタを初期状態にする信号です。 

 “L”になるとプリンタは初期状態になります。 

出力信号の説明
*ACKNLG *STROBE に対する応答信号です。

データ入力完了時に出力される負のパルス信号です。 

PE 用紙切れを通知する信号です。 

BUSY プリンタのビジー状態を通知する信号です。 

この信号が“H”のとき、プリンタはビジー状態で、データは受信できませ

ん。 

以下の状態のとき、この信号は“H”です。 

受信データ処理中、アラーム状態、オフライン状態、電源投入時また

は*INIT 信号を受信しての初期化動作中。 

SLCT 常に“H”です。 

*ERROR アラーム状態、オフライン状態を通知する信号です。 

この信号が“L”のときは、アラーム状態、オフライン状態です。 
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ネットワーク接続 

オプションのＬＡＮアダプタと接続することにより、本プリンタをネットワークプリンタとし

てご使用いただけます。 

ＬＡＮアダプタ
Ｃ５２００Ｈ ：10BASE-T/100BASE-TX 自動切り替え 

TCP/IP 対応 

接続時の設定
ＬＡＮアダプタ Ｃ５２００Ｈと接続する場合は、メニュー設定が以下の設定に 

なっていることを確認してください。 

設定ﾓｰﾄﾞ  －TOF 位置ので FF －「無効」 

－接続形態 －「ＬＡＮ接続」 

  （「第 3 章 設定ﾓｰﾄﾞ」を参照） 
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ＥＳＣ／Ｐコマンド 

ＥＳＣ／Ｐコマンドコードはプリンタを制御するための命令です。この項は、プリンタの制

御に関して必要に応じて参照してください。 

ＥＳＣ／Ｐコマンドコード一覧 

以下にコマンドコードの一覧を示します。 

機 能 コントロールコード 16 進表示 パラメータの範囲 

印
字
・

紙
送
り

印字復帰 ＣＲ ０Ｄ 

改行 ＬＦ ０Ａ 

改ページ ＦＦ ０Ｃ 

ｎ／180インチ順方向紙送り ＥＳＣ Ｊ ｎ １Ｂ ４Ａ ｎ ０≦ｎ≦ 255 

印

字

領

域

設

定

行単位ページ長設定 ＥＳＣ Ｃ ｎ １Ｂ ４３ ｎ １≦ｎ≦ 127 

インチ単位ページ長設定 ＥＳＣ Ｃ ０ ｎ １Ｂ ４３ ００ ｎ １≦ｎ≦ 22 

ミシン目スキップ設定 ＥＳＣ Ｎ ｎ １Ｂ ４Ｅ ｎ １≦ｎ≦ 127 

ミシン目スキップ解除 ＥＳＣ ０ １Ｂ ４Ｆ 

右マージン設定 ＥＳＣ Ｑ ｎ １Ｂ ５１ ｎ １≦ｎ≦ 255 

左マージン設定 ＥＳＣ ｌ ｎ １Ｂ ６Ｃ ｎ ０≦ｎ≦ 255 

改
行
量

設 

定

１／８インチ改行量設定 ＥＳＣ ０ １Ｂ ３０ 

１／６インチ改行量設定 ＥＳＣ ２ １Ｂ ３２ 

ｎ／180インチ改行量設定 ＥＳＣ ３ ｎ １Ｂ ３３ ｎ ０≦ｎ≦ 255 

タ
ブ
設
定

水平タブ位置設定 ＥＳＣ Ｄ ［ｎ］ｋ ＮＵＬ １Ｂ ４４［ｎ]ｋ ００ １≦ｎ≦ 255 ０≦ｋ≦ 32 

垂直タブ位置設定 ＥＳＣ Ｂ ［ｎ］ｋ ＮＵＬ １Ｂ ４２［ｎ]ｋ ００ １≦ｎ≦ 255 ０≦ｋ≦ 16 

水平タブ実行 ＨＴ ０９ 

垂直タブ実行 ＶＴ ０Ｂ 

絶対位置設定 ＥＳＣ ＄ ｎ１ ｎ２ １Ｂ ２４ ｎ１ ｎ２ ０≦(ｎ１＋ｎ２×256)≦ 815 

相対位置設定 ＥＳＣ ￥ ｎ１ ｎ２ １Ｂ ５Ｃ ｎ１ ｎ２ －2448≦(ｎ１＋ｎ２×256)≦ 2447 

文
字
設
定

書体選択 ＥＳＣ ｋ ｎ １Ｂ ６Ｂ ｎ ０≦ｎ≦６(１～4,6の場合はローマン） 

プロポーショナル指定／解除 ＥＳＣ ｐ ｎ １Ｂ ７０ ｎ ｎ＝０(解除)，１(設定) 

１０ＣＰＩ指定 ＥＳＣ Ｐ １Ｂ ５０ 

１２ＣＰＩ指定 ＥＳＣ Ｍ １Ｂ ４Ｄ 

１５ＣＰＩ指定 ＥＳＣ ｇ １Ｂ ６７ 

スーパー／サブスクリプト指定 ＥＳＣ Ｓ ｎ １Ｂ ５３ ｎ ｎ＝０(ｽｰﾊﾟｰ)，１(サブ) 

スーパー／サブスクリプト解除 ＥＳＣ Ｔ １Ｂ ５４ 

漢
字
ピ
ッ
チ

調 
 
 

整

全角文字スペース量設定 ＦＳ Ｓ ｎ１ ｎ２ １Ｃ ５３ ｎ１ ｎ２ 
０≦ｎ１≦ 127 

０≦ｎ２≦ 127 

半角文字スペース量設定 ＦＳ Ｔ ｎ１ ｎ２ １Ｃ ５４ ｎ１ ｎ２ 
０≦ｎ１≦ 127 

０≦ｎ２≦ 127 

文
字
装
飾

漢字縦書き指定 ＦＳ Ｊ １Ｃ ４Ａ 

漢字横書き指定 ＦＳ Ｋ １Ｃ ４Ｂ 

半角縦書き２文字指定 ＦＳ Ｄ［ｄ］ｋ １Ｃ ４４［ｄ］ｋ ｋ＝４ 

４倍角指定／解除 ＦＳ Ｗ ｎ １Ｃ ５７ ｎ ｎ＝０(解除)，１(設定) 

漢字アンダーライン指定／解除 ＦＳ － ｎ １Ｃ ２Ｄ ｎ 
ｎ＝０(解除),１(細 指定) 

２(太 指定) 

漢字一括指定 ＦＳ ！ ｎ １Ｃ ２１ ｎ ０≦ｎ≦ 255 



KD55AH 取扱説明書 

A-10 

機 能 コントロールコード 16 進表示 パラメータの範囲 

ビ

ッ

ト

イ

メ
ー
ジ
選
択

ビットイメージ選択 
ＥＳＣ  ＊ 

ｍ  ｎ１  ｎ２ [ｄ] ｋ 

１Ｂ  ２Ａ  ｍ 

 ｎ１  ｎ２ 

[ｄ]  ｋ 

ｍ＝０～４,６,32,33,38～40, 

０≦n1≦255,０≦n2≦31 

０≦ｄ≦255 

ｋ＝(n1＋n2×256)×ｊｊ＝

1,3 

初期化 初期化 ＥＳＣ  ＠ １Ｂ  ４０ 

キ
ャ
リ
ッ
ジ

制 
 
 
 
 
 

御

単方向印字指定／解除 ＥＳＣ  Ｕ  ｎ １Ｂ  ５５  ｎ ｎ＝０(両方向),１(単方向) 

漢字高速印字指定 ＦＳ  ｘ  ｎ １Ｃ  ７８  ｎ ｎ＝０(解除),１(高速指定) 

文字品位選択 ＥＳＣ   ｘ  ｎ １Ｂ  ７８  ｎ ｎ＝０(ドラフト),１(通常) 

文

字

セ

ッ

ト

縮小指定 ＳＩ ０Ｆ 

縮小解除 ＤＣ２ １２ 

アンダーライン指定／解除 ＥＳＣ   －  ｎ １Ｂ  ２Ｄ  ｎ ｎ＝０(解除),１(指定) 

縦倍拡大指定／解除 ＥＳＣ  ｗ  ｎ １Ｂ  ７７  ｎ ｎ＝０(解除),１(指定) 

国際文字選択 ＥＳＣ   Ｒ  ｎ １Ｂ  ５２  ｎ ０≦ｎ≦12,13,64 

文字コード表選択 ＥＳＣ   ｔ  ｎ １Ｂ  ７４  ｎ 
ｎ＝１(拡張グラフィック) 

３(カタカナ） 

文

字

定

義

ダウンロード文字定義 

ＥＳＣ   ＆  ０  ｎ  ｍ 

[ａ０ａ１ａ２ 

ｐ１…ｐｋ] ｍ － ｎ ＋ １ 

１Ｂ  26 00 ｎ  ｍ 

[ａ０  ａ１  ａ２ 

ｐ１…… 

…ｐｋ]ｍ－ｎ＋

１ 

32≦ｎ≦ｍ≦127  ０≦a0≦127 

０≦a1≦127  －128≦a2≦127 

０≦p1…pk≦255 

ダウンロード文字セット指定 

／解除 

ＥＳＣ  ％  ｎ １Ｂ  ２５  ｎ ｎ＝０(解除),１(指定) 

文字セットコピー ＥＳＣ  ：  ０  ｎ  ０ １Ｂ  ３Ａ  00n00 ０≦ｎ≦６(1～4,6の場合はローマ

) 文字間スペース量設定 ＥＳＣ  ＳＰ  ｎ １Ｂ  ２０  ｎ ０≦ｎ≦127

強調設定 ＥＳＣ  Ｅ １Ｂ  ４５ 

強調解除 ＥＳＣ  Ｆ １Ｂ  ４６ 

二重印字指定 ＥＳＣ  Ｇ １Ｂ  ４７ 

二重印字解除 ＥＳＣ  Ｈ １Ｂ  ４８ 

倍幅拡大指定／解除 ＥＳＣ  Ｗ  ｎ １Ｂ  ５７  ｎ ｎ＝０(解除),１(指定) 

自動解除付倍幅拡大指定 Ｓ０ ０Ｅ 

自動解除付倍幅拡大解除 ＤＣ４ １４ 

一括指定 ＥＳＣ  ！  ｎ １Ｂ  ２１  ｎ ０≦ｎ≦255 
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機 能 コントロールコード 16 進表示 パラメータの範囲 

漢

字

文

字

セ

ッ

ト

漢字モード指定 ＦＳ  ＆ １Ｃ  ２６ 

漢字モード解除 ＦＳ  ． １Ｃ  ２Ｅ 

半角文字指定 ＦＳ  ＳＩ １Ｃ  ０Ｆ 

半角文字解除 ＦＳ  ＤＣ２ １Ｃ  １２ 

１／４ 角文字指定 ＦＳ  ｒ  ｎ １Ｃ  ７２  ｎ ｎ＝０（上付き),１（下付き） 

漢字書体選択 ＦＳ  ｋ  ｎ １Ｃ  ６Ｂ  ｎ ｎ＝０（明朝),１（ゴシック） 

漢
字
文

字
定
義

外字定義 ＦＳ  ２  a1 a2 ｢ｄ｣ ｋ 
１Ｃ  32 a1 a2 

[ｄ] ｋ 

ａ１＝７７Ｈ 

２１Ｈ≦ａ２≦７ＥＨ 

ｋ＝７２ 

そ

の

他

文字スタイル選択 ＥＳＣ  ｑ  ｎ １Ｂ  ７１  ｎ ｎ＝０,１,２,３ 

イタリック指定 ＥＳＣ  ４ １Ｂ  ３４ 

イタリック解除 ＥＳＣ  ５ １Ｂ  ３５ 

半角スペース量補正 ＦＳ  Ｕ １Ｃ  ５５ 

半角スペース量補正解除 ＦＳ  Ｖ １Ｃ  ５６ 

特

殊

コ

マ

ン

ド

矩形罫線 
ＥＳＣ ･ ｜ ･ 〉･ ＤＣ３･ 

Ｎｕ11･Ｘｓ･Ｙｓ･Ｘｅ･Ｙｅ 

１Ｂ･７Ｃ･３Ｅ･１３･ 

00･Ｘｓ･Ｙｓ･Ｘｅ･Ｙｅ 
０≦Ｘ≦2447,0≦Ｙ≦63 

矩形罫線 
ＥＳＣ ･ ｜ ･ 〉･ ＥＳＣ･ 

Ｎｕ11･Ｘｓ･Ｙｓ･Ｘｅ･Ｙｅ･ 

Ｓ１･Ｓ２･Ｓ３･Ｓ４ 

１Ｂ･７Ｃ ･３Ｅ･１Ｂ･ 

00･Ｘｓ･Ｙｓ･Ｘｅ･ 

Ｙｅ･Ｓ１･Ｓ２･Ｓ３･Ｓ４ 

０≦Ｘ≦2447,0≦Ｙ≦63 

Ｓ１,Ｓ２,Ｓ３,Ｓ４＝“０”(非印字), 

“１”(印字) 

矩形罫線太さ指定 
ＥＳＣ ･｜･ ｗ・ｎ１･ｎ２･ 

ｄ１ 

１Ｂ･７Ｃ･77･n1･

n2･ｄ１ 

ｎ１＝０１,ｎ２＝００,ｄ１＝“１”(細), 

  “２”(太) 

矩形罫線線種指定 
ＥＳＣ ･｜･ １・ｎ１･ｎ２･ 

ｄ１ 

１Ｂ･７Ｃ ･６Ｃ･ｎ１・ 

ｎ２・ｄ１ 

ｎ１＝０１,ｎ２＝００,ｄ１＝“１”(実線), 

“２”(破線) 

ラスタイメージ 
ＥＳＣ ･｜･ Ｉ・ｎ１･ｎ２･ 

Ｎ・ｍ１・ｍ２・[ｄ] ｋ 

１Ｂ･７Ｃ ･49･n1･n2･ 

Ｎ・ｍ１･ｍ２ ･[ｄ] ｋ 

０≦Ｎ≦６３， 

０≦（ｍ１＋ｍ２×２５６）≦３０６, 

０≦ｄ≦２５５, 

０≦ｋ≦（Ｎ×ｍ１＋ｍ２×２５６), 

０≦ｎ１＋ｎ２×２５６≦ｋ＋３ 

バーコードデータ指定 
！・＠ ・＆・４・Ｅ・ｎ１・ 

ｎ２・ｎ３・[ｄ] ｋ 

21･40･26･34･45･ 

ｎ１･ｎ２･ｎ３･  [ｄ]ｋ 

３１≦ｎ１≦３６ 

１≦((ｎ２－３０Ｈ)×１０＋ 

(ｎ３－３０Ｈ)＝ｋ）≦４５ 

バーコード印字指定 ！・＠ ・＆・４・Ｆ 21･40･26･34･46 

ＡＮＫ文字印字指定 ！・＠ ・＆・４・Ｇ 21･40･26･34･47 

郵政カスタマコードデータ 

指定 

！・＠ ・＆・４・Ｊ・ｎ１ 

ｎ２・[ｄ] ｋ 

21･40･26･34･4A･ 

ｎ１･ｎ２･ [ｄ] ｋ 

ｎ１＝３１Ｈ（チェックデジット生成) 

＝３２Ｈ（全桁上位指定) 

ｎ２＝ＸＸＨ ＸＸＨ（データ長指定） 

郵政カスタマコード印字指定 ！・＠ ・＆・４・Ｋ 21･40･26･34･4B 

拡大印字指定 
！・＠ ・＆・４・Ｈ 

・ｎ１・ｎ２ 

21･40･26･34･48･ 

ｎ１･ｎ２ 

(縦倍率) 

３１Ｈ≦ｎ１≦３８Ｈ、 

４１Ｈ≦ｎ１≦５０Ｈ 

(横倍率) 

３１Ｈ≦ｎ２≦３８Ｈ、 

４１Ｈ≦ｎ２≦５０Ｈ 
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 文字コード表 

カタカナコード表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）80Hから FFHに対して ESC S，ESC g，ESC p コマンドは無視されます。 
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拡張グラフィックコード表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1）B0H～DFH，F4Hの文字は、最大１／６インチの行幅分まで自動延長して印字され 

ます。 

注 2）B0H～DFH，F4H，F5Hに対して,ESC 4,ESC q,ESC -コマンドは無効になります。 

注 3）B0H～DFH，F0H～FFHに対して、ESC S コマンドは無効になります。 
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漢字コード表 
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外字登録エリア７７２１Ｈ ～ ７７７ＥＨ 
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外字登録エリア７７２１Ｈ ～ ７７７ＥＨ 
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外字登録エリア７７２１Ｈ ～ ７７７ＥＨ 
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 制限事項 

電源について 
・ 電源は必ず AC100V(50Hz または 60Hz)を使用してください。 

・ 電源コードの抜き差しは、電源スイッチを必ずオフにして、プラグの部分を持って 

行ってください。電源コードは引っ張らないでください。 

・ 電源オフ後再び電源オンする場合、5 秒以上間隔を開けて電源をオンしてくだ 

さい。 

・ 5 秒以内に再びオンにすると電源がオンできない場合があります。電源がオンでき 

なくなった場合は、一度オフして 30 秒以上たってからオンにしてください。 

 

設置時 
・ 凹凸のない水平な所に設置してください。 

・ 湿気の多い場所、ほこりの多い場所、潮風にさらされる場所では、使用しないで 

ください。 

・ 直射日光があたる場所や、ヒーターのような熱器具の近くに置かないでください。 

・ エアコンの前など極端に温度や湿度が変化する場所には置かないでください。 

・ 強い振動、衝撃の伝わる場所や、強い磁界、腐食性ガスの発生する場所は避けて

ください。 

・ 落としたり、ぶつけたりしないでください。 

・ 電圧、電流が急激に変動する場所は避けてください。 

 

プリンタ機能 
・ 印字密度制限 

  プリンタ保護のため、印字内容が高密度の場合、あるいは横罫線を印字する場合 

  には印字ヘッドの駆動を制限するために印字速度が低下します。 

・ シャトル動作 

  シャトル停止状態で印字データを受信すると、印字を開始するまでに４～15 秒 

  程度かかります。 

・ ＤＣブロア 

  印字をしない状態で２分以上経過すると、冷却用ブロアが停止します。 
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使用時
・ 用紙なしで印字しないでください。また、用紙のない領域へは印字しないでださい。

印字ヘッドを傷つけることがあります。 

・ 専用リボンを使用してください。ほかのリボンを使用すると、印字ヘッドピンの寿命を

早める恐れがあります。 

・ 用紙は、規格内のものを使用してください。 

・ リボン交換時、リボンがたるんでいないことを確認してから動作させてください。 

・ プリンタ内に、クリップや虫ピンなどの異物を落とさないようにしてください。 

・ 動作中(電源投入時)には、プリンタ内部に手や、異物を入れないでください。 

・ プリンタを分解しないでください。故障の原因となる場合があります。 

・ 印字中は、絶対にトップカバーを開けないでください。 

・ 紙送り量のバラツキなどで、次のように一部が欠けるような印字になることがあります。

ベタ印字で目立ちますが、異常ではありません。 

・ 縦倍角文字やイメージモードなどのように 1つの文字が 2行分以上にまたがると、次

のようにつまったり、空いて印字されることがあります。文字内で紙送り(改行)が起こ

るため、用紙送り精度のわずかな誤差で発生します。 

重要度の高い伝票や書類などへの数字や文字の印字は、プリンタ搭載フォントを使

用し印字してください。 

・ 用紙下端が用紙無し検出のセンサを通過した後は、ページ保証機能が動作する 

ため印字が遅くなります。 

・ 逆方向への紙送りをともなう印字を行った場合、印字性能と印字精度が低下しま

す。また，用紙障害の原因となりますので，逆方向への紙送りをともなう印字はしな

いようにしてください。 

・ 印字性能の向上のために，改行コマンドなどで最終行の印字を終了すると，約４秒

間次のデータが送られてくるのを待ってから最終行を印字します。 

印字性能向上のために，改頁コマンドにて最終行の印字を終了するようにしてくだ

さい。 
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 消耗品の廃棄について 

使用済みの消耗品は、法令・条例に従って産業廃棄物としてお客様にて処分をお願

いします。 

お客様が処理業者に処理を委託する場合で、(財)日本産業廃棄物処理振興センタ

ーが発行する伝票（産業廃棄物マニュフェクト）への記載が必要となった場合に、下記

に本消耗品の種類・特性などを示しますので、伝票記載時の参考にしてください。 

 

産業廃棄物処理マニュフェスト情報 

消耗品内訳 マニュフェスト情報 
名 称 種 類 形 状 重金属等有無 特 性 

・リボンカセット 

・サブリボン 

廃プラスチック 

繊維くず 

固 形 無 し 可燃性 
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 有償交換部品のご案内 

有償部品 
次に示す部品は、使用により劣化、摩耗しますので一定周期で交換する必要があります。

これらの部品は有償にて交換を行います。有償交換部品の交換は専門の保守員が行い

ます。お客さまでの交換はできませんので、本プリンタのお買い求め先、または保守会社

に依頼してください。インクリボンなどの消耗品は、保守契約の対象外となります。 

・ 有償交換部品を交換しないと、きちんと印字ができなくなるだけではなく、用紙ジャム 

などの原因となり、故障が多くなることがあります。 

・ 有償交換部品の寿命は、プリンタの設置環境や印字量などにより寿命より早く交換 
が必要になる場合があります。 
 

部品名 交換の目安 
ＬＨトラクタ（２） 約１，３００万行 

ＲＨトラクタ（２） 約１，３００万行 

ハンマ機構部 約２，１００万行 

リボンセパレータクミ 約７００万行 

プラテンクミ 約２，５８０万行 

     

稼働条件 

・ パワーオン時間：１日あたり 10時間使用、印刷時間：１日あたり２時間使用 

・ 一ヶ月２０日稼働 
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電解コンデンサの寿命について 

！注意！
 

 このプリンタに使用されているアルミ電解コンデンサは有寿命部品です。 
設計寿命は、月２００時間使用で約５年です。 
寿命になると、電解液の漏れや枯渇が生じます。 
特に電源ユニットでの電解液漏れは、発煙の原因になることがあります。 
これらの危険を避けるために、設計寿命を越えて使用する場合は、 
有寿命部品単位で交換してください。また、業務用など昼夜連続運転相当では 
５年より寿命は短くなります。 
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